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面積…26.44k㎡

人口…117,761人（前月比-42）

　男…  56,329人

　女…  61,432人

世帯…  48,789　　

　（平成23年9月30日現在）
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市章は“羽”の文字を抽象的に図案化し、シンプル
に表現したもの。鳥のはばたきのような市の雄飛と
発展性を示しています。

「陵南の森」で体を動かしている様子などを撮影し

ました。上の画像は市が主催する「第26回平和ゲー

トボール大会」の様子。下の画像は「足湯」を活用し

て介護予防に取り組んでいるサークルを撮影しまし

た。このサークルはH18年に高村病院の理学療法

士などの指導を受けスタート。現在は自主的に下肢

筋力の低下予防を中心に、柔軟性やバランス力のア

ップを狙うメニューを取り入れ、週1回あつまり、汗

を流されています。取材させていただいた当日、みな

さんたいへん若々しくニコニコされていました。
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　10 月 16 日㈰、今年も健康まつりが開催さ
れ賑わいをみせました。会場をはびきのコロセ
アムに移したこの 5 年で、市民、三師会（医師会、
歯科医師会、薬剤師会）、市民団体など多彩な
参加者が集う催しへと成長してきました。

　まちづくりの目標とする 5 つの柱の 1 つとし
て「健康で生き生きと暮らせるやさしいまち」づ
くりを進めています。はびきのコロセアムにはウ
ォーキングロードとグラウンドゴルフ場を新たに

整備し、陵南の森総合
センターには足湯を開設、さらに課題であ
った屋根の全面改修を行いました。今後も
これらの施設がスポーツや文化活動を通し
た健康づくりに役立つものと期待していま
す。また、来年度より疾病予防のため、特
定健診などの受診時に、
市独自の健診メニュー
の追加を目指します。
市民の皆様がいつまで
も「健康で暮らせるま
ち」でありつづけるよ
う、元気の輪が広がる
まちづくりに取り組ん

でいきます。

　　　羽曳野市長　北川 嗣雄

「元気なはびきの」であるために「元気なはびきの」であるために「元気なはびきの」であるために
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次年度より健診項目を追加

特定健診などの受診時に健診項目を上乗せして特定健診などの受診時に健診項目を上乗せして特定健診などの受診時に健診項目を上乗せして
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か
ら
の

お 知 ら せ
　

語学力活用

健診結果を活用しよう！
～受けていますか？ 特定健診～

　9 月号より 3 回にわたり、健診結果の活用についてお話を伺っています。最終回の今回は、羽曳野
市国保で 5 年にわたり健康講座をお願いしている大阪府立大学総合リハビリテーション学部健康運動
指導士保井智香子先生に運動面についてのお話を伺いました。

大阪府立大学総合リハビリテーション学部　

健康運動指導士 保井 智香子 先生

　生活習慣病の予防、改善には食事のバランスと運動が大切です。今回は運動
について取り上げてお話しします。適度な運動や身体活動は、肥満や生活習慣
病の予防や改善、ストレスの解消など生活の質の改善に効果をもたらします。
たとえば、糖尿病では運動により血液中の血糖の利用が向上し、血糖値の低下
につながります。しかし、現在は家事や仕事の自動化、交通手段の発達により
身体活動量が低下しており、肥満の原因にもなっています。 では、どのように
運動を行っていけばよいのか考えてみましょう。

　いかがでしたか？特定健診が始まって 4 年目。
国民健康保険にご加入いただいている 40 歳以上の
方の 3 人に１人は健診を受けていただいています。
ですが、皆様全体の健康を守り、生活習慣病を予
防するためには、70％以上の方の受診が必要とい
われています。皆様の身近な方で健診をご利用い

◆�運動にはどのようなものがあるのでしょうか？
　運動には大きく分けると 2つの種類があります。１つめ
は有酸素運動と言われる、酸素を必要とする運動です。ジ
ョギングやウォーキング、自転車こぎなど呼吸をしながら
行う運動種目がこれにあたります。一方、無酸素運動と言
われる運動は、酸素がなくても行うことができる運動のこ
とを言います。たとえば短距離走や重いものを持ち上げる
時など、瞬間的に息をこらえて行う運動が多くなります。

◆健診結果を改善させるためにはどのような
　運動がよいのでしょうか？
　運動強度の高くない、『有酸素運動』が効果的です。
運動の強さの目安は、「ニコニコしながら行うことがで
きる運動」、「楽しみながらいつまでも続けられそうな運
動」になります。お友達と一緒にウォーキングをする時、
お話しながらできる強度が目安です。

ただいていない方がおられましたらぜひ受診をお勧
めください。特定健診はメタボだけの健診ではあり
ません。太っていても、やせていても、病気で通院
中でも、毎年うけて健康管理にお役立てください！
　ご拝読ありがとうございました。

◆どのくらいの時間行えばよいのでしょうか？
　1日 30分を目安に行ってみましょう。もちろん1回で
30分続けて行うことができない場合は 10分を 3回に分
けて行っても構いません。また、歩数計をつけられる方
は 10,000 歩を目安に歩くようにしましょう。10,000 歩、
歩くことで約300kcal のエネルギー消費が期待できます。

◆雨の日など外に出られない時はどうしたら
　よいのでしょうか？
　家の中で足ふみを行ったり、イスに座っている状態から
立ち上がる動作もウォーキングと同様に下半身の筋肉を使
うのでオススメの運動です。その他には、家事など体を動
かすことを意識して、家の掃除をすることもよいですね。

◆最後に・・・
　生活習慣の改善やダイエットには食事改善だけでな
く、運動を取り入れることで、体に必要な筋肉の減少を
防ぎ、脂肪を減らすことが期待できます。運動習慣のな
い方は、日常生活の中で少し速く歩いたり、階段を利用
することを心がけ、普段の生活で体を動かす機会を増や
すようにしましょう。

◆安全に運動するために
　これまで運動習慣のない方がいきなり始めると、思っ
てもいないような事故やケガにつながることがあります。
特に治療中の方は主治医に相談しましょう。また、熱中
症予防のため、こまめに水分補給しましょう。慣れてき
たら少しずつ強度を強くしたり量を増やしたりしていき
ましょう。

健診についてのお問い合せは保険年金課まで（内線 1761）健診についてのお問い合せは保険年金課まで（内線 1761）
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会計名
歳入 歳出 歳入歳出�

差引額決算額 前年度比 決算額 前年度比
一 般 会 計 44,203,567 122.6 43,483,206 122.1 720,361

国民健康保険特別会計 14,184,635 100.2 13,054,470 97.5 1,130,165

と 畜 場 特 別 会 計 238,760 93.9 238,760 93.9 0

財 産 区 特 別 会 計 2,154,554 106.8 171,196 163.2 1,983,358

公共下水道特別会計 4,048,594 92.8 4,048,594 92.8 0

老 人 保 健 特 別 会 計 20,267 83.1 20,267 246.0 0

介 護 保 険 特 別 会 計 7,312,393 104.2 7,194,129 105.1 118,264

健康ふれあいの郷事業�
特 別 会 計

89,599 214.6 89,599 214.6 0

土 地 取 得 特 別 会 計 114,181 12.0 114,181 12.0 0

後期高齢者医療特別会計 1,216,744 107.3 1,175,692 107.0 41,052

会計名
総収益 総費用

純損益
決算額 前年度比 決算額 前年度比

水 道 事 業 会 計 2,309,993 101.6 1,967,420 94.7 342,573

　平成 22 年度の各会計の決算が第 3 回定例市
議会において認定されました。
　一般会計の決算は、実質収支が 6 億 4,959 万
円となり、昨年度に引き続いての黒字決算とな
りました。これは財政健全化に向けた継続した
取り組みと、市民の皆様のご協力のほか、地方
交付税などの国から配分される依存財源が増え

たことが主な要因です。しかしながら、市を取り巻く財政環境は、景気後退と少子
高齢化による扶助費の増加や、過去の公共事業に対する市債償還額の高止まりなど
により、決して明るい状況にあるとはいえません。今後についても、景気悪化によ
る税収の減少や国の財政の慢性的な危機的状況に伴う地方財政への影響など、不安
要素を多く抱えた厳しい財政状況が続くと予想されるため、より効率的な行政運営
の推進など、行財政改革への一層の取り組みを図りながら、歳入歳出のバランスを
考慮しつつ、健全な財政運営に努めてまいります。

★一般会計決算
歳入　　４４２億０,３５７万円
歳出　　４３４億８,３２１万円
実質収支　　６億４,９５９万円
実質収支とは歳入歳出差引額から翌年度へ繰り越すべき財源を差し引いたもの

★一般会計決算
歳入　　４４２億０,３５７万円
歳出　　４３４億８,３２１万円
実質収支　　６億４,９５９万円
実質収支とは歳入歳出差引額から翌年度へ繰り越すべき財源を差し引いたもの

★一般会計決算
歳入　　４４２億０,３５７万円
歳出　　４３４億８,３２１万円
実質収支　　６億４,９５９万円
実質収支とは歳入歳出差引額から翌年度へ繰り越すべき財源を差し引いたもの

① はびきの中学生 study-O 事業 　　　582 万円

② 親子ふれ愛キャンプ・収穫祭の開催　　49 万円
③ 学校施設の耐震化事業　　　  42 億 6,112 万円
④ グレープヒルスポーツ公園管理棟整備 736 万円

⑤ 小学校防犯用カメラ設置事業              626 万円
⑥ 世界文化遺産登録推進事業                 119 万円

⑦ ウィーン展＆特別平和展の開催　　 　117 万円
⑧ 駒ヶ谷駅周辺整備事業                    2,942 万円
⑨ 古市駅周辺バリアフリー化          1 億 694 万円

⑩（仮称）緑と市民の協働ふれあいプラザの実施設計
                                                                       840 万円
⑪ 峰塚公園管理棟整備事業　　     　  7,165 万円

⑫ 第 5 次水道施設整備事業　　   3 億 1,371 万円
⑬ 健康づくり事業の推進                        483 万円

平成 22 年度主要事業平成 22 年度主要事業平成 22 年度主要事業

( 千円・％ )

決算をお知らせします決算をお知らせします
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決算をお知らせします決算をお知らせします

＊指標でみる羽曳野市の財政状況＊＊指標でみる羽曳野市の財政状況＊＊指標でみる羽曳野市の財政状況＊
　「財政健全化法」では、地方公共団体の財政の健康状態を
表す「健全化判断比率」（4つの指標）を定めています。そして、
この健全化判断比率には財政悪化度をチェックする次の基準
があります。
①早期健全化基準（イエローカード）
　財政健全化計画を立てて、自主的な改善努力が必要となる。
②財政再生基準（レッドカード）
　財政再生計画を立てて、国の関与を受け、確実な再生が必
　要となる。

　また、水道や下水道などの公営企業会計には、「資金不
足比率」という経営状況をチェックする指標があります。
　平成22年度決算における本市の各指標は、いずれの基
準もクリアしています。しかしながら、本市を取り巻く財政状
況は依然として厳しいため、今後も健全な財政運営に取り
組まなければなりません。

＊詳しい財政健全化法の制度の仕組みは、総務省ウェブサイト
　http://www.soumu.go.jp/iken/zaisei/kenzenka/index.htmlをご参照ください。

※普通会計とは、一般会計、土地取得特別会計および健康ふれあいの郷事業特別会計の3会計を合わせたものを言います。    
※標準財政規模とは、市税や普通地方交付税など、標準的な状態で通常収入されるであろう一般財源の規模を示すものです。

■羽曳野市平成22年度決算に係る健全化判断比率および公営企業資金不足比率
概　要指　標 財政再生基準

12.26%
17.26%
25.0%
350.0%

標準財政規模に対する、普通会計赤字額の比率

各会計における、事業の規模に対する、資金不足額の比率

経営健全化基準

10.2%

赤字額なし
赤字額なし

134.9%

資金不足なし

資金不足なし
資金不足なし

実 質 赤 字 比 率
標準財政規模に対する、全会計の赤字額の比率連結実質赤字比率
標準財政規模に対する、借入金返済額などの比率実質公債費比率
標準財政規模に対する、将来に負担すべき実質的な負債額の比率将 来 負 担 比 率

水 道 事 業 会 計
と畜場特別会計
公共下水道特別会計

（対象会計）

20.0%
35.0%
35.0%

20.0%

早期健全化基準羽曳野市の比率
健
全
化
判
断

比
率

資
金
不
足

比
率

◇一般会計
　歳入歳出
　決算の内訳

◇市民一人あたり決算額

消
防
費

農
林
水
産
業
費

衛
生
費

土
木
費

衛
生
費

民
生
費

農
林
水
産
業
費

衛
生
費

消
防
費

土
木
費

民
生
費

9,971円

138,765円

949円

23,395円

9,971円

138,765円

949円 666円666円

23,395円

22,282円22,282円

議
会
費

議
会
費

議
会
費

2,518円2,518円

商
工
費

商
工
費

教育費
66億
9,263万円

公債費
85億6,895万円

土木費
27億
6,215万円

民生費
163億
8,319万円

総務費
47億7,520万円

労働費
516万円

商工費
7,858万円

議会費
2億9,734万円

農林水産業費
1億1,206万円

衛生費
26億3,072万円

消防費
11億7,724万円

一般会計歳出総額
434億8,321万円

市債
73億
2,450万円

地方交付税
76億6,609万円

市税
129億
1,571万円

国・府支出金
127億552万円

諸収入・その他
10億1,457万円

地方譲与税
2億3,589万円

各種交付金
14億4,224万円

使用料・手数料・
分担金・負担金
8億9,905万円

一般会計歳入総額
442億357万円

※端数調整のため、個々の額の合計と総額が一致しません。

公
債
費

公
債
費

総
務
費

総
務
費

72,579円 40,446円56,686円

教
育
費

教
育
費

72,579円 40,446円56,686円

問合せ：財政課　内線3561
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下水道事業の財政状況をお知らせします　～平成22年度公共下水道特別会計決算より～

　下水道施設を管理運営するための費用は、雨水処理費と
汚水処理費があります。雨水処理費は税金（公費）で、汚水処
理費は下水道使用料（私費）で負担するしくみとなってい
ます。
　汚水処理費は、使った水をきれいにするための下水道管
や下水処理場の維持管理費や建設工事に要した借入金の返
済などで構成されます。　
　平成22年度は、下水（雨水・汚水）を処理するために23.1
億円かかりました。その財源は、上記の原則により雨水処理
などに要した7.8億円は税金（公費）で負担し、汚水処理に要
した15.3億円は皆さまからの下水道使用料収入9.3億円と

不足する6億円は税金（公費）で補いました。その結果、本来
100％であるべき、汚水処理費に対する下水道使用料収入
の割合（経費回収率）は、60.8％とまだまだ低い状況となっ
ております。    
　これまで、人件費の削減、施設管理の委託や低利率への借
換債等による経費削減を行なってますが、下水道の普及に
伴い汚水処理費は増加傾向にあり、財政状況は依然厳しい
状況が見込まれます。     
　今後も、下水道事業の状況をお知らせするとともに、業務
の見直し、維持管理費の削減、事業費の抑制など一層の経費
削減に努め、効率的な下水道事業運営を図ってまいります。 

　公共下水道特別会計の平成22年度決算は、歳入、歳出と
も40億4,859万円の収支ゼロで、昨年度に比べて、歳入、歳

出とも3億1,576万円の減少となりました。その主な理由は、
借入金返済や下水道建設費などの減少によるものでした。 

～下水道を管理運営するための費用と財源について「雨水公費・汚水私費の原則」～

下水道事業の財政状況をお知らせします　～平成22年度公共下水道特別会計決算より～

問合せ：下水道総務課　内線2361
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日時　12 月 11 日㈰（ 雨天等中止の場合は 18 日に延期）
　　　9:15 開会式（8:40 ～ 9:05 まで選手受付）
会場　石川スポーツ公園、石川サイクルロード
対象　市内在住・在勤・在学の方
　　　（ファミリーの部は親が在勤者であれば参加可能）
申�込　市役所別館 3 階スポーツ振興課・はびきのコロセアム
　　　市民体育館
締切　11 月 24 日㈭
主�催　羽曳野市、市教育委員会、市体育協会
  　　 市スポーツ推進委員協議会、市スポーツ少年団
協賛　グンゼスポーツ株式会社
問合せ　スポーツ振興課　内線 4412

部　門 対　象　
（年齢は12月11日現在）

走行距離
男　子 女　子

1　部 高校生以上 8,000 ｍ 5,000 ｍ
2　部 30 歳以上 5,000 ｍ 3,000 ｍ
3　部 40 歳以上 5,000 ｍ 3,000 ｍ
4　部 55 歳以上 3,000 ｍ 2,000 ｍ
5　部 65 歳以上 3,000 ｍ 2,000 ｍ

中学生の部 中学生 5,000 ｍ 3,000 ｍ
小学生の部 小学 4 ～ 6 年生 2,000 ｍ 2,000 ｍ

ファミリーの部
小学生以下の子どもと、

その親
1,500 ｍ

申込用紙配布場所 住　　　所 電話番号

下開保育園 古市 1394 958-3318

軽里保育園 軽里 3 － 222 958-3338

島泉保育園 島泉 1-16-6 953-4624

はびきの保育園 はびきの 4-20-17 958-3328

向野保育園 向野 523 953-2071

高鷲保育園 南恵我之荘 2-6-22 953-3883

坂門ヶ原保育園 東阪田 264 956-6246

陽気保育園 恵我之荘 2-9-4 954-9630

誉田保育園 誉田 3-2-30 958-2525

郡戸保育園 郡戸 394-2 938-5280

高屋保育園 古市 7-4-1 957-1234

四天王寺悲田院保育園 学園前 6-1-1 956-2985

あおぞら保育園 古市 2-2-27 950-1105

ベビーハウス社協 高鷲 9-2-17 930-0240

支所 南恵我之荘 3-1-1 955-0583

子育て支援センターふるいち 古市 2-2-20 958-3308

子育て支援センターむかいの 向野 523 953-6361

ＭＯＭＯプラザ 羽曳が丘西 2-5-1 957-5553

丹治はやプラザ 樫山 251-1 937-2355

石川プラザ 古市 1541-1 950-2002

陵南の森総合センター 島泉 8-8-1 952-2751

市役所　子育て支援課 誉田 4-1-1 958-1111

平成24年度　保育園入園申し込みの案内
保�育園とは　保護者や同居の親族が、就労や病気などのために昼間お子さん

を家庭で保育できない保護者に代わって保育する施設です。

保�育園に入園できる子ども　生後 2カ月以上の就学前児童で、家庭内の保

護者（父母および 65歳未満の祖父母）が次のいずれかに該当する場合で

す。ただし、家庭で同居の親族やその他の人が児童の保育ができる場合

は入園できません。

　①家庭外労働②家庭内労働③病気や障がい等④病人の介護⑤家庭の災害

　�　上記の要件を満たし、平成 24 年 4月から平成 25 年 3月までの間に

入園を希望する人（現在空き待ち申込中の人・育児休業明けなどで上記の

期間に入園を希望する人を含む）は、申し込んでください。

申�込用紙の配布　11月7日㈪から右表の場所で配布（各施設の業務時間内）

します。

入�園受付　12月広報および申込用紙の配布時に日時・場所をお知らせします。

申�し込みに必要な書類　①入園申込書②保育に欠ける（就労等）証明書③

家庭状況確認票④児童健康問診票⑤源泉徴収票等の所得税等証明書（申

込時は必要ありませんが、翌年1～2月に提出してください）⑥母親が加

入している場合は社会保険証・雇用保険証の写し（母親が不在の世帯につ

いては主たる保育者）

入�園の決定　保育ができない程度が高いと判断される家庭から順次決定し

ます。ただし、定員に余裕がない場合は、待機となります。決定は平成

24 年 2月末に文書で通知します。

毎�月の費用　保育料・給食費・教材費・諸経費など。保育料は、申し込む児

童が属する世帯の所得税額・市民税額に基づき、市保育料徴収基準額表

により決定します。　　　　 問合せ：子育て支援課�内線1230～1233

下水道事業の財政状況をお知らせします　～平成22年度公共下水道特別会計決算より～

　下水道施設を管理運営するための費用は、雨水処理費と
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などに要した7.8億円は税金（公費）で負担し、汚水処理に要
した15.3億円は皆さまからの下水道使用料収入9.3億円と

不足する6億円は税金（公費）で補いました。その結果、本来
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　これまで、人件費の削減、施設管理の委託や低利率への借
換債等による経費削減を行なってますが、下水道の普及に
伴い汚水処理費は増加傾向にあり、財政状況は依然厳しい
状況が見込まれます。     
　今後も、下水道事業の状況をお知らせするとともに、業務
の見直し、維持管理費の削減、事業費の抑制など一層の経費
削減に努め、効率的な下水道事業運営を図ってまいります。 

　公共下水道特別会計の平成22年度決算は、歳入、歳出と
も40億4,859万円の収支ゼロで、昨年度に比べて、歳入、歳

出とも3億1,576万円の減少となりました。その主な理由は、
借入金返済や下水道建設費などの減少によるものでした。 

～下水道を管理運営するための費用と財源について「雨水公費・汚水私費の原則」～

下水道事業の財政状況をお知らせします　～平成22年度公共下水道特別会計決算より～

問合せ：下水道総務課　内線2361
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平成23年度　新規採用職員紹介

「一つひとつの業務をしっか

り覚え、初心を忘れず頑張り

ます。」

子育て支援課
黄　裕美

「生まれ育った羽曳野を明る

く元気な街にしていけるよう

頑張っていきます。」

政策推進課
嶋田　耕典

「市民の皆さまのお役にたて
るよう頑張ります。よろし
くお願いします。」

高年介護課
松山　友美

「笑顔と活気の溢れるまちづ
くりができるよう全力で頑張
っていきたいと思います。」

子育て支援課
北野　隆斗

「わからない事ばかりです
が、笑顔で前向きに頑張り
ます。」　　

市民課
米谷　由布

主　催 在宅介護支援センター羽曳野 河原城苑在宅介護支援センター
日　程 １１月９日（水） １１月１１日（金）
時　間 13:30 ～ 15:00 14:30 ～ 16:00
場　所 石川プラザ 生きがいサロン 5号館
内　容 高齢者の口腔ケア 認知症についての理解
申　込 電話９５８－９９５１ 電話９３８－３９９９

主　催 グループホームすみれ グループホームこころあい
日　程 １１月１９日（土） １１月２６日（土）
時　間 14:00 ～ 16:00 13:30～ 15:00
場　所 野々上公民館 陵南の森公民館

内　容 福祉用具活用シリーズ 認知症高齢者との付き合い方
と家族が抱える問題

申　込 電話９３７－８２９０ 電話９３１－００７５

11 月の介護教室と介護相談会

○認知症家族介護者教室（グループホーム主催）

※問い合わせやお申し込みは各施設へ直接ご連絡ください。

○家族介護者教室（在宅介護支援センター主催）

高齢者用トレーニングマシンを使って、安全に筋力
アップを行う教室です。
●対象者　・65 歳以上の市民（運動制限のない方）
　　　　　・教室の全日程に参加できる方
●日　程・応募締切
　①平成 23 年 11 月 21 日㈪～ 12 月 15 日㈭
　　締め切り　11 月 10 日㈭
　②平成 24 年 1 月 12 日㈭～ 2 月 6 日㈪
　　締め切り　12 月 13 日㈫
　③平成 24 年 2 月 13 日㈪～ 3 月 8 日㈭
　　締め切り　1 月 31 日㈫
　　週 2 回（月・木）の計 8 回　14:00 ～ 15:30
●場　所　生きがいサロン６号館
●持　物　タオル・飲み物・上履き（スリッパ不可）
●定　員　各クール 12 人
●申　込　地域包括支援室の窓口または電話で
　　　　　※応募多数の場合は抽選になります。
●問合せ　地域包括支援室内線 1359 ／ 1391

介護予防筋力トレーニング教室参加者募集

　今年の 2 月から 3 月にかけて、民生委員児童委員協議会に委託
し実施しました。65 歳以上のひとり暮らしおよび 75 歳以上の高
齢者のみの世帯を対象に、在宅で生活している対象の実数把握、
災害時に支援が必要となる高齢者の把握、孤立が疑われる高齢者
の把握などを目的に、民生委員が対象者の自宅を訪問する方法で
行いました。
■高齢者のみの世帯が大幅に増加
　65 歳以上のひとり暮らし高齢者は 3,833 人。75 歳以上の高齢者
のみの世帯は 2,303 人でした。平成 17 年度と比較すると、65 歳以
上のひとり暮らしが約 1.4 倍、75 歳以上の高齢者のみの世帯が約
1.6 倍に増加しています。同じ期間の高齢者人口の伸び（65 歳以
上が約 1.2 倍、75 歳以上が約 1.3 倍）を大きく上回っています。

高齢者実態調査の集計結果について
■災害時の避難行動に何らかの支援が必要な人は 2 割
　避難場所へ行くのに「一人で行ける」とした人は 74.4％、「付き
添いがあれば行ける」とした人が 14.4％、「介助を要する」とし
た人が 6.7％となっており、避難行動に何らかの支援が必要な方は
21.1％になっています。
■ひとり暮らしなどでも安心できる地域社会をめざします
　今後、閉じこもりがちな高齢者については、地域包括支援センタ
ー等の専門職による訪問活動をすすめるとともに、災害時の要援護
者支援体制の確立について地域での取り組みを推進するため、地域
福祉活動のネットワーク会議（ふれあいネット雅び）での検討をす
すめていきます。高齢者実態調査の詳しい内容は、羽曳野市ウェブ
サイト（各課のご案内－地域包括支援室のページ）をご覧ください。

～上記教室の見守りサポーター募集～
　65 歳未満の方も生きがいサロン 6 号館の筋力トレーニ
ング教室に参加して、介護予防について体験してみません
か？教室の全過程終了後には筋力トレーニング教室の見守
りサポーターとして活動していただきます。その合間に筋
力トレーニング器具を利用する事も可能です。興味のある
方は是非ご参加ください。（定員は３人程度です）

いきいき元気アップ教室 ～総合プログラム～ 参加者募集！

運動・口腔・栄養の 3 分野の専門家が元気アップをお手伝いします。

●対象者　65 歳以上の市民（運動制限のない方）●定員 10 人程度
　　　日時：12 月 13 日～平成 24 年 3 月 13 日（毎週火曜日）
　　　　　　10:00 ～ 12:00　全 12 回
　　　場所：生きがいサロン３号館　（古市 1541-1） 
●持　物　タオル・飲み物（お茶か水）・上履き（スリッパは不可）
●申　込　地域包括支援室の窓口または電話でお申し込みください。
　　　　　【締切：11 月 18 日㈮】※多数の場合は抽選になります。
●問合せ　地域包括支援室　内線 1359 ／ 1391



9−はびきの　2011.11.1−

足関節捻挫（3）
　捻挫の重症度は、第１度（軽度で靭帯の過伸展）、
第2度（中等度で靭帯の一部断裂）、第3度（重度で
靭帯の断裂 ― 完全断裂は少ない）に分けられ、年
少者では靭帯が骨より強いため、捻挫よりも骨折
する場合が多く、新鮮例では重症度2度以上のも
のは医師の診断が必要です。
　受傷直後はRICE（安静・冷却・圧迫）の応急処
置が優先され、予後に悪影響を与えないよう、出血
性素因や腫脹の軽減を図ります。
　鍼灸治療は経過を慎重に観察して、熱感や腫脹
がある程度引いてから行いますが、関節可動域な
どの機能回復や改善は、テーピングや筋力トレー
ニングが優先されます。

（はびきの鍼灸マッサージ師協会）

ひとくちコラム

東洋医療
膝の水を抜くとクセになる？

　日常の診療の際にも、頻繁に耳にする言葉です。「膝の

水」つまり関節液は、関節の滑りを良くすると共に関節軟

骨に栄養を供給する大切な役目を持っています。やや粘調

な液体で、正常では軟骨表面を潤す程度のわずかな量が存

在します。関節内に炎症が生じると過剰に産出されその結

果、関節水腫という形になります。これが一般にいわれる

「水がたまる」状態です。これは、鼻炎の際の鼻水に似か

よっています。鼻を繰り返しかんでも鼻水が続くように、

炎症が続く限り水はたまります。水を抜く（関節穿刺）こと

が直接的な原因で水がたまるわけではありません。関節穿

刺を行なうことによって水腫に伴う痛みや、関節の可動域

を改善させるだけでなく、更には関節液の性状を検査する

ことでその原因が明らかになる事もあります。
岩本整形外科クリニック

岩本　弘

健康か か り つ け 　 　  メ ー ル健康

国民年金国民年金知って

得する
保健福祉部保険年金課
天王寺年金事務所

☎958-1111（内線 1720） FAX956-1419
☎06-6772-7531 FAX06-6772-3338

　11月上旬に、今年1月1日から9月30日までの間に納付
された額の証明書はがきが郵送されます。年末調整や確定
申告をされるときに、国民年金保険料の支払額を社会保険
料控除とするためには、この「控除証明書」が必要ですので、
申告の時期まで大切に保管しておいてください。
11月に送られる「控除証明書」には、9月30日までの「納付
済額」と、12月31日までの「見込額」が記載されていますの
で、ご確認ください。（来年3月分までを前納されている場合
や、既に厚生年金に加入されている場合などは、見込額の
記載はありません。）
☆控除証明書に記載された金額（見込額を含む）を超えて
納付された場合は、その領収書の添付も必要です。領収
書は大切に保管しておいてください。

※10月1日以前には保険料の支払がなく、それ以降に納
付されている方には、来年1月下旬に控除証明書が届き
ます。

社会保険料（国民年金保険料）控除証明書が届きます。
年末調整・確定申告まで大切に保管を！

課税対象となる年金を受給されている方には、今月上旬
に日本年金機構から、平成24年分の「扶養親族申告書」が
送られてきます。この提出を忘れると、年金から引かれる所
得税の額が多くなる場合がありますので、出し忘れのないよ
うお願いします。
※年金以外に収入や他の公的年金収入のある方は、確定
申告が必要です。
※扶養親族申告書が送られるのは、次の場合です。
65歳未満の方…年金額が108万円以上
65歳以上の方…年金額が158万円以上

※遺族年金・障害年金は非課税ですので、送付はありません。

―年金受給者の方へ―
「扶養親族申告書」は今月中にお出しください。

天王寺年金事務所　06－6772－7531（代）
　　　　　8：30～17：15　月曜は19：00まで
　　　　　9：30～16：00
平　　日
第2土曜
※電話は自動音声案内になっています。案内が出ましたら、次の番
　号を選んでください。
　年金の加入や保険料に関するお問い合わせは2
　電話は混み合っています。かかりにくいときは何度かおかけ直
　し願います。

開催日
時　間
場　所
その他

１１月２８日（月）
10：00～12：00　13：00～16：00
市役所本館1階（4番窓口）
予約不要。年金手帳・ねんきん定期便などの資料を持
参してください。

年金相談

「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」に関す
るお問い合わせは
0570－070－117（控除証明書専用ダイヤル）

ＩＰ・PHS電話の方は03－6700－1130へ
平　　日　8：30～17：15
　月曜日（休日のときは翌日）は19：00まで
　　　　　9：30～16：00
＊平成23年11月1日（火）～平成24年3月15日（木）の
期間中のみ開設（日曜・祝日と年末年始はありません）

第2土曜
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お と な

人の犯
は ん

罪
ざ い

を真
ま

似
ね

ているよ
うに思

お も

われる。
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携
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け い

を示
し め

す記
き

事
じ

を見
み

つけた。
『娘

むすめ

が遠
え ん

方
ぽ う

へ嫁
と つ

いだ日
ひ

、娘
むすめ

の布
ふ

団
と ん
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む す

んで
あった。母

は は

親
お や

は「この手
て

紙
が み

は、目
め

に入
は い

っ
たごみを流

な が

し出
だ

すために大
た い

切
せ つ

に持
も

ってい
るね。」と娘

むすめ

に返
へ ん

事
じ

を書
か

いたのだそうだ。
私
わたし

も日
ひ

々
び

このような親
お や

子
こ

関
か ん

係
け い

を築
き ず

けるよ
うに過

す

ごしたいと思
お も

っている。
　東

ひがし

日
に

本
ほ ん

大
だ い

震
し ん

災
さ い

の後
あ と

よく流
な が

れているＴＶ
コマーシャルで「〈こころ〉は誰
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サラダボールサラダボール

青少年児童センター青少年児童センターだより 所在地：向野3-1-33　☎952-0032 FAX937-8580   11月の事業

※幼児については、保護者同伴でお願いします。　必ず上靴を持ってきてね！

内　　　容日 時　間 事　業　名 定員

「親子体操」～親子で楽しく体を動かそう！～
講　師：山本尚明氏（体育文化指導協会）
場　所：青少年児童センター　体育館
持　物：水筒・タオル・着替え・親子とも体育館シューズ
※定員はありませんが、初めての方は事前に申し込みが必要です。

11月 5日（土）
12日（土）
19日（土）
26日（土）

なし

なし

なし

「人形劇」～楽しい人形劇を見に来ませんか？～
講　師：人形劇団「ポップコーン」

　　　　「とりかえっこ」（絵本 とりかえっこ より）
内　容：「3びきのやぎのガラガラドン」（ノルウェイの昔話）

※満席の場合は、入場をお断りする場合がございますので、ご了承ください。

11月10日（木） 子 育 て セ ミナ ー10：00～11：30

11月26日（土） お も し ろ 教 室10：30～11：10

「将棋広場」～初めての人・少しでも興味を持った人は、気軽に参加してください～
対　象：おおむね小学1年生～6年生
※開催日が変更になる場合があります。

子 ど も 広 場14：00～16：00

入場無料

平成23年12月4日（日）
13：30開場　14：00開演（17：00終演）

主　催：羽曳野市・財団法人自治総合センター　
後　援：羽曳野市人権啓発推進協議会
　　　　※このシンポジウムは全国モーターボート競走施行者協議会か
　　　　　らの拠出金を受けて実施するものです。
その他：手話通訳あり・無料一時保育あり
　　　　（要予約：2歳から就学前までの児童）

◆申込・問合せ◆　締切：11月25日（金）必着
〒583-8585 羽曳野市誉田4－1－1
羽曳野市役所　人権推進課
☎072－947－3606（直通）　FAX072－958－8061
E-mail  jinkensuishin@city.habikino.lg.jp

◆申込方法◆　定員：400人（先着順）
電話・ファクス・はがき（または封書）・Ｅメールにて随時受付します。

電話以外の場合は、①氏名②住所③連絡先電話番号④年齢
⑤参加希望人数⑥一時保育の希望有無を記載のうえ、お申し
込みください。後日入場整理券を郵送します。
また、一時保育希望の方については、後日人権推進課より連絡
します。

と　き ところ ＬＩＣはびきの　ホールＭ
（羽曳野市軽里１－１－１）

第2部　パネルディスカッション
『本当の自分を見つけ、輝いて生きる』
　～家庭・子育て・職場　まあるい関係～
コーディネーター：藤木　美奈子（ふじき　みなこ）さん

ＮＰＯ法人 ＷＡＮＡ関西代表・龍谷大学准教授

きらりはびきの
～男女共同参画フォーラム＆人権を考える市民の集い～

　

第1部　基調講演
『女のストレス　男のストレス』
　～元気になるための処方箋～
講師：海原　純子（うみはら　じゅんこ）さん

医学博士・白鴎大学教授
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●所 在 地
●開館時間
●休 館 日
●利用対象
●月～土曜
●申込受付

翠鳥園2-9-101　ＴＥＬ＆ＦＡＸ 957-4900
９:00～１７:３０
日曜・祝日、１２月３０日～１月４日
小学生と保護者同伴の３歳以上の幼児
スポーツ・レクリエーション（室内・外）を行なっています。
電話での受付は、申し込み日の朝９時からです。

読んでみませんか？読んでみませんか？ ～新刊案内～～新刊案内～ お は な し 会お は な し 会

一人っ子の健太が、お
こづかいをはたいて
手に入れたのは、人間
そっくりの「弟ロボッ
ト」。はじめは喜んでい
た健太でしたが、兄弟
っていいことばかりで
はないですよね？

滝井 幸代／作　学研教育出版 マガジンハウス

サウスポー

復活への記憶 東北ふるさとのアルバム      レンタルロボット

※図書館は月末日を除き日曜・祝日も平常どおり開館しています。

「チームに入れてくれ
ないなら、誕生日パ
ーティーによんでく
れなくていいから
ね」ささいなことで仲
たがいした二人は、
口もきかないかわり
に手紙で喧嘩を続け
ますが･･･。

人は体をつかって
努力し、目的を達成
すると大きな喜びを
感じる。うつの原因
は、現代の生活がこ
の喜びを奪っている
からだと説く著者が、
新たな治療法を提
案します。

ふるさとの山や海、
懐かしい人々の暮ら
しがここにある…。3
月11日、あの震災で
失われてしまった美
しい風景。被災地か
ら集められた貴重な
写真をまとめた一冊
です。

2月1日㈰・2月28日㈯

※12月16日から29日までの期間中は、おひとり
10冊・３週間まで借りていただけます。（ＣＤ・ビデオ
は本とは別に１点ずつ・３週間の貸出となります）

市立図書館では、蔵書点検および資料の整理等を
行うため、下記のとおり休館させていただきます。
陵南の森図書館、羽曳が丘図書館、青少年センタ
ー図書館、ブックステーション支所の休館
5月20日㈬～24日㈰、5月30日㈯～31日㈰　
中央図書館、東部図書館の休館、丹比図書館　 

　なお、下記の期間中は、各館でおひとり10冊ま
で（ＣＤ・ビデオは図書とは別に計2点）借りていた
だけますので、どうぞご利用ください。
10冊貸出実施期間
　陵南の森図書館、羽曳が丘図書館　
　　　　　　　5月6日㈬～19日㈫
　中央図書館、東部図書館、丹比図書館　
　　　　　　　5月11日㈪～24日㈰

青少年センター図書室が６月４日オープンします
休館中の古市図書館の代替施設として、６月４日（水）より
青少年センター図書室がオープンします。
児童書約１万５千冊を所蔵しており、他の図書館資料のお取
り寄せもできますので、どうぞご利用ください。
開館時間　１０：００～１７：００
休館日　　月・火曜日　毎月末日

ブックステーションはびきのコロセアム　☎937-7210(火・木・金曜日　13:30～16:30）　　ブックステーション野々上東　☎950-5501（月・水・金曜日　13:30～16:30）
ブックステーション青少年児童センター　☎952-0032（月～土曜日　9:00～17:00）　　青少年センター図書室　☎958-0050（水～日曜日　10:00～17:00）

第１７回朗読発表会
内容　柴田トヨ『くじけないで』より
       芥川龍之介『杜子春』ほか
日時　3月13日㈰　13:30～
場所　ＬＩＣはびきの　音楽実習室  
※入場は無料です。どなたでもご参加いただ
　けますので、どうぞお越しください。

うつは手仕事で治る！

※12/16～29の期間中は、1人10冊・3週間の貸出
となります。
（ＣＤ・ビデオは図書とは別に1人各1点です）

クリスマス会
12/20㈯　午後２時～　丹治はやプラザ
12/21㈰　午後３時～　中央図書館
歌とおはなしがいっぱいの、図書館のクリスマ会。
サンタさんも登場予定です

ケリー・ランバート／著
木村 博江／訳　飛鳥新社

森のゆうびん局 おはなし会

11月30日㈬
今月の休館日今月の休館日

主催:朗読ボランティアグループ「はびきの」

ブックステーションはびきのコロセアムは、期日前投票会場
となるため、３月３０日～４月１１日までは休館となります。

11月6日㈰ 陵南の森図書館 14：00

11月9日㈬ 東部図書館　　 10：30　

11月12日㈯ 羽曳が丘図書館 15：00

11月13日㈰ 陵南の森図書館 14：00

11月19日㈯ 陵南の森図書館 15：00

11月20日㈰ 陵南の森図書館 11：00（赤ちゃんから）  

             11：30（少し長いお話を聞ける子向き）

11月26日㈯ 丹比図書館　　 10：30

11月26日㈯ 羽曳が丘図書館 15：00 

11月27日㈰ 陵南の森図書館 14：00

11月6日、13日、20日、27日の各日曜日

                                 13:30(中央図書館)

　市立図書館では、蔵書点検および資料の整理を
行なうため、下記のとおり休館させていただきます。
◆陵南の森図書館・羽曳が丘図書館・青少年センター
　図書室・ブックステーションはびきのコロセアムの休館
　5月20日㈮～5月24日㈫、5月30日㈪～31日㈫
◆中央図書館・東部図書館・丹比図書館の休館
　5月25日㈬～5月31日㈫
　なお、下記の期間中は、各館でおひとり10冊まで（ＣＤ・
ビデオは図書とは別に計2点）借りていただけますので、ど

うぞご利用ください。

　≪10冊貸出実施期間≫
●陵南の森・羽曳が丘図書館 5月6日㈮～5月19日㈭
●中央・東部・丹比図書館 5月11日㈬～5月24日㈫

お
は
な
し
会

１１月６日（日）　　陵南の森図書館　　１４：００
１１月９日（水）　　東部図書館　　　　１０：３０
１１月１２日（土）　羽曳が丘図書館　　１５：００
１１月１３日（日）　陵南の森図書館　　１４：００
１１月１９日（土）　陵南の森図書館　　１５：００　
１１月２０日（日）　陵南の森図書館　　１１：００（小さい子向き）
１１月２０日（日）　陵南の森図書館　　１１：３０（少し長いお話を聞
ける子向き）
１１月２６日（土）　丹比図書館　　　　１０：３０
１１月２６日（土）　羽曳が丘図書館　　１５：００ 
１１月２７日（日）　陵南の森図書館　　１４：００ 
１１月６日、１３日、２０日、２７日の各日曜日　　１３：３０　中央図書
館
　　　　　

ジュディス・ヴィオースト／作　はた　こうしろう／絵
                                 金原 瑞人／訳　　文渓堂

10：00～11：30

10：00～12：00

24日㈭

20日㈬

6日㈮
10：30～11：30

7月1日㈬

ゆめふうせんによる人形劇　みんなきてね～！

10：00～16：00

26日㈯

14日㈪

10：00～11：00

「第12回 ふれあいお茶会」　
 お茶会に向けて練習してきたこどもたちがお茶を 
たてます。お抹茶とお菓子を用意して待っています。
・手作りコーナー（ペットボトルビーズのストラップ）
・玄関ホール：児童作品展　　　　　　　　　
　

*お知らせ*　12月30日～1月4日まで休館日です。

６月
22日㈪

10：00～12：00

9：30～11：30

26日㈯

10：00～16：00

〔トライルーム〕 クリスマスかざり
  対象者：1～3年  定員先着：15人
  申込受付：11/19～11/25（電話のみ） 9：30～11：30

10：30～11：30

「第13回児童館まつり」　雨天決行
・第1部 ：ジャグリング
・第2部 ：バッタおじさんによるはっぱ遊びなど、
　　　　　楽しみがいっぱい！みんなで遊びに来てね！

「第12回児童館まつり」　雨天決行
・第1部 ：和だいこ・ジャグリング　　　
・第2部 ：バッタおじさんによるはっぱ遊び・
ルーレットなどほかにもお楽しみがいっぱい！
みんなで遊びに来てね！※お茶を持ってきてください。

〔わくわく子育てひろば〕
すてきな歯医者さんのおはなし「子育て上手は歯育て上手」
講師：谷口歯科医院　保田 晃宏 先生

10：30～11：00

〔スポーツ〕  グラウンド・ゴルフ
児童館のひろばでします。みんなおいで～！
※お茶を持ってきてください＜雨天中止＞

毎週土曜日〔スポーツ〕卓球であそぼう　誰でも自由にあそべるよ～！

9：30～11：007日㈪

15：30～16：30

お茶の練習(1回目)

お茶の練習(3回目)

お茶の練習(4回目)

〔体験教室〕  「押し花教室」
　押し花アート　講師：西村　美幸先生
1～6年生対象 　定員先着20人
申込受付 3/22～3/28 （電話のみ）
材料費：１００円（当日持参）

10：00～16：00

10：30～11：30

誰でも自由に参加できるよ！

〔わくわく子育てひろば〕みんなであそぼう
※水あそびをします。タオル・着替え・お茶
　を持ってきてください

2日㈬

16日㈪

12日㈯

〔自由教室〕 クリスマスカード作り
　みんな作りに来てね！

10：00～11：30

10：30～11：30

9：30～11：30〔チャレンジルーム〕グラスリッツェン
対象者：4～6年  定員先着：15人
申込受付：4/16～4/22（電話のみ）
材料費：1００円（当日持参）

14：00～16：00

14：00～15：00

18日㈪

10：30～11：30

13：30～15：30

21日㈯

14：00～16：00

〔自由教室〕 プラバン
みんな作りにきてね！

〔体験教室〕 手ぬいにチャレンジ！～きんちゃくを作ろう～
対象者：4～6年  定員先着：10人
申込受付 4/9～4/15 （電話のみ）
材料費：2００円（当日持参）

10：30～11：30

18日㈬

21日㈪

19日㈯

〔チャレンジルーム〕 クリスマス飾り
対象者：4～6年  定員先着：15人
申込受付：11/12～11/18（電話のみ）
材料費：1００円（当日持参）

10：00～16：00

7日㈪ 14日㈪

10：30～11：30
14：00～15：00

9：30～11：30

★11月の主な行事予定

絵本のへや　
ふく話じゅつ師さんがやって来るよ！みんな来てね！

「第１２回　クリスマスお楽しみ大会」
マジックショー、子どもたちによる合奏やお話など
お楽しみがいっぱい！みんな遊びにきてね！

誰でも自由に参加してね！
絵本のへや　＜おはなし１.２.３＞

誰でも自由に参加してね！
絵本のへや〔おはなし1.2.3〕

23日㈬

9：30～11：30

〔伝承あそび〕将棋であそぼう 
はじめての人もおいで～！

将棋であそぼう　はじめての人もおいで～

〔わくわく子育てひろば〕 
　みんなで遊ぼう『やきいも』をします！
　※雨天決行　※お茶をもってきてください

将棋であそぼう　はじめての人もおいで～

第4回　春休みお楽しみ会
クリオネさんによるマリオネット鑑賞や
ビンゴゲームをします！みんな遊びにきてね！

〔わくわく子育てひろば〕
すてきな歯医者さんのお話し『おやつ大好き！』
講師：谷口歯科医院　保田 晃宏先生

新春こま回し大会
みんなでこまを回して遊ぼう！手のせ、つな
わたりに挑戦してみよう！

「第１２回　クリスマスお楽しみ会」
マジックショー、子どもたちによる合奏や
お話など･･･お楽しみがいっぱい！
みんな遊びにきてね！

〔伝承あそび〕将棋であそぼう 
はじめての人もおいで～！

誰でも自由に参加してね！
絵本のへや　＜おはなし１.２.３＞

〔伝承あそび〕将棋であそぼう 
はじめての人もおいで～！

12/3㈯

13：00～15：00

14：00～16：00

6/6㈪

★12月の主な行事予定

誰でも自由に参加してね！
絵本のへや　＜絵本・紙芝居＞

7日㈪／28日㈪　絵本のへや　＜絵本・紙芝居＞誰でも自由に参加してね！ （10：30～11：30）
〔わくわく子育てひろば〕 
  管理栄養士さんのお話　
  「子どもって何をどれだけ食べたらいいの？」
 ～食事とおやつの食べかた教えます！～
  誰でも自由に参加してね！

2日㈬　〔伝承あそび〕将棋であそぼう はじめての人もおいで～！ （15：30～16：30）

広 

告
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子育て支援センター子育て支援センター

はびきのファミリー・サポート・センター
羽曳野市立子育て支援センター　ふるいち内

　妊娠・出産・育児期に何らかの支援が必要な家庭に、支援者が訪問するサービスです。
「育児不安がある」、「育児ストレスが高い」、「家事に困った」などで支援を希望される方に
対してその必要性を判断し、支援の内容、期間、方法など具体的なサービスを決定したうえ
で訪問支援を開始します。
利用料は無料です。詳しくは下記までお問い合わせください。

羽曳野市子育て支援課（内線1250）

養育支援訪問事業

市立子育て支援センター

市立子育て支援センターふるいち
（古市2-2-20　☎・FAX958-3308）

市立子育て支援センターむかいの
（向野523　☎・FAX953-6361）

○みんなの広場
月曜～金曜日の10：00～11：30と月・水・金曜日15：00～16：30（祝日は除きます）に、お庭
やお部屋を開放しています。親子で気軽に遊びに来てください。
駐車スペースはありません。徒歩や自転車でお越しください。

○サークル活動支援
月曜～金曜日の10：00～12：00と月・水・金曜日13:00～16：30（祝日は除きます）でサーク
ル活動の為の部屋貸し出しとサークル支援を行っています。部屋貸し出しには「サークル登録」
が必要で、使用予約は使用月の2カ月前の1日から受付をしています。

○にこにこたんぽぽ組（3歳児）
友だち大好き！3歳児の子どもとお母さんたちが、集まって一緒にあそびましょう。
※対象年齢に該当する方は、当日参加自由ですので気軽に参加して、親子共にお友だちをつく
　りませんか？
内　容：『お散歩』秋の自然の中でのびのびとあそびましょう。
日　時：11月7日（月）10：00～11：30　当日自由参加（対象年齢の方のみ）
場　所：食とみどりの総合技術センター入口（西浦小学校側入口）　現地集合
対　象：Ｈ19年4月2日からＨ20年4月1日生まれの子どもとその保護者
持　物：タオル・着替え・お茶・ポリ袋・履きなれた靴
※雨天の場合は支援センターでお話や親子遊びを楽しみます。

○昔あそび
おばあちゃん世代と交流しながら“こま”を作って遊びましょう。
日　時：11月11日（金）10：00～11：30　当日自由参加
場　所：子育て支援センターふるいち　対　象：就学前の子どもとその保護者
協　力：昔あそび手作りサークル

○おはなしの広場
親子でパネルシアターや絵本の読み聞かせを楽しみましょう。
日　時：11月21日（月）10：30～11：30　当日自由参加
場　所：子育て支援センターふるいち　対　象：就学前の子どもとその保護者
協　力：ボランティア　おはなしのおばちゃん

○あそびの広場
親子共に思いっきり身体を動かしてリズム遊びを楽しみましょう。
日　時：11月30日（水）10：00～11：30　当日自由参加
場　所：子育て支援センターふるいち　対　象：就学前の子どもとその保護者
服　装：素足になって動きやすい服装で動きます。

○みんなの広場
月・水・木曜日（祝日は除きます）の10：00～11：30でお庭やお部屋を開放しています。親子で
気軽に遊びに来てください。

○サークル活動支援
月曜～金曜日（祝日は除きます）の10：00～12：00でサークル活動の為の部屋貸し出しと
サークル支援を行っています。部屋貸し出しには「サークル登録」が必要で、使用予約は使用月
の2カ月前の１日から受付をしています。

○ピアノを楽しもう
季節の歌や日本の昔から歌われている歌や童謡をピアノの伴奏で一緒に歌ったり、ピアノ曲を
親子で聴いてみませんか？
日　時：11月9日（水）11：00～11：30　当日自由参加　
場　所：子育て支援センターむかいの　対　象：就学前の子どもとその保護者
協　力：地域のボランティアの方

○双子ちゃん三つ子ちゃんよっといで！
双子や三つ子の子育てをしているお母さん！悩みを共感し合いながら、一緒に子育てをしませ
んか？子育ての先輩の意見が聞ける場です。
日　時：11月10日（木）10：30～12：00　場　所：子育て支援センターむかいの　
協　力：双子サークル「ジェミニクラブ」　次回は12月8日（木）開催予定

○あそびの広場
昔から伝わるお手玉遊びを親子で楽しみましょう。
日　時：11月17日（木）10：00～11：30　当日自由参加
場　所：子育て支援センターむかいの　対　象：就学前の子どもとその保護者
協　力：地域のボランティアの方

○よっといで!3歳児
お散歩をしながら、木の実や落ち葉を見つけて秋の自然にふれあいましょう！
日　時：11月22日（火）10：00～11：30　当日自由参加
場　所：食とみどりの総合技術センター入口（西浦小学校側入口）　現地集合
対　象：開催日までに3歳を迎えた子どもとその保護者　　　　　
持　物：タオル・着替え・お茶・ポリ袋・履きなれた靴
※雨天の場合は支援センターでお話や親子遊びを楽しみます。

○おはなしの広場
親子でパネルシアターや絵本を楽しみましょう！
日　時：11月28日（月）11：00～11：30　当日自由参加
場　所：子育て支援センターむかいの　対　象：就学前の子どもとその保護者
協　力：地域のボランティアの方

　支援センターでは、子育ての輪を広げ、安心して子育てができる地域づくりを目指しています。
センターに親子で集まって楽しく学び、友だちの輪を広げましょう。

○子育て講座　～お母さんのための勉強会～
　「子育て中のおかあさんのための母性保護」
　～母乳育児の大切さや乳癌、子宮癌の早期発見のお話し～
親子で元気に過ごせる知恵をこの勉強会で学んでみませんか？
日　時：12月2日（金）10：00～11：30　場　所：羽曳野市役所別館3階　会議室
内　容：子育て中のおかあさんのための母性保護　講　師：矢場　清栄氏（助産師）
定　員：60人　保　育：先着30人（要申し込み）　
申込受付：＊保育が必要な方…11月15日（火）14：00～
　　　　　　「子育て支援センターむかいの」で受付(電話のみ)
　　　  　 ＊保育が必要でない方…１１月１５日（火）14：00～
　　　　　両支援センターで受付（電話および窓口）
問合せ：子育て支援センターふるいち☎958-3308
　　　　子育て支援センターむかいの☎953-6361

　ファミリー・サポートは地域で子育てを助け合う会員制の組織です。
子育ての援助をしてほしい人（依頼会員）と子育ての援助をしたい人（協力会員）とが相互援助活
動をする会員組織です。（有償ボランティア活動です）

　センターに登録している協力会員の方を紹介しています。美容院へ行く少しの時間子どもさんを
お預かりしたり、保育園や幼稚園の送迎のお手伝いなどを行っています。保育園の一時保育などと
は違って、ボランティアの方のお宅で預かります。
近所に親戚の方など子育てのお手伝いを頼める人がいない時に、地域にお知り合いの方がいると
安心です！（利用料1時間700円）くわしくはお問い合わせください。

はびきのファミリー・サポート・センター（☎：FAX956-4943）

子育てでお困りのことはありませんか？
子育てのお手伝いをしてくださる

地域のボランティアさんを紹介しています！

○すこやか広場
11月18日（金）10：15～11：30　場　所：MOMOプラザ

○子育てサロン
11月9日（水）１歳前後対象　10：30～11：30　場　所：研徳田ホール　
11月10日（木）1歳前後から1歳半まで対象　10：30～11：30　場　所：研徳田ホール
室内遊び（ふれあい遊び）　11：30～12：00まで、ホールを開放しますので、サロン後自由にお
使いください。

○1歳親子教室
11月17日（木）平成21年4月生まれ～平成22年3月生まれのお子様対象
10：30～11：30　場　所：研徳田ホール　年齢にあった遊びをお子様と一緒に体験できます。

○2歳親子教室
11月24日（木）平成20年4月生まれ～平成21年3月生まれのお子様対象
10：30～11：30　場　所：研徳田ホール　年齢にあった遊びをお子様と一緒に体験できます。

園庭開放にお越しの方は、お車はご遠慮ください。
子育てサロン・1歳親子・2歳親子教室にお越しの方は出来るだけ公共の交通機関を
使ってご来園ください。お車をご希望の方は、事前にお電話でお申し込みください。
☎（072-957-7517）

○栄養講座『離乳食応援講座Ⅱ』
離乳食を始めたけれどこれでいいのかな？と不安になっている方もいらっしゃるので
はないでしょうか？離乳食の話を聞いたり、試食をしながら、いろんな話をしません
か？栄養士による栄養相談も行います。
日　時：11月15日（火）13：30～15：00　場　所：四天王寺悲田院保育園
対　象：中期食（もぐもぐ期）～後期食（かみかみ期）
申込方法：☎ 957-7517（9：00-17：00）までお電話ください。　定　員：先着5人
　　

四天王寺悲田院地域子育て支援センターぼのぼ
（学園前6-1-1　☎957-7517）

病後 児 保 育
　通園・通学中のお子さんが、病気の回復期に集団生活が困
難な期間、看護師や保育士が一時的に保育します。
当日利用可能です。

ＮＰＯ法人サポートネットワークぬくもり　☎937-0016 FAX937-5716

月曜日～金曜日　9：00～17：00まで（電話可）予約受付時間

30分：300円　延長利用負担金0歳～学童　一人日額1，000円利用負担金

利用時間
通常保育…8：00～18：00まで（ただし、7：30～8：00　18：00～19：00まで延長可能）
当日利用…9：00～17：30まで（延長不可）
土曜日保育…8：00～17：00まで（当日利用および延長不可）

ただし、非課税世帯は半額（証明書必要）
生活保護世帯は無料（証明書必要）
二人目以降のこどもは半額

＊送迎は、相談に応じます。　※ 詳しくはお問い合わせください。

児童虐待の疑いなど「おかしい」と思ったら
ためらわないでお電話ください!!
全国共通ダイヤル0570-064-000（児童相談所全国共通ダイヤル）

こども家庭サポーター電話相談

羽曳野市保健福祉部子育て支援課

　 オレンジリボンキャンペーン
（11月は児童虐待防止月間です!!）

こどものこと、家庭のこと、
１人でいろいろ考えてしまうあなた

いちど、お電話ください
話すことで心が軽くなるかも

あなたの悩みをいっしょに分かち合います

羽曳野市こども家庭サポーターの会が
毎月1回、第２木曜日に行なっています

相談日
受付時間

11月10日（木）・12月8日（木）
14：00～16：00　
相談の日時、電話番号はおまちがいなく

☎072-957-6000
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10日（木）10：30～11：00リズム＆ステップ（予約不要）
1～5歳児の親子　※園舎開放も同時開催9：30～11：00

○園庭開放、その他園の行事に参加される場合、お子さんの安全については保護者の方が責任を持ってください。　○車での来園は、ご遠慮ください。
○健康相談（保育園の看護師による）を希望される方は、事前に保育園へご連絡ください。    

島  泉
は び き の

軽  里
下  開 
向 野 

あ お ぞ ら

四天王寺悲田院

高  屋

ベビーハウス社協 

956-2985

958-3318
958-3338
953-4624

950-1105

毎週火・金曜日
（18日除く） 開園中常時

開園中常時

953-2071

保育園名 電話 園庭開放 楽しい親子教室育児相談

957-1234 月～金開園中常時（要予約）毎週火・木曜日 15：15～16：45

10：00～11：30

毎週月～金曜日

第4木曜日
ベビっこひろば　9日（水）　11：00～12：00

10：00～11：00

保
育
園
の
子
育
て
支
援

郡  戸
誉  田
陽  気
坂 門 ヶ 原 956-6246

954-9630
958-2525
938-5280

10：00～11：3012日（土） 月～金開園中常時（要予約）

高 鷲 953-3883 10：00～11：0024日（木） 開園中常時

月～金開園中常時（要予約）
月～金開園中常時（要予約）
月～金開園中常時（要予約）

第2・4土曜日 10：00～11：30
8日（火） 10：00～11：00

8日（火）10：00～保健師さんの話　子育てサロン　
10日（木）10：00～おもちゃ作り　子育てサロン

第2・3・4木曜日10：00～11：30げんきっこくらぶ
22日（火）9：30～11：30ベビーハウス体験保育　※要予約　定員25組

958-3328 開園中常時
開園中常時
開園中常時
開園中常時
開園中常時

開園中常時9：00～19：00

10：00～11：00（健康相談含む）
毎週月～金曜日 10：00～11：30（健康相談含む）
毎週月～金曜日 10：00～11：00（健康相談含む）
毎週月～金曜日 10：00～11：00（健康相談含む）
毎週月～金曜日 10：00～11：00（健康相談含む）

第1火曜やきいも大会・第2火曜リズム・第4火曜お絵かき（園庭開放時）
親子教室については、支援センターの欄をご覧ください。

17日（木）9：30～受付　10：00～お散歩
※登録制になっています。定員は締切とさせていただきました。

930-0240

えほん・あらかると
絵本の読み聞かせのあと、誕生日会をします。

内　　　　　　容時　間開催日

10：30～11：3011月 8日（火）

エアロでリフレッシュ！（4回目）　
ワンクールレッスンですので、申し込みされている方のみ対象です。

10：30～11：3011月24日（木）

えほん・あらかると
絵本の読み聞かせのあと、リズム遊びをします。

10：30～11：3011月22日（火）

エアロでリフレッシュ！（3回目）　
ワンクールレッスンですので、申し込みされている方のみ対象です。

10：30～11：3011月10日（木）

10：30～11：3011月17日（木）
おもしろ歯医者さんのためになる話
テーマ「食べ方、噛み方みてみよう」
こどもの歯について気になることなど、ご相談ください。

親子で楽しくリズム遊び＆わらべ歌
みんな　おいで！　一緒にあそぼ！

10：30～11：3011月18日（金）

●つどいの広場　あいあいルーム　11月

あそびにおいでよ！（開放日）
火・水・金　10：00～16：00　自由に遊びに来てください。　
♥毎火曜日は、ママたちのおしゃべりタイム♥
　　　　　　　　　　こどもたちは、スタッフが入ってあそびます。

◎＜就労相談＞子育て中での再就職を考えている保護者の方へ
　専門員の相談が受けられます。　　毎月第2火曜日　10：00～12：00
◎管理栄養士さんの何でも相談　
　子どもの栄養や偏食などについて気軽に相談してください。　※要予約
NPO法人サポートネットワークぬくもり　あいあい保育園
羽曳野市向野2-8-2（埴生診療所敷地内）　TEL:072-937-0016  FAX:072-937-5716

NPO法人子育てサポートくるみ　羽曳野市壺井508-1　TEL：957-3282　FAX：958-4089　http://kosodate-kurumi.com 
自然環境豊かな当施設の園庭開放は毎週火、水、木の10：00～16：00です。育児での悩みや、不安など気軽に相談してください。

●つどいの広場　くるみ ～手をつなぐ子育て～
参加費など内　容時　間事業名開催日

16日（水）

9日（水）
大人600円
子ども400円限定3組。事前にご予約ください。 給食体験 11：00～

12：00

2日（水）

6日（日）

9：30～
14：00

大人900円
子ども600円

くるみの生活（遊び、リズム、食事）を体験した後、
午後より懇談（12：30～14：00）を行います。26日（土） 体験保育

歩行が確立している子を対象にしたリズム
あそび。（動きやすい服装・時間厳守）

10：00～
11：00リズム遊びの会 予約不要・無料

10：00～
11：00

無料・育児相談
要予約

京都の語りの会で活動されている方を講師に
招き絵本の魅力を深めましょう。くるみ語りの会

9：30～
11：00

無料

予約不要・無料

歩いている子を対象に親子で楽しめるリズム遊びをします。また集団
保育について考えます。石川河川敷臨時駐車場より園まで送迎あり。

歩行の確立していない赤ちゃんを対象にした
もの。楽しく親子あそびをしましょう。時間厳守

親子リズム＆
保育園を知ろう！

10：00～
11：00赤ちゃん遊ぼ！

11
月
の
予
定

大人600円
子ども400円限定3組。事前にご予約ください。 給食体験 11：00～

12：00

●つどいの広場　カンナ

☆手作りおもちゃ作り
☆ピアノの伴奏で歌を唄おう
☆ポップコーンを作って食べよう
☆小麦粉ねんど遊び

11月 4日（金）
11月11日（金）
11月18日（金）
11月25日（金）

ＮＰＯ法人つどいの広場カンナ　羽曳野市高鷲5-422-22 TEL・FAX：072-939-1625

○開放日：月・水・金　10:00～12:00・14:00～16:00（祝日休み）

10：30～11：30
参加自由
無　料

★育児相談については、全ての園で随時受け付けております。

幼
稚
園
の
子
育
て
支
援

高 鷲 北
高 鷲
高 鷲 南

古 市 南
古 市

西 浦
駒 ヶ 谷

羽 曳 が 丘
西 浦 東

丹 比
埴 生 南
埴 生
恵 我 之 荘

白 鳥

幼稚園名

たんぽぽくらぶ
う さ ぎ 組
げんきっきくらぶ
う さ ぎ 教 室
ぴよぴよくらぶ
ひ よ こ 組 教 室
チューリップ教室
なかよしランド ひよこ組
か ん が る ー 組
にこにこくらぶ
あ ひ る 教 室
わ く わ く 体 験
た ん ぽ ぽ 広 場
う さ ぎ 組
未就園児教室名

938-5577
955-0730
955-1624
938-0017
955-1062
957-0212
954-0230
958-2601
958-7201
957-7200
958-3538
958-8776
958-7616
958-3359
電話 あそびにおいでよ！ようちえん（育児相談は随時受け付けています）

「秋の自然物で遊ぼう」
「キッズパラダイスで遊ぼう」
「作って遊ぼう！」
「お店屋さんにいらっしゃい」
「つくってあそぼう」
「作って遊ぼう！」
「作ってあそぼう」

「みんなであそぼう！(お店屋さんごっこ）」
「秋の遊びを楽しもう！」

「お店屋さんであそぼう」
「いっしょにあそぼ！」

「お店屋さんごっこに「いらっしゃいませ」」
「芸術の秋です！（製作遊び）」

「一緒に遊ぼう！」

11月16日（水）
11月16日（水）
11月22日（火）
11月22日（火）

11月11日（金）
11月18日（金）
11月21日（月）

11月25日（金）

11月29日（火）
11月11日（金）

11月24日（木）

11月15日（火）
11月16日（水）

9：30～10：30
9：30～10：30

10：00～11：00
9：30～10：30
9：30～10：30

9：30～10：30

10：00～11：00
10：00～11：00

10：00～11：00
10：00～11：00

10：00～11：00
10：00～11：00

10：00～11：00

11月21日（月）
9：00～10：00

～乳幼児から高齢者までが集うところです～●こどもステーション  11月の予定

参加費：無料　どなたでも 支援センターふるいち10：30～11：004日（金）おやおやくらぶ

13日（日）

こどもまつり実行委員会 対象：小4～高校生　サポーター募集中！！
18才以上のサポーターも募集しています 陵南の森公民館6日（日） 14：00～16：00

10：00～13：00

ステーションカフェ 「親学習の体験」　対象：どなたでも　
参加費：600円（ランチ代込み）、ランチ不要の方は200円 こどもステーション25日（金） 10：30～12：00

参加費：1,200円(材料費別途) こどもステーション14：00～16：0017日（木）はがき絵講座

図工くらぶ 会費：月2回　1人3,000円（教材費別途）
対象：幼児～大人　どなたでも（体験有り） こどもステーション

参加費：1,200円(材料費別途) こどもステーション14：00～16：0028日（月）手編み講座

おやつの科学　クッキング 1人600円（小学生以上）　幼児は保護者といっしょで800円（材料費込）
「とうふを作ってみよう！」 こどもステーション12日（土） 13：30～15：30

伝承遊びを体験しよう！ 教材費500円（3才以上、保険代込み）3歳未満は無料
劇団風の子関西「おはなしちんどん」ワークショップもあるよ 陵南の森公民館6日（日） 11：30～13：00

すべての行事は予約が必要です。

ＮＰＯ法人南河内こどもステーション（羽曳野市役所南側）　ＴＥＬ・ＦＡＸ：957-1114（FAXでの申し込み可）  
〔お願い〕「こどもまつり」に引き続き、空き缶およびプルタブ、ペットボトルキャップ、使用済インクカートリッジを
　　　　集めています。事務所までお持ちください。

サポーター募集しています（高校生以上）
（こどもまつり・その他事業・事務・保育）

参加費：大人 1,000円　3歳～小学生 600円
「収穫したお米でご飯を炊こう」

①乳幼児：400円/h～600円/h　②学童：250円/h  
曜日・時間など、なんでも相談にのりますので、
ご連絡ください。
（予約制・土日祝や夜間も可・きょうだい割引有）　
10：00以前、16：00以降は時間外扱いになります。

れんげ農場農業体験

①③土曜コース
（11/5・19日）

①10：30～12：00
②13：30～15：00

こどもステーション
一時保育
（乳幼児、学童）
　　　　

月～金 10：00～16：00
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11 月８日は「いい歯の日」です。11 月８日は「いい歯の日」です。11 月８日は「いい歯の日」です。

　

市立休日急病診療所市立休日急病診療所

診療日時：日・祝日　年末年始(12月30日～１月３日）
　　　　 10時～16時（正午～13時休診）
診療科目：内科、小児科、歯科

　　      

　　　　　

藤 井 寺 保 健 所
か
ら
の

お 知 ら せ
　

　　　　　　　
　　　　

藤井寺市藤井寺1-8-36（代表） 955-4181
大阪府藤井寺保健所大阪府藤井寺保健所

http://www.pref.osaka.jp/fujiiderahoken/

　　　　　　☎955-4181　　　　
有 有料表の見方 ４ 水 第4水曜日 予 予約必要持 持参物 ☎952-6165

腸内細菌検査腸内細菌検査

寄生虫卵検査寄生虫虫卵検査

腸内細菌検査 9時30分～12時有月 水火

有飼えなくなった犬の引取 月 水 持 印鑑9時30分～12時
13時～17時

飲用水・井戸水検査・浄化槽
放流水・プール水・浴槽水検査 受付日時は、お問い合わせください。有予

有月 水火 9時30分～12時寄生虫卵検査 木

室内のホルムアルデヒド、VOC測定 予 有 受付日時は、お問い合わせください。

木 9時15分～12時15分
13時～16時月 水火

２ ４

水 予

有

予

6/27 13時30分～14時30分金

金

13時30分～15時HIV検査（エイズ・梅毒・クラミジア）

療育相談

こころの健康相談
（ 精神科医、精神保健福祉担当者等が相談に応じます）

11時～11時30分

予
医療機関に関する相談

こころの病気、ひきこもり、認知症、アルコール依存症など
　「ひきこもり家族交流会を開催」

「匿名可」

肝炎ウイルス検査（無料）

水

※いずれも土、日、祝日、年末年始は除く

小児科のみ上記日時に加え、土・日・祝・年末年始（12/30～1/3）の
１８時～２２時まで診察を行っております。　　　☎956-1000

■内科・小児科・歯科　
　診療日　：日曜、祝日、年末年始（12月30日～1月3日）
　診療時間：10時～12時、午後1時～午後4時
■小児科の土曜・休日夜間診療（南河内北部広域小児急病診療事業）
　診療日　：土曜、日曜、祝日、年末年始（12月30日～1月3日）
　診療時間：午後6時～午後10時（受付は午後5時30分～9時30分）

☎956-1000
（保健センター2階）（保健センター2階）

定期健康相談・栄養相談のお知らせ◆ 11 月 14 日・28 日 ㈪ 午前中   ※ 要予約
～上記日程以外でも随時受付しています。健康増進課までご連絡ください～

※すべて申し込みは、健康増進課（保健センター）まで　電話もしくは来所にて受け付けております。
　定員になりしだい締め切ります　☎：956 - 1000（※FAX での申し込みはできません）

集団検診 がん検診のお知らせ

食事バランスガイド

胃がん・肺がん・大腸がん 乳がん・子宮頸がん
12月 1 日㈭ /5 日㈪ /8 日㈭…保健センター 1 日㈭…コロセアム

1月 19 日㈭ /23 日㈪ /26 日㈭ /30 日㈪
…保健センター

31 日㈫ …保健センター

2月 1 日㈬ /9 日㈭ /23 日㈭…保健センター 28 日㈫ …保健センター

11月８日から受付開始！

※胃がん・肺がん・大腸がんは 40 歳以上の市民
※ 乳がんは 40 歳以上、子宮頸がんは 20 歳以上の市民で受診

券・無料クーポン券対象者
※  1/31 と 2/28 の子宮がん検診では午後から一時保育を実施

しています。（検診予約時に申し出てください。）

　がん検診推進事業として、対象者の方へ「大
腸がん検診クーポン券」 を発送しています。
詳しくは、送付された案内をご覧ください。

※ただし、平成 23 年 4 月 20 日現在で羽曳野市民

◆対象者
昭和 45 年４月２日～昭和 46 年４月１日 生まれの方 

昭和 40 年４月２日～昭和 41 年４月１日 生まれの方 

昭和 35 年４月２日～昭和 36 年４月１日 生まれの方 

昭和 30 年４月２日～昭和 31 年４月１日 生まれの方 

昭和 25 年４月２日～昭和 26 年４月１日 生まれの方 

無料

※対象の方で届いてない方はご連絡ください。

まだ検診を受けていない方
ぜひこの機会に受診しましょう！!

ー骨密度測定と歯の健診ー
＜対象者：昭和 25・30・35・40・45 年生まれ＞

（１）骨密度測定と成人歯科健診　40 人
（２）骨密度測定のみ　60 人

＜対象者：健診時点で６５歳以上の方＞
① 骨密度測定と成人歯科健診　40 人
② 骨密度測定のみ　60 人

（①②いずれも健康運動指導士による筋力アップトレーニ
ング・転倒予防講習と歯科衛生士による口腔ケア講習付）

大腸がん検診クーポン券送付 大腸がん検診クーポン券送付 大腸がん検診クーポン券送付 

日程 場所 開始時間
11 月 24 日㈭ 保健センター

◆ 12:30
　　　◆ 13:15
 　  　　　◆ 14:00

12 月 22 日㈭ 保健センター

1 月 19 日㈭ はびきのコロセアム

2 月 29 日㈬ 保健センター

日程 場所 開始時間
12 月 2 日㈮

保健センター
◆ 12:50 ◆ 13:20
   ◆ 13:50 ◆ 14:20

2 月 2 日㈭

3 月 5 日㈪

日　時：11月17日㈭10:00～ 12:00（受付9:30）�
場　所： 峰塚公園　　定　員： 30 人

　　　　　（集合場所：峰塚公園噴水前）

対　象：市民でウォーキングに興味のある方� �
　　　　（ただし運動制限のない方）
持　物：動きやすい服装・運動靴・水分・帽子� �
申　込：健康増進課（保健センター）へ
雨天時は保健センター２階でウォーキング講座を行います。

ーウォーキング講座ー

　歯と口が悪いと、このような症状などが・・・

あなたにこのような症状などが現れていませんか？

～歯と口の健康は一生の健康～
　自分の歯でよくかみ、よく話し、よく笑うこと。
　歯と口の健康は、活動的な生活につながります。

老けて見える 認知症を招く
口臭が気になる お金がかかる

頭痛・腰痛・肩こり笑顔が減る
病気になる

よくかんで、しっかりみがいて

「８０２０」
「8020」は 80 歳でも自分の歯
を 20 本残そうという意味です。
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予防接種

健康診査（会場：保健センター）
※対象児に個別通知します。健診日の1週間前までに個別通知が
届いていない方は、健康増進課（保健センター）までご連絡ください。
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M

　　　　　　　
　　　　

青

M

無料

青

　　　　　　☎955-4181　　　　 有 有料表の見方 ４ 水 第4水曜日 予 予約必要持 持参物 ☎952-6165

腸内細菌検査腸内細菌検査

寄生虫卵検査寄生虫虫卵検査

腸内細菌検査 9:30～12:00有月 水火

有

飼えなくなった犬の引取 月 水 持 印鑑9:30～12:00
13:00～17:00

飲用水・井戸水検査・浄化槽
放流水・プール水・浴槽水検査 受付日時は、お問い合わせください。有予

有月 水火 9:30～12:00寄生虫卵検査 木

室内のホルムアルデヒド、VOC測定 予 有 受付日時は、お問い合わせください。

木 9:15～12:15
13:00～16:00月 水火

9時45分～10時15分

２
水 予

予

金

一般健康診断

循環器科検診

13:30～14:30

４

水   HIV即日検査 (抗体検査)
（希望により、梅毒、クラミジア検査が受けられます）

こころの健康相談
（ 精神科医、精神保健福祉担当者等が相談に応じます）

9:30～10:30

医療機関に関する相談

9時15分～9時45分

こころの病気、ひきこもり、認知症、アルコール依存症など
　「ひきこもり家族交流会」と「精神障がい
　者家族教室」などを開催

「匿名可」

保
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保
石

藤 井 寺 保 健 所
か
ら
の

お 知 ら せ
　 藤井寺市藤井寺1-8-36（代表） 955-4181

大阪府藤井寺保健所大阪府藤井寺保健所

http://www.pref.osaka.jp/fujiiderahoken/

　      
      
      
      
      

  

マタニティクッキング（先着15人）
日時：11月25日㈫　13時30分から15時
対象：妊婦（初めて出産される方優先）
会場：保健センター　3階栄養指導室
申込み：電話で健康増進課(保健センター)へ

定期健康・栄養相談
日時：１1月1２日(月)・２６日（月）午前
相談費：無料
持ち物：健診の結果表　など
申込み：電話で健康増進課(保健センター)へ

種　類 日　程 対　象　児

平成23年7月１日～14日生まれ

平成23年7月15日～31日生まれ

　　平成23年8月生まれ

　　平成22年4月生まれ

　　平成22年5月生まれ

　　平成21年5月生まれ

　　平成21年6月生まれ

　　平成20年5月生まれ

　　平成20年6月生まれ

11月29日、30日

12月20日、21日

11月15日、16日

12月13日、14日

11月8日、9日

12月6日、7日

1歳6カ月児健康診査

（火、水曜日実施）

2歳6カ月児健康診査

（火、水曜日実施）

3歳6カ月児健康診査

（火、水曜日実施）

4カ月児健康診査

（金曜日実施）

11月11日

11月25日

12月9日、16日

肝炎ウイルス検査（無料）

２ ４

水

※いずれも土、日、祝日、年末年始は除く　　　　　　　　※松原からの電話は、市外局番からお願いします。

※予防接種を受ける前に必ず予防接種手帳をよく読み、接
種ワクチンの内容を理解した上で受けるようにしてください。
※対象年齢・接種間隔および回数・実施医療機関等につい
ては「平成23年度健康だより」をご覧ください。

幼児食講習会（保育あり　先着15人）
日　時：11月17日㈪　13時～15時
対　象：就学前の幼児の保護者
会　場：保健センター　3階栄養指導室
申込み：電話で健康増進課(保健センター)へ

無料

親子クッキング（先着15組30人）
日　時：12月25日㈭　10時30分から13時30分
対　象：小学生とその保護者
受講費：親子2人で500円　（子ども1人追加につき+200円）
会　場：保健センター　3階栄養指導室
申込み：電話で健康増進課(保健センター)へ

２ ４

水 予

　　　　　　　
　　　　 腸内細菌検査腸内細菌検査

寄生虫卵検査寄生虫虫卵検査

２ 大阪府藤井寺保健所

◆離乳食講習会 (保育あり　定員15人 )◆
　普通の食事からとりわけてする離乳食を作って、１回量や、
やわらかさの確認をしてみませんか？ママ友同士の交流にも
なっています。保育は限りがあるので、早めに申し込みください。
　日　時：11月 18日㈮、12月12日㈪のいずれか1日�13:00～ 15:00
　対　象：4カ月健診受診後から10カ月までの乳児の保護者
　受講費：無料　　会　場：保健センター3階栄養指導室
◆マタニティクッキング（定員１５人）◆
　おなかの赤ちゃんがすこやかに育つためには、ママのお食事
が大切。鉄分・カルシウムが豊富、塩分控えめなメニューなど、
体験実習をしながら、お食事の不安を解消しましょう。
　日　時：11月 14日㈪�13:30～ 15:00
　対　象：初産婦の方　受講費：無料
　会　場：保健センター3階栄養指導室
　持　物：母子健康手帳・エプロン・ふきん２枚
◆ことばの相談（予約制）◆
　こどもの発音・吃音・言葉の遅れなどについて相談をお受けします。
◆マタニティスクール（定員30人）◆�会場：保健センター
　〈11 月コース〉11 月 10 日㈭、17 日㈭、20 日㈰、24 日㈭

※ 13:00 ～ 15:30(4 日間で 1 コース )

予防接種

健康診査（会場：保健センター）
※対象児に個別通知します。健診日の1週間前までに個別通知が
届いていない方は、健康増進課（保健センター）までご連絡ください。
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　　　　　　☎955-4181　　　　 有 有料表の見方 ４ 水 第4水曜日 予 予約必要持 持参物 ☎952-6165

腸内細菌検査腸内細菌検査

寄生虫卵検査寄生虫虫卵検査

腸内細菌検査 9:30～12:00有月 水火

有

飼えなくなった犬の引取 月 水 持 印鑑9:30～12:00
13:00～17:00

飲用水・井戸水検査・浄化槽
放流水・プール水・浴槽水検査 受付日時は、お問い合わせください。有予

有月 水火 9:30～12:00寄生虫卵検査 木

室内のホルムアルデヒド、VOC測定 予 有 受付日時は、お問い合わせください。

木 9:15～12:15
13:00～16:00月 水火

9時45分～10時15分

２
水 予

予

金

一般健康診断

循環器科検診

13:30～14:30

４

水   HIV即日検査 (抗体検査)
（希望により、梅毒、クラミジア検査が受けられます）

こころの健康相談
（ 精神科医、精神保健福祉担当者等が相談に応じます）

9:30～10:30

医療機関に関する相談

9時15分～9時45分

こころの病気、ひきこもり、認知症、アルコール依存症など
　「ひきこもり家族交流会」と「精神障がい
　者家族教室」などを開催

「匿名可」
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http://www.pref.osaka.jp/fujiiderahoken/

　      
      
      
      
      

  

マタニティクッキング（先着15人）
日時：11月25日㈫　13時30分から15時
対象：妊婦（初めて出産される方優先）
会場：保健センター　3階栄養指導室
申込み：電話で健康増進課(保健センター)へ

定期健康・栄養相談
日時：１1月1２日(月)・２６日（月）午前
相談費：無料
持ち物：健診の結果表　など
申込み：電話で健康増進課(保健センター)へ

種　類 日　程 対　象　児

平成23年7月１日～14日生まれ

平成23年7月15日～31日生まれ

　　平成23年8月生まれ

　　平成22年4月生まれ

　　平成22年5月生まれ

　　平成21年5月生まれ

　　平成21年6月生まれ

　　平成20年5月生まれ

　　平成20年6月生まれ

11月29日、30日

12月20日、21日

11月15日、16日

12月13日、14日

11月8日、9日

12月6日、7日

1歳6カ月児健康診査

（火、水曜日実施）

2歳6カ月児健康診査

（火、水曜日実施）

3歳6カ月児健康診査

（火、水曜日実施）

4カ月児健康診査

（金曜日実施）

11月11日

11月25日

12月9日、16日

肝炎ウイルス検査（無料）

２ ４

水

※いずれも土、日、祝日、年末年始は除く　　　　　　　　※松原からの電話は、市外局番からお願いします。

※予防接種を受ける前に必ず予防接種手帳をよく読み、接
種ワクチンの内容を理解した上で受けるようにしてください。
※対象年齢・接種間隔および回数・実施医療機関等につい
ては「平成23年度健康だより」をご覧ください。

幼児食講習会（保育あり　先着15人）
日　時：11月17日㈪　13時～15時
対　象：就学前の幼児の保護者
会　場：保健センター　3階栄養指導室
申込み：電話で健康増進課(保健センター)へ

無料

親子クッキング（先着15組30人）
日　時：12月25日㈭　10時30分から13時30分
対　象：小学生とその保護者
受講費：親子2人で500円　（子ども1人追加につき+200円）
会　場：保健センター　3階栄養指導室
申込み：電話で健康増進課(保健センター)へ

２ ４

水 予

　　　　　　　
　　　　 腸内細菌検査腸内細菌検査

寄生虫卵検査寄生虫虫卵検査

２ 大阪府藤井寺保健所

集団接種（受付時間：13:30 ～ 14:30）

個別接種【各医療機関に直接電話で予約】 

持　物：母子健康手帳（必ず必要です）
　　　　予診票（お持ちでない方は、各会場に置いてあります。)

予防接種 日　　時 場　所

ポリオ 12 月
12 日㈪ 青少年児童センター
15 日㈭ 陵南の森
19 日㈪ 保健センター

BCG 11 月
11 日㈮

　保健センター ３階
25 日㈮

持　物：�母子健康手帳（必ず必要です）・予診票（お持ちでない方は、
母子健康手帳を持って健康増進課まで取りに来てください。）

予防接種の種類：�百日咳ジフテリア破傷風（DPT）第1期
　　　　　　　　ジフテリア破傷風混合（DT）第2期
　　　　　　　　麻しん風しん混合（MR）第1・2・3・4期
　　　　　　　　日本脳炎　第1期・第2期

※  BCG の予診票は４カ月児健康診査のご案内と一緒に送付しています。4 カ月
児健康診査をすでに受け、BCG を接種していないお子さんは健康増進課（保
健センター）に電話し予約の上、受付時間 13:20 にお越しください。

子宮頸がん予防ワクチン接種費用助成事業について
現在、子宮頸がん予防ワクチンに「サーバリックス」を使用され
ていますが9月15日から、子宮頸がん予防ワクチンとして「ガ
ーダシル」も公費助成の対象になりました。※今年度は「ガーダ
シル」の供給量に制限があり、医療機関によりワクチンの入荷状
況が異なります。必ず事前に電話で確認の上、接種を受けていた
だきますようお願いいたします。

対象者：①羽曳野市民で接種時に65歳以上の方
　　　　②60歳以上65歳未満の羽曳野市民の方で心臓、腎臓、呼吸器

　　　　　の機能、ヒト免疫不全ウィルスによる免疫の機能、以上のいず

　　　　　れかの障がいを有し、その障がいが身体障がい者手帳1級の方、

　　　　　もしくはそれと同等であると医師の診断がなされた方（持病の

　　　　　ある方は主治医の承諾を得てください）

期　間：10月 20日（木）～12月末日　費　用：自己負担金1,000円
※生活保護を受けている方は「生活保護受給証明書」があれば自己負担金が免除されます。

持　物：住所・年齢の確認できる物（健康保険証など）
申　込：医療機関へ直接、お問い合わせください
実施医療機関：市内の指定医療機関（平成23年度健康だよりをご覧ください）
※�藤井寺市、松原市、富田林市、太子町の指定医療機関でも接種していただけます。

かかりつけ医が上記の市町にある方は医療機関で直接お問い合わせください。

※�長期入院、施設入所等で実施医療機関で実施できない方は健康増進課（保健センタ

ー）へ接種前に事前にお問い合わせください。　　

《注意》本年度は新型インフルエンザワクチン接種助成事業はありません。

～高齢者のインフルエンザ予防接種のご案内～～高齢者のインフルエンザ予防接種のご案内～

～日本脳炎予防接種について～
☆�平成13年 4月2日～平成15年 4月1日生まれの方で日
本脳炎第1期を接種されてない方に特例措置の予診票の個
別通知をしております。必ず母子健康手帳で接種履歴をご
確認の上、重ねて接種されないようご注意ください。
☆�平成 7年 6月 1日～平成19年 4月 1日生の方（上記個
別通知以外の生年月日の方）で、日本脳炎第1期および第
2期の接種を希望される方は健康増進課（保健センター）
窓口にて予診票をお渡しいたしますので、母子健康手帳を
ご持参のうえお越しください。
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「平成 24 年度園児募集」のポスター
　「平成 24年度園児募集」

のポスターに奥�せいら�さ

ん（高鷲幼稚園・5歳）の

作品が選ばれました。水し

ぶきをあげて元気いっぱい

楽しく遊んでいる様子を絵

に描いてくれました。

(撮影：9月 16日㈮、ご家族

で…せいらさんは前列右 )

近鉄古市駅の駅員さんお手柄
　7 月 22日㈮に発生した火災を早期に発見し、通報およ

び初期消火を行った古市駅に勤務する駅員さん2人に対し、

消防長から感謝状が贈呈されました。（贈呈式 9/12）松岡�

道義さんは、古市駅ホームで東側からの煙に気づき、近隣

の建物のすだれが、燃えているのを確認し、同僚の中本�満

治さんに消防署への通報などを指示されました。そして、

消火器を持ち、燃えて

いる建物に駆けつけ消

火されました。おふた

りの見事な連携プレイ

で延焼拡大を未然に防

ぐことが出来ました。

ダルビッシュ・北海道るもいツーリズム事業
　ダルビッシュ有�子ども福祉基金事業を活用し、9月 23

日（祝）より 2泊 3日の日程

で、市内在住の小学 5、6年

生 15人が、札幌ドームでの

野球観戦や、北海道留萌市に

て漁業や農業を通して現地の

小学生と交流しました。

府総合体育大会ソフトボール競技
☆一般男子の部で羽曳野市が優勝☆

　第 65回大阪府総合体育大会ソフトボール競技が 8月 28

日㈰～ 9月 11日㈰

の間で交野市で開催

され、本市代表選手

団（ソフトボール連

盟所属）が、決勝戦

で枚方市との接戦を

制し、見事優勝の栄

冠を勝ち取りました。

府総合体育大会卓球競技
☆一般女子の部で羽曳野市が第３位☆

　8月 28日㈰、第 65回大阪府総合体育大会卓球競技が

大東市で開催されました。本市

代表選手団（卓球連盟所属）は、

地区大会の際にチームの中心と

なる 1人の選手が怪我のため、

中央大会に出場できない中、熱

戦を繰り広げ、見事、第３位に

入賞しました。

洲本市老人クラブとの交流会
　9月 1日㈭、兵庫県の洲本市老人クラブ連合会 29人と羽

曳野市老人クラブ連合会の 26人が市役所にて交流会を開催

されました。時間延長するほ

どの活発な意見交換が行われ

充実した交流会でした。これ

を機会により一層交流を深め

られ、両クラブの更なる発展

を期待いたします。

ＰＴＡ連絡協議会
“おやじの会”ソフトボール大会

　10月 16日㈰、羽曳野市ＰＴＡ連絡協議会の小・中学校

部会合同のソフトボール大会が石川スポーツ公園にて開催

されました。お父さんたちに

混じって、勇ましくお母さん

たちの参加もありました。優

勝は丹比小学校PTAチームで

した。

体育協会軟式野球連盟第 5 回理事長杯
　5�月 15�日㈰から 7月 3�日㈰にわたり、グレープヒルス

ポーツ公園ほかで、B・C�級混合 46�チームによる白熱し

た戦いが繰り広げられ、「MUI-MUI」チームが優勝しました。

準優勝は「虎穴ヤンキース」チームでした。
MUI-MUI 虎穴ヤンキース

街かどから
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東日本大震災義援金の報告
～ 80,000,000 円を超えました！～

　9月 30日㈮までに、羽曳野市に 40,492,439 円、羽曳

野市社会福祉協議会へ 40,108,047 円が寄せられ、合計

80,600,486 円となりました。皆様の引き続きのご協力

よろしくお願いします。

　

拓真ちゃん
たくま

　平成21年9月12日生まれ

　　誉田
西川
にしかわ  　

 みそらちゃん
　平成22年12月25日生まれ

野々上
吉川

5番目の子どもなので、
とっても強い子です。
母親の裕紀さん撮影

生れてくれてありがとう！
笑顔が大好きです。
母親の恵子さん撮影

  海琴ちゃん
みこと

　平成23年4月1日生まれ
北村
きたむらよしかわ

 陸斗くん
り く と

山本
やまもと

西浦

健康が一番！！すくすく育ってね。
大好きだよ。

母親のめぐみさん撮影

こんにちはあかちゃんの写真を募集しています。詳しくは広報担当まで〔内線 3330・3340〕
E-Mail kouhou@city.habikino.lg.jp

－第 42 回 市民体育会－　

　10月 9日㈰、石川スポーツ公園にて、「市民体育祭」を

実施しました。秋晴れの空が気持ちよかったです。

～第 29 回ふれあい健康まつり～
　10 月 16 日㈰、はびきのコ

ロセアムにて「ふれあい健康

まつり」が開催されました。

さぞ健康意識を高めていただ

けたのではないでしょうか。

同まつりの実行委員長で医師

の調子�和則�さんは「医師相

談ブースでは皆様のお悩みなどを積極的に

お伺いすることができました。また、この

ように多彩な測定を受ける機会があること

は良いことです」とお話しくださいました。

平成 23 年「秋の全国交通安全運動」
～「交通安全街頭キャンペーン」の実施～

　『秋の全国交通安全運動』に伴い、9月 27日㈫に交通安全

を呼びかける「街頭キャンペーン」を古市駅前と羽曳が丘小

学校、羽曳が丘幼稚園で実施しました。当日は、羽曳野警察

署、羽曳野ライオンズクラブ、羽曳野ロータリークラブをは

じめ羽曳野市婦人団体協

議会、羽曳野青年会議所、

めいわく駐車追放委員な

ど、大勢の方々の参加の

もと「交通ルールの徹底」

と「交通マナー」の向上

を呼びかけました。

(医）健泉会�西松庵 (23,020 円）
島泉保育園 2004 年度卒有志一同（4,700 円）
小越ヨシ子（10,397 円）
カフェ　ん゛（26,420 円）
市民フェスティバル実行委員会�（1,500,000 円）
文洋堂書店（12,561 円）
城山会（150,000 円）�
白鳥祭実行委員会（27,096 円）
西浦第一分団（67,085 円）
野々上町会盆踊り会（126,938 円）
勝手連 (25,000 円）�
キッチンハート㈱ミートプラザ高鷲店(10,780円）�
田畑正孝 (20,000 円）�

羽曳が丘西 5丁目 14ブロック (3,249 円）�
レインボーなっちチャリティーカラオケ発表会 (23,356円）�
㈲ケイカンパニー�
大阪府立懐風館高等学校ＰＴＡ
羽曳野市商工会来場会員の方々�
羽曳野商工振興㈱道の駅タケル館
里山の会 (256,500 円）�
尺度地車保存会 (81,578 円）
尺度西親交会 (35,760 円）�
西浦東校区育成協・福祉委員会 (30,000 円）
　　
　　　その他多数の方にご協力いただいております。
 　　　　　　　　　　　　【敬称略、順不同】

街かどから
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市役所　☎ 958-1111
http://www.city.habikino.lg.jp 制　度

主な公共施設

      羽曳野市の宣言
○交通安全都市宣言
○非核平和都市宣言
○人権擁護都市宣言
○健康都市宣言
○青少年健全育成都市宣言

羽曳野市役所
☎958-1111　℻958-0212

（老人福祉センター・
　　公民館・図書館）

支　所

羽曳野市民会館

LICはびきの
（生活文化情報センター）
はびきのコロセアム

市民体育館（西浦）

陵南の森総合センター

陵南の森生きがい情報センター
（テレワークセンター）

ＭＯＭＯプラザ

丹治はやプラザ

石川プラザ

保健センター
（休日急病診療所）
人権文化センター

青少年児童センター

白鳥児童館

青少年センター

道の駅 しらとりの郷・
　　  羽曳野  総合棟
子育て支援センターふるいち

子育て支援センターむかいの

給食センター

社会福祉協議会

シルバー人材センター

柏原羽曳野藤井寺消防本部

羽曳野警察署

藤井寺保健所

藤井寺郵便局

柏羽藤環境事業組合

クリーンピア21（火曜日休み）

☎955-0583　
℻930-2144
☎958-2311　
℻958-2312
☎950-5500　
℻950-5505
☎937-3123　
℻937-3124
☎958-2340　
℻958-3614
☎952-2751　
℻952-1303

☎931-1900　
℻931-2112
☎957-5553　
℻957-5580
☎937-2355　
℻937-2388
☎950-2002　
℻958-9110
☎956-1000　
℻956-1011
☎955-4556　
℻955-7042
☎952-0032　
℻937-8580
☎957-4900　
℻957-4900
☎958-0050　
℻958-0050
☎957-6900　
℻957-6910
☎958-3308　
℻958-3308
☎953-6361　
℻953-6361
☎958-2306　
℻958-1082
☎958-2315　
℻958-3853
☎959-0555　
℻959-0333
☎958-0119　
℻958-9900
☎952-1234　
℻952-2531
☎955-4181　
℻939-6479
☎954-2601　
℻938-8591
☎976-3333　
℻976-3331
☎975-2580　
℻975-2577

冷蔵倉庫に対する固定資産評価の変更について
　非木造の「冷蔵倉庫（保管温度が10℃以下に保たれる倉庫）」については「一般倉庫」
と同じ取扱いでしたが、評価基準の改正にともない、平成 24 年度より一般倉庫に比
べ減価年数が短縮する補正率を適用して計算することとなりました。
　対象と思われる冷蔵倉庫を所有されている方は、平成 23 年中の調査が必要で
すので、税務課固定資産税家屋担当までご連絡ください。
対象となる冷蔵倉庫

　※なお、構造および建築時からの経過年数によって、次の倉庫は対象になり
　　ません。（平成 24 年度の評価替えで、減価率が最下限に到達するため）

問合せ　税務課�固定資産税�家屋担当　内線1550・1551（ﾀ ｲ゙ﾔﾙｲﾝ 947-3612）

①構造が非木造（鉄骨鉄筋コンクリート造、鉄筋コンクリート造、鉄骨造など）の倉
　庫用建物であること。
②建物自体が冷蔵倉庫（床面積の 50％以上）であること。（常温の倉庫内にユニット
　型冷蔵庫や業務用冷蔵庫などを設置しているような場合は対象となりません。）
③保管温度が常に摂氏 10℃以下に保たれる倉庫であること。

構　造 建 築 年
鉄筋コンクリート造など 昭和 43 年 1 月 1 日以前

鉄骨造 昭和 53 年 1 月 1 日以前
ブロック造 昭和 48 年 1 月 1 日以前

新築・増改築家屋の実地調査にご協力を
　平成 23 年中に新築や増改築された家屋については、平成 24 年度から固定資
産税・都市計画税の課税対象となります。
　つきましては、課税の基礎となる家屋の評価額を算定するため、身分証を携帯し
た税務課の調査員が、家屋全体の使用材料および各部屋の仕上げ状況などの確認
のため、家屋の内部に立ち入らせていただく実地調査にお伺いします。
　また、場合により図面など関係書類の借用をお願いすることがありますので、ご
協力をお願いします。
　なお、登記されない新築家屋や家屋を増改築した時、取壊した時にも必ず税務
課固定資産税家屋担当までご連絡ください。
問合せ　税務課�固定資産税�家屋担当　内線1550・1551（ﾀ ｲ゙ﾔﾙｲﾝ�947-3612）

保険年金課からお知らせ
○国民健康保険被保険者証更新後の新しい被保険者証をお受取りがまだの方へ
　旧の国保被保険者証は、10月31日㈪でその有効期限が切れています。
　新しい被保険者証は郵送による更新、または窓口交付により更新いただきますよ
うご案内をお送りしました。まだ更新後の新しい被保険者証がお手元にない方は
保険年金課までご連絡ください。
　また、下記のとおり夜間窓口を開催します。被保険者証更新も行うことができます。
○国民健康保険料・後期高齢者医療　保険料『夜間窓口』の開催
日　時　11月15日㈫・16日㈬・17日㈭　18:00 ～20:00
窓　口　市役所本庁�１階３番窓口
問合せ　保険年金課　内線1750・1760

　　　　　　　　　　　　

 　　　　    今月の納税

 　　　　　  
固定資産税　　 第 ４期分
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お知らせ 市役所　☎ 958-1111
http://www.city.habikino.lg.jp

市税および国保料の滞納者から差し押さえた動産のインターネット公売結果
　９月に行いましたインターネット公売の結果をお知らせします。
　市税および国保料の滞納者から差し押えた応接セットなど４点を出品
しました。北海道や奈良県など全国各地から16 件の申し込みがあり、
４点のうち３点が落札されました。売却額は、滞納処分費を除き、全
額滞納市税および国保料に充当します。

①パーテーションセット
②応接セット

③絵画（花）

   市税催告コールセンターを市役所内に開設しました。
　羽曳野市では、緊急雇用創出基金事業として、民間委託に
よる「市税催告コールセンター」を市役所内に開設しています。
平成 23 年度は開設期間や時間の延長、専門オペレーターを増
員するなど、業務の拡充を図ります。
　市税（市・府民税、固定資産税、軽自動車税）の納期限か
ら一定期間を過ぎても市において納付確認ができない方に対し
て、電話で納付の呼びかけを行います。
　センターの運営は民間業者に委託しており、専門のオペレー
ターが市税の未納をお知らせするとともに、納付のご案内を行
ないます。

 開設期間　平成 24 年３月30日㈮まで

 業務時間　○平日（月～金）、第２日曜日　９:00 ～17:30
　　　　　�○第２・３木曜日　９:00 ～19:30

　�※土曜日、上記第２以外の日曜日、祝日は業務を行ないません。

問合せ　税務課�納税相談担当　内線1440・1450�
　　　　ダイヤルイン　☎ 947-3619

振り込め詐欺など不審電話にご注意！！
「市税催告コールセンター」から、還付金の案内や納付のために ATM
（現金自動預け払い機）の操作を求めることは一切ありません。

　＜不審と思われる電話にご注意ください。＞

④
ハ
イ
ス
タ
ッ
フ
（
標
尺
）

④

③

①

②

1 公売参加申込 ��平成23年８月15日㈪13:00～８月26日㈮23:00
2 公売日時 ��平成23年９月２日㈮13:00～９月４日㈰23:00
3 公売方法 ��インターネット公売システムを利用したせり売り
4 公売場所 ��ヤフー株式会社が提供するインターネット公売システム上
5 売却決定 　平成23年９月５日㈪10:00

入札物件 申込
件数

入札
件数

見積価格
（円）

公売保証金
（円）

売却価格
決定額（円）

１  パーテーションセット ６ ２    8,000     1,000 　　8,250
２  応接セット ６ 12  48,000     5,000      96,200
３  絵画（花） ２ ０    2,500     1,000               0
４  ハイスタッフ（標尺） ２ １    1,200        120        1,200

合　計 16 15  59,700     7,120    105,650

公売結果

税理士による無料税務相談センター

　本年度の羽曳野市役所における相談
センターは、今回で最終日です。
　納税協会・府税事務所（いずれも富田
林市）でも開催しています。
　詳細は近畿税理士会富田林支部事務
局までお問い合わせください。

日��時 �11月 16日㈬　13:00～ 16:00
会��場 �市役所本庁１階��税務相談コーナー
対��象 �一般納税者で、税理士の関与がない方

内��容
�口頭による所得税・相続税や経理などに
�関する相談

時��間 �１人30分程度

予��約 �電話申込による先着順
�（予約状況により　当日申込も可）

問合せ
・
申��込

�近畿税理士会�富田林支部�事務局
�☎ 0721-25-6250�
�（月～金曜日　９:00～ 16:00）
※当日申込のお問い合わせも、上記ま
　でお願いします。都市計画についての公聴会

　大阪府では、南部大阪都市計画道路の変更案を作成するにあたり、公聴会を開
催します。案の概要は、市都市計画課または大阪府都市整備部総合計画課で見る
ことができます。
　なお、この公聴会は、意見を述べていただくものであり、説明会ではありません。
日時　11月25日㈮　13:00 ～　　�
場所　大阪府咲洲庁舎44階　大会議室��（大阪市住之江区南港北１-14-16）
申込　11月１日㈫～15日㈫（必着）までに大阪府都市整備部総合計画課へ申し
　　　込んでください。
　（1）公述の申出 :公述申出書（様式指定）に必要事項を記載の上、郵送または持参。
　（2）傍聴：住所、氏名、電話番号および公聴会傍聴希望の旨、はがきに記載して
　　　　　�郵送または電子メールで送信。
問合せ・申込　大阪府都市整備部総合計画課　管理グループ
　〒540-8570（大阪府庁専用郵便番号：住所記載不要）
　大阪市中央区大手前２丁目　大阪府庁別館３階　
　☎�06-6941-0351�内線 3962　�E-mail：sogokeikaku@sbox.pref.osaka.lg.jp

研志会会員による無料法務相談
日時　11月６日㈰、27日㈰
　　　13:30 ～16:30
場所　市役所�Ａ棟�中東会議室
内 容　相続・遺言書、許認可、保険・労
働問題、その他日頃の法律上の悩み事。
　�　当日の相談は、研志会会員の行政
書士、社会保険労務士が担当します。

申込・問合せ　要予約
　NPO法人研志会��（城）☎�938-0585

ご存知ですか？「太陽光発電」～国補助金制度のご案内～
　経済産業省による補助金制度が次のとおり行われています。
　詳細および申請は、太陽光発電普及拡大センターのウェブサイトを参考にしてください。
　　　�[ 略称 J-PEC（http://www.j-pec.or.jp/ ☎ 043-239-6200）]
応募期間　12月22日㈭までに必着
補助金額　太陽電池モジュールの公称最大出力１kwあたり48,000円
対　　象　住宅に対象システムを設置しようとする個人または法人
対象システム　公称最大出力が10kw 未満で、かつシステム価格が 60万円（税抜）/kw以下
　※上記以外にも詳細の条件がありますので、事前にセンターに確認してください。
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お知らせ

ごみの出し方について
○ごみ収集車両の火災防止のため
　　カセットボンベ・スプレー缶は必
　ず使い切ってから、風通しのよい屋
　外でガス抜きを十分にして、穴をあ
　けて出してください。
　「月１回の資源ごみの日に出してください。」

○負傷事故防止のため
　 　ガラス・せともの・包丁など、危険
とみなされる物を出される場合は、必
ず新聞紙などにくるみ、袋または箱に

入れて危険と張り紙をしてください。

問合せ　環境衛生課　内線 2842

猫を飼われている方へまわりに
迷惑をかけないで
　猫のフンや尿などの生活環境被害の
苦情が多く市に寄せられています。

【飼い主の方へお願い】
○フン、尿は自宅の決まった場所でさせ��
　るようしつけましょう。
○野良猫と間違われないように首輪を
　つけるようにしましょう。
○野良猫などを増やさないためにも不
　妊去勢の手術を行なってください。
問合せ　環境衛生課　内線 2840

犬は正しく飼いましょう。
（飼い犬による事故の防止）
　ルールを守って正しく犬を飼いましょ
う。途中で捨てたりせず、家族同様に
最後まで愛情もって飼いましょう。

【次のことを守って事故を防ぎましょう】
●しつけをしっかりとしましょう。
●�散歩（運動）をするときは、犬を十分
制御できる人が丈夫な綱やリードを
付けてしましょう。また、フンは持ち
帰るなど飼い主が責任をもって処理
しましょう。

【飼い犬が人を噛んだとき】
●飼い主は保健所に必ず咬傷届けをし
　てください。
問合せ　環境衛生課　内線 2840
　大阪府藤井寺保健所　☎952-6165

大阪府再チャレンジ支援プラザ
（お金の悩み相談室）費用無料
　相談は、問題解決のための第一歩。
一人で悩まず、ご相談ください。　
○収入が下がり、借金が返せなくなった
○自分で債務整理をしたい
○取立てや返済のことが気になって
　夜も眠れない
○家族が借金をしているようで心配など
　※面談は要予約
場所　大阪市住之江区南港北1-14-16
　大阪府咲洲庁舎 25階
時間　平日　９:00～18:00
　（土日祝日は除く）
問合せ　大阪府再チャレンジ支援プラザ
　☎ 06-6210-9512

「大阪府最低賃金」の改正のお知らせ

問合せ　大阪労働局労働基準部賃金課
　☎ 06-6949-6502

時間額 786 円　
（平成 23 年９月 30 日発効）

教えて！ 消費生活Ｑ＆Ａ　～和牛預託商法に注意！～
Ｑ１.２年前に知人から、和牛のオーナーになれば高額の配当が貰えると言われ、
　和牛預託オーナーの契約をし次々と追加金を払った。最近、業者の経営が悪化
　したとの通知がきたが、問い合わせ先に電話しても繋がらない。

Ｑ２.６年前に、和牛預託契約をした会社が破綻し300万円の損をした。最近、
　被害金を取り戻す手続きのため必要書類を郵送するようにとの電話があり、証
　券を送った。その後、救済費用としての40万円を払うように言われた。

Ａ .�最近、高額の配当が出るなどとうたって、和牛オーナーを募る「和牛預託商法」
　に関する相談があります。
　　Ｑ１については、根拠もなく簡単に儲かる話はありません。現在、民事再生
　手続きに入っている業者があり、被害者弁護団ができていますが、経営状態に
　より、どこまで被害が回復されるか不明です。
　�　Ｑ２については、1996年頃のピーク時に発生した和牛預託商法の被害者に
対し、被害金を取り戻せるなどと、何らかの費用を請求する二次被害の相談です。
　　被害回復の費用を払って、実際に被害金を取り戻せたケースは確認できてい
　ません。
　　いずれの被害者も50代、60代以後の中高年が多くなっています。
　�突然、電話などでうまい話を持ちかけられても絶対信用しないようにしましょう。

消費生活相談
　毎週月・水・金曜日　10:00～ 16:00（水曜日は15:00まで）
　まずは電話でお問い合わせください。　産業振興課　内線2780

駅前放置自転車クリーンキャンペーン
　自転車は便利で身近な乗り物ですが、利用者のマナーの欠如により、市内の鉄
道駅周辺などに、大量かつ無秩序に自転車が放置されています。
　これらの放置は、街の美観を損ねるだけではなく、歩行者の通行の妨げになるなど、
道路や駅前広場の機能を著しく低下させる要因となっています。
　そこで、11月を「駅前放置自転車クリーンキャンペーン」と定め、関係機関・団体
が連携し、集中的に広報・指導・撤去などを行うことにより、広く市民に、「自転車の
放置はしない！させない！」という意識の高揚を図って参ります。
　今後も放置自転車のないきれいで安全なまちづくりの推進に、市民の皆様のご協
力をお願いいたします。

個人事業税

　８月に第１期分と合せて送付いたし
ました。第２期分の納付書にて納期限ま
でにお納めください。

【第２期分】の納期限は、
11 月 30 日㈬です。

＊ 納付書を破損・紛失した場合は、大阪府南
河内府税事務所へお問い合わせください。

　 （口座振替をご利用の場合は、納付書は送付し
ていません。また、年間の税額が１万円以下
の場合は２期分の納付書はありません。）

＊納税には便利で安心・安全な口座振替
　 制度をご利用ください。

問合せ　大阪府南河内府税事務所
               ☎ 0721-25-1131

府
税
マ
ス
コ
ッ
ト

　
「
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11月12 日㈯から 25 日㈮は、「女性に対する暴力をなくす運動」期間です。
（11月25 日㈮は、女性に対する暴力撤廃国際日です。）
　夫・パートナーからの暴力（ＤＶ：ドメスティック・バイオレンス）、性犯罪、売買春、
人身取引、セクシュアル・ハラスメント、ストーカー行為など、女性に対するあらゆる
暴力は、女性の人権を著しく侵害するものであり、決して許されるものではありません。
　この運動期間をきっかけに、女性に対する暴力について考え、暴力のない社会づ
くりをすすめましょう。
問合せ　人権推進課　内線1052・1057

全国一斉「女性の人権ホットライン」強化週間
　大阪法務局人権擁護部および大阪府人権擁護委員連合会では、夫・パートナーか
らの暴力や職場などにおけるセクシャル・ハラスメント、ストーカー行為といった女
性をめぐるさまざまな人権問題について、「女性の人権ホットライン」を開設し、女性
の人権問題に詳しい人権擁護委員が電話相談に応じています。お気軽にご相談くだ
さい。相談は無料で秘密は守ります。
実施期間　11月14日㈪～20日㈰
相談時間　㈪～㈮　８:30～19:00������㈯ ･㈰　10:00 ～17:00

【女性の人権ホットライン】

☎ 0 570 -0
ゼロナナゼロのハートライン

7 0 - 8 1 0

問合せ　大阪法務局人権擁護部第三課　☎ 06-6942-9492

11月は「こころの再生」府民運動
推進月間です！
　「こころの再生」府民運動は、府民
一人ひとりが「生命を大切にする」「思
いやる」「感謝する」「努力する」「ル
ールやマナーを守る」など、時代や社
会がどのように変化しても決して忘れ
てはならない大切な『５つのこころ』を
改めて確認し、一人ひとりの行動を見
つめ直すことを呼びかける運動です。
　市民の皆さんも、大切なこころを見
つめ直し、まずは、あいさつから実践
しましょう！
あい言葉は、「愛さつ OSAKA」

（O）おはよう
（S）さよなら
（A）ありがとうで
（K）こころの
（A）握手
問合せ　大阪府教育委員会事務局
　教育総務企画課　☎ 06-6947-6857

　�http://www.pref.osaka.jp/kyoisomu/kokoro/

おはよう  さよなら  ありがとう  で  こころの握手

「こころの再生」府民運動

介護無料相談（要予約）
　介護について困ったこと、悩んでい
ることはありませんか。疑問点や困りご
となどの相談・解決のお手伝いをします。
日時　11月16日㈬��13:00～15:00
場所　シルバー人材センター
　　��（市役所別館１階）
相談員　尾崎�幸子（シルバー会員）
問合せ　（公社）羽曳野市シルバー
　人材センター　☎ 959-0555
　※今後２カ月に１回開催する予定です。

子どもの一時預かり『白花たんぽぽ』
　１時間からでもお預かりいたします。
シルバー人材センターの会員がお手
伝いします。
対象　満１歳～就学前　　
場所　子育てルーム『白花たんぽぽ』
　（白鳥神社東側）
日時　月～金曜日（祝日・年末年始除く）
　９:00～17:00（短時間でも可能）
費用　１時間550円から　�
問合せ　子育てルーム『白花たんぽぽ』
　☎ 958-3748

労働者を１人でも雇っている事業主は労働保険に加入する義務があります。
　事業主の皆さん、労働保険に入っておられますか？労働保険とは、「労災保険」と
「雇用保険」を総称したもので、労働者を１人でも雇用されている事業主の方は、労
働保険に必ず加入しなければなりません。
　　　○労災保険制度については、労働基準監督署へ
　　　○雇用保険制度については、ハローワーク（公共職業安定所）へ
問合せ　大阪労働局　労働保険適用課　☎ 06-4790-6340・6351
　　　　雇用保険課　☎ 06-4790-6320
　　　　大阪労働局ウェブサイト　http://osaka-rodo.go.jp/

道の駅しらとりの郷・羽曳野臨時営業のお知らせ
11月３日（木・祭日）全店営業

　※「バーベキュー広場」の使用は出来ません。

施設名 施設概要 開館・営業時間

トイレ棟
（公衆電話・駐車場）

24 時間利用出来るトイレ・
公衆電話・駐車場 24 時間利用

商工物産館
「タケル館」

地元特産品の販売など 
☎ 957-8180 ９:30 ～ 18:00

喫茶・軽食（ぱんろーど）
☎ 957-8800 ７:00 ～ 18:30

はびきのうどん
☎ 958-2233 11:00 ～ 18:30

JA 大阪南農産物
直売所

「あすかてくるで」

地元の野菜・果物・花木の販売
☎ 957-8318 10:00 ～ 18:00



23－はびきの　2011.11.1－

市役所　☎ 958-1111
http://www.city.habikino.lg.jp

募　集

自衛官募集《高等工科学校生徒》
○防衛大学校、一般大学などへの進
　学機会あり。高卒資格取得
○ボーナス年２回。週休２日制。
　夏、冬、春季に、２週間前後の休
　暇あり。被服類、寝具、食事、宿
　舎費は無料。
○中堅技術者養成。
　将来の幹部自衛官へ。
対象　日本国籍と有する中卒（見込含）
　～17歳未満の男子
受付　11月１日㈫～平成 24 年１月６日㈮
問合せ　自衛隊大阪地方協力本部
　富田林地域事務所　
　☎ 0721-24-3799（3999）

コンロによる火災にご注意を!!
　今年は、管内での火災原因のトップはコンロで８件、次いで放火・放火の疑い、
電気器具、タバコで、ともに５件です。
　今年管内ではコンロ火災が増加傾向にあり、８件中６件は調理中によるもので、
すべてが鍋のかけ忘れによるものです。調理中はガスコンロから絶対に離れないよ
うにしましょう。また調理場から離れるときは必ずガスの火を消しましょう。
　ガステーブルのグリルの排気口近くにカセットコンロを置いたままの状態でガス
テーブルを使用したために爆発した火災が２件発生していますのでご注意ください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （柏羽藤消防組合本部）

自動販売機設置事業者の募集
　当市では、平成 24 年度から市有施
設に設置する自動販売機について、設
置事業者を募集します。
　募集内容などの詳細については、市
ウェブサイトに掲載します。
問合せ　管財用地課　内線 3721

公共施設循環バス運転手（羽曳野市嘱託員）募集［定員２人］
内容　市内８ルートの循環バス（マイクロバス程度）の運転および点検・清掃を主
　　　業務とする。また公用車の点検・清掃および公用バスなどの運転。
資格　昭和23年４月２日以降に生まれた者で、平成 22年４月１日現在で大型自
　　　動車運転免許を取得している者。
時間　９:00～17:15（日曜日・祝日およびその他の1日が週休日。）
期間　平成 24 年４月１日～平成 25年３月31日
　　　なお、勤務成績が良好で、かつ任用予定がある場合は、再度の試験を免除
　　　して新たに1年度間の任用がなされることがあります。
　　　（※ただし、最初の１カ月間は、臨時職員としての任用になります。）
申込　11月１日～15日（土・日・祝日除く）の９:00～17:30までに
　　　市役所�管財用地課�車両担当へ受験申込書を持参すること。
試験日　平成 23年12月４日㈰　９:30開始　市役所�別館３階�第１会議室
その他　詳細は、管財用地課の募集要綱をご覧ください。
問合せ　管財用地課車両担当　内線1900・1910

平成 24 年度　
大阪府環境農林水産総合研究所
農業大学校  学生募集
申込　12月１日㈭～９日㈮
試験日　12月14日㈬
資 格　高等学校卒業もしくは同等の
学力のある方（年齢制限なし）で卒
業後、大阪府内で農業関係に従事
する志のある方

問合せ　農業大学校　☎ 958-6551

NPO 大阪府高齢者大学校第４期生募集
期間　平成 24 年４月～平成 25年３月
申込　第１次…12月20日㈫～平成 24 年１月15日㈰
　　　第２次…平成 24 年１月20日㈮～２月15日㈬

　　　※高年介護課（市役所別館①番）や、大学校事務局に募集要項・申込書があります。
内容　専攻科目47科目　　
費用　受講料５万円（会費含む）
問合せ　NPO法人大阪府高齢者大学校�事務局��
　　　　☎ 06-6360-4400��ＦＡＸ 06-6360-4500

広 

告
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「労働基準法の適用」講習会（無料）
主催　河内ブロック商工会・羽曳野市商工会

日時　12月５日㈪　14:00 ～16:00
会場　富田林市市民会館�１階�大会議室
　（富田林市栗ヶ池町2969-5）
講師　羽曳野労働基準監督署長
定員　150人（定員になりしだい締め切り）
申込・問合せ　羽曳野市商工会　
　☎ 958-2331

会場　市民会館４階（第９・10会議室）
費用　1,800円（１回600円）を初回の講座で一括でお支払いください。
　　　テキスト代込み。
申込　①～⑤の５講座のうち、いずれかを選び（複数可）、電話で申し込みください。
　　　パソコン交流館　国沢直史　☎�956-4197�　携帯 090-3725-2528

講座 日程 時間 定員
パソコン入門講座 11 月８日㈫・15 日㈫・22 日㈫ 14:00 ～ 16:00 ５人
ワード活用講座 11 月８日㈫・15 日㈫・22 日㈫ ９:30 ～ 11:30 ５人

エクセル入門講座 11 月９日㈬・16 日㈬・23 日㈷ ９:30 ～ 11:30 ５人
デジカメ画像処理ビデオ編集講座 11 月９日㈬・16 日㈬・23 日㈷ 14:00 ～ 16:00 ５人

年賀状作成講座 11 月 14 日㈪・21 日㈪ ９:30 ～ 11:30 ５人

「ボランティア　パソコン講座」受講者募集（パソコン交流館）
　どの講座も少人数ですので、気軽に質問ができ、楽しく受講できます。

初心者、シニアの方中心の楽しくわかりやすい「パソコンサークル ステップ」
　11 月の講座内容は次の通りです。

費用　1回�900円（テキスト代含む）　個別指導　1時間�1,000円（予約制）
定員　先着15人�　定員になりしだい締め切ります。
持物　ノートパソコンをご持参ください。（レンタル可。予約制�台数制限あり）
　　　※講座内容などの詳細につきましては、お気軽にお電話ください。

問合せ　パソコンサークル　ステップ���山田�智子
　　　　☎ 090-6608-5799　　ブログ http://pasokonstep.blog.eonet.jp/

日時 内容

１日㈫ LIC  C
13:30 ～ 15:30 中級  Excel　ページ番号の挿入・ヘッダー・フッター　new ！
15:40 ～ 16:40 個別  個別指導　110 番

４日㈮ 市民会館
４階

10:00 ～ 12:00 ﾈｯﾄ  インターネット講座　中級編　1 回　
13:30 ～ 15:30 中級  Word　Excel データを利用した文書作成　　new ！
15:40 ～ 16:40 個別  個別指導　110 番

11 日㈮ 市民会館
４階

10:00 ～ 12:00 ﾈｯﾄ   インターネット講座　中級編　2 回
13:30 ～ 16:30 役立つ  筆ぐるめで年賀状作成講座　宛名面　（1,500 円）

15 日㈫ LIC
セミナー  Ａ

13:30 ～ 15:30 実用   Excel　実用講座　旅行日程表　①　　new ！
15:40 ～ 16:40 個別  個別指導　110 番

18 日㈮ 市民会館
４階

10:00 ～ 12:00 ﾈｯﾄ  インターネット講座　中級編　3 回
13:30 ～ 15:30 役立つ  筆ぐるめで年賀状講座　文面　（1,500 円）

22 日㈫ LIC  C
13:30 ～ 15:30 実用  Excel　実用講座　旅行日程表　②　　new ！
15:40 ～ 16:40 個別  個別指導　110 番

25 日㈮ 市民会館
４階

10:00 ～ 12:00 実用  Word　実用講座　Ⅰ　①（②は 12/2 開催予定）
13:30 ～ 16:30 お楽しみ  2012 年度　カレンダー作成講座　new ！（1,500 円）

29 日㈫ LIC  C 13:30 ～ 16:30 お楽しみ  飛び出す！クリスマスカード作成　（1,500 円）

パソコン活用相談会開催のお知らせ 
羽曳野 IT サポート会
　パソコン教室でワード・エクセル・イ
ンターネット・メールなどを習ったけど
分からないところがある。家にあるパソ
コンで教えて欲しいなどパソコンに関
する悩みや希望をお持ちの方に、経験
豊富なスタッフがお答えしています。
日時　毎月第１および、第３火曜日　
　　　13:30 ～15:30
場所　市民会館�４階�研修室
費用　２時間500円
定員　先着順。定員になりしだい締め切り。
その他　Windows７とWindowsXP使用。
　パソコンの持ち込み可能。
申込・問合せ　羽曳野 IT サポート会��川合
　☎�090-3940-4218��ＦＡＸ 958-6371
　Eメール：so-dan@yahoogroups.jp

　受講者１人に対し、１人の講師が専属
で学習します。パソコンが全く初めての方、
受講者さんに合わせて授業を行います。

費用　①②受講料（テキスト代込）　　
　　　　10,000円（２時間×５回）　
　　　③受講料（テキスト代込）　　　
　　　　2,000円（２時間×１回）
時間　９:30 ～11:30、12:30 ～14:30、
　　　15:00 ～17:00
　　　※土・日曜日、祭日は休みです。

問合せ　陵南の森生きがい情報センター内
　河内飛鳥UNIC会　☎ 931-1900

コース 内　容
 ① ワードの
　  基礎から応用

 文字入力、文書、はがき、 
 表入り文書の作成など 

 ② エクセルの
　  基礎から応用

 表作成、データ入力、
 グラフ作成、家計簿など 

 ③インターネット  インターネットの見方、
 メールの送受信について 

マンツーマンパソコンセミナー

【年賀状の作成をお手伝いします。】
費 用　２,000 円（２時間×1回、テキ

スト代・３枚までのプリントを含む）
※３枚以上は有料になります。

講座名 内容 曜日 開催日 開催時間 回数 定員 費用 持物

着付教室 普段着から礼装まで 金 12 月 2･9･16 日 14:00 ～
　  16:00 3 8    300 円 着物一式（習い

たい種類の着物）

干支の色紙
づくり

和紙折り紙で作る
干支の色紙 金 12 月 9 日 19:00 ～  

　  21:00 1 12    300 円

プリザーブド
フラワー

クリスマスの
アレンジメント 木 12 月 8 日 19:00 ～   

　  21:00 1 10 3,000 円

フラワー
アレンジメント

クリスマス ･ 正月を
楽しめるアレンジメント 水 12 月 21 日 18:30 ～

　  20:30 1 15 2,300 円 花ばさみ

トールペイント バスケット ･ 壁飾り 水 12 月 7･14･21 日 14:00 ～
　  16:00 3 8 2,000 円

みそづくり 自分でみそを作ります 金 11 月 25 日 19:00 ～
　  21:00 1 20 2,200 円 みそ持ち帰り用の容器

人権文化センター講座生募集

会場　市立人権文化センターほか�� �
対象　市内在住・在勤・在学者の方（着付教室は女性の方のみ）
申込　人権文化センターへ直接または、☎ 955-4556まで�� �
受付　11月８日㈫�～11月10日㈭　９:00～17:00�
　　　※受付け初日のみ１講座１人の申し込みになります。定員になりしだい締め切り。

チ
ャ
レ
ン
ジ
講
座

エクセル入門講座（５回）の参加者を募集致します。
　日時　11月15日 ･22日 ･29日、12月６日・13日　毎週火曜日　10:00～ 12:00
　場所　LICはびきの　　費用　5,000円（テキスト代500円込み）　
　持物　ノートパソコンをご持参ください。
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講　座

福祉教養講座　干支の折紙講習会参加者募集
日時　12月９日㈮　13:30 ～15:00　　場所　別館２階研修室
対象　視覚障がい者　　定員　10人　　　費用　500円
申込　社会教育課　内線4450・4451

AED（自動体外式除細動器）の使用
方法を含めた応急手当など

　受講後に修了証を発行いたします。
（人数に制限がありますので、必ずお
問い合わせください。）

「子供の事故防止・応急手当」講習
　乳幼児が死に至る主な原因とされ
る「交通事故」「窒息」「水の事故」「転
落・墜落」などの事故予防を中心と
した体験型講座で心肺蘇生法は行
いません。
日時　11月27日㈰　13:30～15:00
場所　消防本部�３階�視聴覚室
対 象　おおむね８歳以下のお子さん
の保護者など。受講後は修了証の
発行はいたしません。（人数に制限
がありますので、必ずお問い合わせ
ください。

問合せ　柏羽藤消防組合消防署
　☎ 958-0119

定期救命講習のお知らせ

日時 場所

11 月 12 日㈯  柏原市立国分図書館

12 月 10 日㈯ 陵南の森総合センター

青少年センター冬の短期教室
日程　12月３日㈯　対象　市内小・中学生　場所　青少年センター３階クラフト室

【手作り工作教室  13:00 ～15:00】���「木の実で作る動物たち」　費用　300円
【おりがみ教室　15:00 ～17:00】　「干支のおりがみ」　費用　500円
申込　11月５日㈯　10:00 受付　※定員になりしだい締め切ります。
　　　青少年センター（月・火休館日）にて受け付けします。
　　　電話申込可　☎ 958-0050
　　　【休館日問合せ：社会教育課　内線4452】

介護の日イベント～家族介護者教室～
　介護をよく知っていただけるよう、介護に関するご相談や体験をお伝えするため
に企画いたしました。
日時　11月11日㈮　11:00 ～15:00　　会場　介護老人保健施設　悠々亭
［第１会場　６階］家族介護者教室
　　第１部　11:00 ～12:00　「通所系サービスについて」
　　第２部　13:15～　　　　「上手なオムツのあて方、使い方」
　　第３部　14:00 ～　　　　「認知症のケアご相談会」
　　※認知症ケア専門士、認知症介護実践リーダー研修修了者が認知症ケアに
　　　ついてのご相談を承ります。
［第２会場　１階］展示・体験　11:00～15:00
　　○福祉用具の展示　�○介護食などの展示�　○車イス体験
　　○高齢者体験（インスタントシニア）
申込・問合せ　介護老人保健施設　悠々亭・在宅介護支援センター悠々亭
　　　　　　　窪・小林・尾本　☎ 953-1002

募生講 受座 講 集
（財）羽曳野市施設管理公社

http://www.geocities.jp/hakanrikousha/

　歌声くらぶ　
　【 市 民 会 館 ☎ 958-2311】　11月８日㈫10:00 ～11:30　　【石川プラザ☎ 950-2002】 　11月15日㈫14:00 ～15:30
　【 丹治はやプラザ ☎ 937-2355】　11月22日㈫14:00 ～15:30　
　講師    喜多　光三氏　　費用　500 円（初回の方は、900 円歌集込み）  

市民会館��☎ 958-2311 MOMO プラザ��☎ 957-5553

パソコンマスター講座
　パソコンを始めてみたい方や不安をお持ちの方でも自分のペースでわか
りやすく楽しく学んで頂けます。
日時　毎週月・木・土曜日　①10:00 ～11:20　②11:30 ～12:50　
　　　③14:00 ～15:20（木曜のみ）　④19:30 ～20:50（木曜のみ）
講師　NPO法人きんきうぇぶ　　��コース　ワード、エクセル、その他
費用　５回6,000円　チケット制　申込　随時　1階受付にて

料理教室①②
日時　10:00 ～12:00
　　��①第２・４土曜日��②第２・４金曜日

講師　①網本�かほる氏
　　　②末吉�明美氏

定員　若干名（女性のみ）
費用　２カ月6,000円
申込　市民会館で随時受付

○各講座とも申し込み開始時間の時点で定員を超えた場合は抽選となります。
○ 定員に満たない場合は先着順で、定員になりしだい締め切りとさせていただきます。
○申込は本人が直接講座開催館にて、申し込み願います。
○受講料は講座を欠席されても返金できません。　

講座募集にあたって
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講座名 講師名 開催日時・定員 申込受付・場所・持物など 問合せ

押し花
体験講座 為平裕子

11月22日㈫
13:30～ 15:00��
定員 10人
無料

11月７日㈪～11月18日㈮　10:00～ 17:00
公民館にFAXで申込。
FAX利用できない場合は公民館に電話してください。

押し花クラブ
為平裕子

☎954-4051

生け花 迚野千代美

11月25日㈮
18:00～ 20:00
定員５人
無料

11月７日㈪～11月11日㈮　10:00～ 17:00
公民館にＦＡＸで申込。
FAX利用できない場合は公民館に電話してください。

たちばなクラブ
今川廣子

☎938-3478

大阪友の会
生活講習 小西理保

11月20日㈰
13:30～ 15:00
定員30人　350円

11月７日㈪�10:00～ 12:00までの受付は事務所横。
11月７日㈪午後から11月８日㈫からの受付は公民館
事務所（10:00～ 17:00）。（締め切り11月11日（金））

大阪友の会
薗田久栄

☎956-8315

楽しい冬の
寄せ植え 田辺加代

12月７日㈬
13:30～ 15:00
定員29人　1,800円

11月 14日㈪　９:30～　公民館事務所横�
（定員になりしだい締め切ります。※電話申込不可）

陵南の森公民館
☎952-2751

「歌って健康」 松村容子
11月18日㈮
14:00～ 16:00
定員30人　無料

11月７日㈪～11月14日㈪　10:00～ 17:00
公民館にFAXで申込
FAX利用できない場合は公民館に電話してください。

抒情歌サロン
「ロンド」
鳥谷正子

☎954-6512

いきいき
太極拳 高木健之

11月17日㈭
19:00～ 21:00
定員10人　無料

11月７日㈪～11月14日㈪　10:00～ 17:00
公民館にFAXで申込。
FAX利用できない場合は公民館に電話してください。

いきいき太極拳
辻田和子

☎952-1620

大正琴を
弾く楽しみ 伊藤文敏

11月15日㈫
13:00～ 15:00
定員　制限なし　無料

11月７日㈪～11月11日㈮　10:00～ 17:00
公民館にFAXで申込。
FAX利用できない場合は公民館に電話してください。

大正琴サークル
（雅路 )
杉野美智子
☎957-2308

注意事項　①定員になりしだい締め切ります。�②受付時には氏名、住所、電話番号、年齢が必要です。
　　　　�③対象は��市内在住、在勤、在学者です。�

　　�������������　　　　　　　　　　　　　　��陵南の森公民館　ＦＡＸ 952-1303　☎ 952-2751

陵南の森公民館グループ連絡協議会　「公開講座」

陵南亭いっぷく寄席
  「真心サービスおじんタクシー」
　河内家�雷三�氏
  「親子酒」 　
　夢屋�我風�氏��（両演目�桂�三枝�作）
日時　12月３日㈯�14:00 開演　�
会場　陵南の森老人福祉センター�
　２階大広間
費用　木戸銭　無料　
　※整理券を11月７日㈪から公民館
　　で発行します。
　※電話での受け付けも可。
　※㈯㈰㈷を除く９:00～17:00

『こめ油を使ったお料理サロン』 
　｢こめ油｣のおいしさを知っていただ
くお料理サロンです。
講師　足立�敦子�氏
日時　12月８日㈭　10:00 ～12:00
会場　陵南の森公民館　調理室
対象　市内在住・在勤・在学の方　　
定員　36人　先着順
費用　500円（申し込み時徴収）　
持物　エプロン、手拭、三角巾、
　上用ふきん２～３枚、筆記具
メ ニュー　揚げ豆腐の甘酢あんかけ、
えのき茸と貝割れ菜のジャコサラダ、
トマトと卵のスープ、白ごはん、りんご
のパンケーキ

申込 ･ 問合せ　陵南の森公民館事務所
　11月10日㈭　10:00 ～

「オーガンジーで作るカーテンクリップ」
巻き薔薇・編   
　一枚の布を親指に巻きつけ
て、世界に一つだけのカーテ
ンクリップを作りましょう。
講師　福島�愛�氏
日時　12月12日㈪　�
　①13:30 ～14:30��② 15:00 ～16:00
会場　陵南の森公民館　実習室
定員　各10人　先着順
費用　500円（申し込み時）　　　　
持物　エプロン、軍手、タオル　
受付　11月10日㈭　10:00 ～　
　陵南の森公民館�（電話不可）
問合せ　陵南の森公民館　
　９:00 ～17:30※㈯㈰㈷を除く

陵南の森公民館グループ公開講座「きりえサークルはびきの」
　来年の干支「辰」の色紙をきりえで作ります。
講師　前田�尋�氏（きりえサークルはびきの講師）
日時　11月23日㈷　13:00 ～15:00
会場　陵南の森公民館　２階会議・視聴覚室　　定員　30人（先着順）
費用　900円（当日徴収）　※材料、道具は当日用意します。
申込　国領　☎ 954-2832　　中村　☎ 955-8061

陵南の森公民館主催事業

羽曳野塾（移動公民館事業）～みつけよう楽しい仲間～� � 　

　あなたの街で気軽に楽しく手づくり講座をしませんか？� � � 　
　公民館はその活動をサポ－トします。� � � �
　この講座開催を希望される地域の団体、グル－プなどは、陵南の森公民館に申し込
みしてください。なお、申し込み多数の場合は、書類選考の上、順次開催いたします。�
内容　身体の健康づくり（手軽にできるストレッチ体操）� � � 　
　　　手作り講習会（パッチワ－ク、折り紙、フラワ－アレンジメント、料理、押し花ほか）
　　　その他の講座（教養など）� � 　
　　　※申し込みは希望に応じて内容を協議して決定します。� � �
費用　講師謝礼は、公民館が負担します。（8,000円以内）材料費などは、受講者の
　　　実費負担とします。� � � � �
会場　地域の集会場、社会教育施設、コミュニティ－センタ－など� � �
募集団体数　４団体。（平成 22年度までの交付団体は除く。ただし、余裕があれ
　　　ばこの限りではない。）参加者全員が在住または在勤する者で、おおむね10
　　　人以上の団体であること。
申込・問合せ　陵南の森公民館　☎ 952-2751　※㈯㈰㈷を除く�� �
　　　※詳細は、陵南の森公民館までお問い合わせください。

民森 公陵 の南 館 ☎ 952-2751 　ＦＡＸ 952-1303

▲バラのカーテンクリップ
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秋の福祉ビッグバザー
　作業所で働く障がいがある人たち
の、よりよい生活づくりのためにバザ
ーを開催いたします。
日時　11月19日㈯　10:00～16:00
　11月20日㈰　９:30～12:00
場所　府営羽曳野翠鳥園住宅横��空き地
※��バザー物品の提供をお願いします。
　お電話いただければ、こちらから取
　りに伺います。（大型の物や電化製
　品、本はお引き取りできません。）
締切　11月11日㈮
主催・問合せ　ふたかみ福祉会後援会
　☎ 957-4041　ＦＡＸ 957-2215

第16 回バードウォッチング
日時　11月23日㈷　９:30～12:30
　小雨決行
場所　集合：古市駅踏み切り、
　近商側時計下
講師　日本野鳥の会　藤浦�氏
費用　300円　資料代
問合せ　環境ネットワークはびきの
　大見　☎ 958-1525　

シンポジウム「飛鳥戸神社と河内渡来人文化について考える」
日時　11月19日㈯　13:00 ～17:00　（12:30 開場）
場所　飛鳥青果出荷組合出荷場（近鉄上ノ太子駅下車すぐ）
内容　第一部　基調講演　笠井敏光（文化プロデユーサー）「飛鳥千塚と昆支」
　　　第二部　パネル討議
　　　司会者　細見克（フィールドミュージアムトーク史遊会）
　　　発題者　梁亨恩（大阪商業大学）「昆支をまつる飛鳥戸神社」
　　　岡田典明（金光藤蔭高等学校）「河内の渡来人」
　　　第三部　飛鳥韓国訪問団の報告と、地域の明日を展望する全体討議
定員　100人（当日先着順）　費用　無料
共催　フィールドミュージアムトーク史遊会、古代史研究会、飛鳥ワイン株式会社
問合せ　主催�支縁のまち羽曳野希望館　☎ 090-1131-8771

みなみかわち歴史ウォーク　第２回 晩秋の奥河内・河内長野を歩く
～竣工 30 周年の滝畑ダム湖畔から天野酒酒蔵まで～
　華やいで大阪・南河内観光キャンペーン協議会では、今なお残る歴史をテーマに、
古墳、社寺、文化遺産など歴史を訪れるハイキングを行います。ぜひ参加してください。
日時　11月27日㈰　　南海･近鉄　河内長野駅　集合９:00～10:00
受付　湖畔観光第１駐車場　参加自由（事前申込不要。）
費用　無料（バス代・拝観料などは自己負担。）
その他　�雨天決行（※荒天中止。予備日設定はありません。）
コース　�南海・近鉄�河内長野駅�⇒（バス）⇒�滝畑ダム�⇒�湖畔観光第１駐車場（ス

タート・受付）⇒�滝畑ダム湖畔�⇒�日野�⇒�花の文化園�⇒�西條酒造（ゴ
ール）⇒�南海･近鉄�河内長野駅　徒歩約14 ㎞

　　　��※参加賞（参加者の中から抽選でプレゼント。）
　����������完歩賞（シリーズ全３回を完歩した方全員に商品をプレゼント。）
問合せ　華やいで大阪･南河内観光キャンペーン協議会事務局
　　　　河内長野市産業振興部商工観光課内　☎ 0721-53-1111
　　　　南海テレホンセンター　☎ 06-6643-1005

親子ふれ愛（ふろ愛）

　保護者同伴の子ども（小学生以
下）の市内銭湯無料入浴デー。
ふれあいを大切に…。
　近所のおじさん、おばさんと同
伴でもいいよ。
※ただし、日曜日が休業の場合は前日
　の土曜日です。

   

11月 6・13・20・27日㈰

飛鳥川流域自然＆歴史ウォ−ク
　３つのコースにをご用意しています。ウォーキングコースの詳細はお問合せください。
日程　11月23日㈷　　定員　各コース20人
　「飛鳥川流域の自然と歴史　健脚コース」約15km　駒ケ谷駅　８:00 集合
　「飛鳥川の自然散策＆水質調べコース」����約12km　駒ケ谷駅　８:30 集合
　「飛鳥川の自然散策＆水質調べコース」����約�９km　上ノ太子駅�９:45集合
持物　昼食、飲み物、歩きやすい靴、体温調節が出来る服装、カッパ、帽子
申込・問合せ　飛鳥川じゃこ取りネットワーク事務局　吉村　☎ 956-0722�　　
　zyakotori.net@gmail.com　※11月16日㈬締め切り
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第 54 回羽曳野市成人式「LIC はびきの」で開催します
　第54回羽曳野市成人式は、平成 24 年１月９日㈷に、これまでの「はびきのコロ
セアム」から会場を移して、「LIC はびきの」にて開催します。
　式典開催中は、LICはびきの地下駐車場および第２駐車場は利用できませんので、
新成人の皆さん方の、お車でのご来場はご遠慮ください。
　また、周辺は送迎の車両で混雑が予想されますが、ご理解･ご協力をお願いします。
対象　平成３年４月２日～平成４年４月１日に生まれた方（市外に転出された方で、
　　　本市の成人式に参加を希望される方は、社会教育課までご連絡ください。）
開始時間　11:00（10:00 受付）
交通　電車：近鉄南大阪線「古市」駅下車西へ徒歩10分
　　　バス：近鉄バス「軽里１丁目」バス停
問合せ　　社会教育課　内線4450・4451

第17 回　大阪菊花会菊花大会
　大阪菊花会が『菊花大
会』を開催しており大菊花
壇・盆栽花壇・総合花壇・
だるま花壇・福助花壇など
多数会場に展示されてい
ます、ぜひご来場ください。
期間　11月11日㈮まで
会場　陵南の森総合センター��玄関前
問合せ　大阪菊花会･花川　
　携帯 090-3275-6360

　みどり公園課　内線 2420

埴生民南校区　ふれあいネット雅び
第９回らくちん介護
日時　11月25日㈮　13:00～16:00
内容　救急救命　　費用　無料
講師　柏羽藤消防組合　救急隊員
場所　羽曳山会館
申込・問合せ　
　11月16日㈬まで要予約。
　社会福祉協議会　☎ 958-2315

平成 24 年大阪ろうあ者成人式
日時　平成 24 年１月８日㈰
　13:00 ～16:00
会場　大阪府谷町福祉センター
　（地下鉄谷町「谷町六丁目」駅下車
　⑥番出口徒歩５分）
定員　100人（新成人を含む総参加者数）
費用　新成人、新成人の親は無料。
　その他の参加者で式典後のアトラ
　クションについては2,000円
申込　住所・氏名・生年月日・ＦＡＸ番号
　　または、電話で。
問合せ　大阪聴力障害協会事務局
　　�☎ 06-6761-1394
　　�ＦＡＸ 06-6768-3833

羽曳野歴史ウォーク　参加者募集《東高野街道コース ６km》
　当市の地域資源である歴史や産業をより深く知っていただくツアーを企画しました。
コ ース　土師の里駅�⇒�大寅蒲鉾株式会社⇒允恭天皇陵古墳⇒長持山古墳出土
石棺（道明寺小学校内）⇒�柏羽藤クリーンセンター�⇒�玉手橋�⇒�応神天皇陵
古墳�⇒�誉田八幡宮�⇒�市役所（現地解散15:30頃）

日時　11月24日㈭���　集合・受付　土師の里駅集合��９:00 受付��９:30出発
定員　30人　先着順�����費用　200円（当日、受け付けで受け取り）
その他　小雨決行、昼食は各自でご持参ください。
　　　　「フィールドミュージアムトーク�史遊会」のガイド付。
　　　　大寅蒲鉾㈱にて、見学者が購入できるお土産があり。
　　　　（価格1,000円ただし、11月15日㈫までに要予約）
申込 ･ 問合せ　11月１日㈫より電話かＦＡＸにて受け付け。
　羽曳野市商工会内��地域ブランド戦略策定委員会��☎ 958-2331��ＦＡＸ 956-1950

第７回市長杯　はびきの子ども将棋大会
日時　12月４日㈰　10:00 ～　会場　青少年児童センター　費用　無料
対象　市内在住・在学の小学生・中学生。※大会は小学生の部・中学生の部で行います。
申 込　希望者は参加申込書を青少年児童センター（向野）、青少年センター（古市）
　　のいずれかに参加申込書をご持参ください。
　　　申込書は上記２施設に置いています。（ＦＡＸでの参加申込可）
　　　11月22日㈫～12月１日㈭
問合せ　市長杯はびきの子ども将棋大会事務局　
　　　　新田　☎･ＦＡＸ 952-8733　　門出　☎･ＦＡＸ 939-5213

第 24 回関西矯正展（入場無料）
日時　11月12日㈯　10:00 ～16:00、13日㈰　９:30～15:30
場所　大阪刑務所敷地内（堺市堺区田出井町６-１）
問合せ　大阪刑務所　作業部門　☎ 072-238-8282　ＦＡＸ 072-229-0896
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「ちはや星と自然のミュージアム」
のイベントのご案内　

【秋の星空観察会】
日時　11月５日㈯��19:30 ～21:00
定員　20人　費用　ひとり500円

【秋から冬への星空観察会】
日時　11月26日㈯��19:30～21:00
定員　20人　費用　ひとり500円
　※参加に際しては宿泊が必要。
������宿泊費は別途必要となります。
問合せ　ちはや星と自然のミュージアム
　☎ 0721-74-0056
　［宿泊の問合せ］
　香楠荘　☎ 0721-74-0321
　キャンプ場　☎ 0721-74-0056

羽曳野市民ギャラリー
和島コレクション展２（入場無料）
　羽曳野市民ギャラリーでは、今年度
２回目の和島コレクション展を開催し
ています。
　今回の展示は和島コレクションの中
から考古資料を選択した「和島コレク
ション考古遺物展」です。主な展示品
に子持ち勾玉や塼仏などがあります。
場所　市役所東玄関横　
　　　ギャラリーはびきの
日時　12月25日㈰まで
　　　９:00～17:00
　（土・日も開館。ただし祝日は休館。）
問合せ　歴史文化推進室　内線4483

平成 23 年度大阪府・南河内地域９市町村合同防災訓練
日時　11月20日㈰　10:00 ～13:00
場所　富田林市石川河川敷喜志グラウンド（富田林市西条町）
内容　防災訓練 ･･･消防、警察、自衛隊などによる救出訓練やドクターヘリの搬出
　　　訓練など。
　　　展示・体験コーナー ･･･各種防災展示、AED体験、災害特殊車両展示など。
主催　�大阪府、富田林市、河内長野市、松原市、羽曳野市、藤井寺市、大阪狭山市、

太子町、河南町、千早赤阪村
問合せ　大阪府・南河内地域９市町村合同防災訓練実行委員会事務局
　　　　大阪府政策企画部危機管理室内　☎ 06-6941-0351　　　　　
　　　　大阪府富田林土木事務所地域支援・企画課内　☎ 0721-25-1175
　　　　太子町まちづくり推進部内　☎ 0721-98-5525

第 15 回 むかいの南食ミートミートフェア
ミートミートフェアは、お肉の（Ｍｅａｔ＝ミート）を中心とした食文化を通して生命の尊さにふれ、多くの人との出会い（ｍｅｅｔ＝
ミート）を通して、人とのぬくもりを伝え会うという２つの願いを込めて開催してきました。特にアジアの文化・食文化にも触れ合って
いただく事と、BSE（牛海綿状脳症）についても正しい情報を伝えていく場にしたいと願っています。

催
　
　
し
　

【ふれあいステージ】
　・ぴったしカンカン（お肉の重さ当て）
　　（※当日 10:00 ～先着 30 人受付）
　・アジア文化交流・お肉のせり売り
　・大抽選会（抽選券は当日配布）

【遊びコーナー】
　・ケロケロフロッグ、ビッグヨーヨー
　　スーパーボールすくいなど

【軽食コーナー】
　・アジア食文化屋台店
　・ふれあい豚汁（※ 1,000 人無料）

【物産コーナー】
　・ミートバザール
　・物産即売会

【お肉何でも相談コーナー】
　※内容を都合により変更する場合もございます。

主催　むかいの南食ミートミートフェア実行委員会
　　　（向野 2-8-2）☎ 954-8201　ＦＡＸ 955-7042

後援　近畿農政局 ･ 大阪府・羽曳野市・羽曳野市教
　　　育委員会・羽曳野市観光協会・羽曳野市人権
　　　啓発推進協議会 ･ 世界人権宣言羽曳野連絡会
　　　議・羽曳野市企業人権連絡会・羽曳野市雇用　
　　　開発協会・羽曳野市商工会・㈱みのりの里・
　　　大阪南農業協働組合・（医）埴生診療所・
　　　ＮＰＯ法人サポートネットワークぬくもり

▲第 14 回むかいのミートミートフェア、
　北川市長開会の挨拶。
　第 15 回も数多くのコーナー、屋台など
　で楽しんでいただけます。

日時　11 月 20 日㈰（雨天決行）10:00 ～ 14:30
会場　市立青少年運動広場（南食ミートセンター前）
　　　向野 3-1-33　近鉄高鷲駅から南へ徒歩 20 分

親子リズム＆保育園を知ろう！
　「親子リズム」は動きやすい服装で参加してください。その後の「保育園を知ろう！」
では保育園を探している方。預けることに不安がある方はお越しください。
　育児相談は要予約。石川河川敷臨時駐車場より園まで送迎あり。
日時　11月６日㈰　９:30～11:30
場所・問合せNPO法人子育てサポートくるみ　☎ 957-3282

南河内観光ＰＲキャラバン in まつばらマルシェ
　華やいで大阪・南河内観光キャンペーン協議会では、南河内の魅力を広く知っ
ていいただくため、「まつばらマルシェ」に出店します。
日時　11月12日㈯10:00 ～16:00、13日10:00 ～15:00
場所　松原中央公園　※松原市「まつばらマルシェ」会場内
内容　○南河内地域の特産品のの展示・販売。�○観光冊子の配布、観光パネルの展示。
　　　○キャラクター着ぐるみの出演（12日のみ）
問合せ　華やいで大阪・南河内観光キャンペーン協議会事務局
　　　　河内長野市�産業振興部�商工観光課　☎ 0721-53-1111
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11月の主な行事予定

日 程 会 場 内 容

２日
㈬

サブ
アリーナ 卓球連盟　ウーマンリー大会

３日
㈷

メイン
アリーナ 府剣道連盟　女子剣道大会

５日
㈯

メイン
アリーナ 南大阪

ミニバスケットボール連盟
オータムカップサブ

アリーナ

６日
㈰

メイン
アリーナ 大阪インディアカ協会

サブ
アリーナ

チャクリキ協会　
チャクリキファイティングガラ

10 日
㈭

メイン
アリーナ 羽曳野市立幼稚園まつり

12 日
㈯

サブ
アリーナ

全日本大学対抗
ウエイトリフティング
選手権大会

13 日
㈰

メイン
アリーナ

羽曳野市民総合体育大会
バドミントンの部

サブ
アリーナ

全日本大学対抗
ウエイトリフティング
選手権大会

20 日
㈰

メイン
アリーナ

第 45 回関西総合空手道
選手権大会

サブ
アリーナ

卓球連盟　
レイティング大会（硬式）

23 日
㈷

メイン
アリーナ

大阪武道協議会　
剣道大会

25 日
㈮

サブ
アリーナ

卓球連盟　レイティング大会
（ラージボール）

26 日
㈯

サブ
アリーナ

羽曳野市民総合体育大会
柔道の部

27 日
㈰

メイン
アリーナ バレーボール連盟

連盟杯大会サブ
アリーナ

第 55 回南大阪駅伝競走大会　参加チーム募集
日時　２月５日㈰　10:00スタート（９:00より開会式）
会場　ＰＬ教団内（富田林市）　対象　南河内在住・在勤・在学の方（中学生以上）
部門　○一般男子（年齢不問）○一般女子（年齢不問）○高校男子�○高校女子
　　　○中学男子�○中学女子�○混成（性別・年齢不問）
区間　６区間　申込　スポーツ振興課または、はびきのコロセアム
締切　12月２日㈮　17:00まで　費用　１チーム3,000�円（保険料を含む）
問合せ　スポーツ振興課　内線4412

「グラウンドゴルフ交流会」参加者募集！
日時　11月29日㈫　８:30～15:00（予備日30日㈬）
会場　グレープヒルスポーツ公園　対象　65歳以上の方�市内在住・在勤問わず。
定員　144人（４人１組で申し込み。36組）定員になりしだい締め切ります。
費用　１人500円（保険料含む）
申込　11月10日㈭　10:00より、所定の申込用紙に必要事項を記入の上、参加
　　　費を添えてグレープヒルスポーツ公園事務所にて申し込みをしてください。
　　　なお、申し込み用紙配布場所は当公園事務所です。
　　　※電話での申し込み、受け付けは出来ません。
問合せ　グレープヒルスポーツ公園　☎ 072-958-5511

　第33回羽曳野市民総合体育大会（羽曳野市・
市教育委員会・市体育協会・市中学校体育連盟主
催）は、８月28日から平成24年３月18日ま
で10種目に分かれて、はびきのコロセアムや駒
ヶ谷テニスコート、石川スポーツ公園などで熱戦
が繰り広げられます。８月から９月中に行われた
競技の入賞者の皆さんを紹介します。（敬称略）

第３３回  
　　市民総合体育大会

種目 部門 性別 優勝 準優勝 ３位 ３位
ソフトボール 小学生 ― 高小エンジェルス 白鳥ソフトボール 南宮子ども会 桃山台子ども会

テニス（ダブルス） 一般
男子 高橋　正典

和田　義輝
上杉　浩

田中　康之
上籔　一樹
中村　康二

―
―

女子 長橋　敏子
大西　準子

古澤　司
竹田　昌代

―
―

―
―

バレーボール 家庭婦人 女子 たちばな ブルームーン ＷＡＳＨＩ ファイターズ

バスケットボール

中学２年生
男子 高鷲中学校 誉田中学校 峰塚中学校 ―
女子 高鷲中学校 峰塚中学校 誉田中学校 ―

中学１年生
男子 誉田中学校 河原城中学校 高鷲南中学校 ―

女子 誉田中学校 峰塚中学校 高鷲中学校 ―

卓球

中学生
（団体）

男子 高鷲中学校Ａ 峰塚中学校Ａ 高鷲南中学校Ａ ―

女子 高鷲中学校Ａ 高鷲南中学校Ａ 河原城中学校Ａ ―

中学２年生
（個人）

男子 橋本　亜輝 川本　晟椰 堀田　英弥 石村　峻伍

女子 上野　佳子 大窪　郁佳 大矢　璃歩 荒木　美咲

中学１年生
（個人）

男子 中前　大地 津田　侑樹 奥野　繁斗 福田　大起
女子 花岡　麻衣 長谷川　穂波 郡　美澄綺 山本　彩緒依
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相　談 開　催　日 時　間 会　場 予　約 ・ そ　の　他

法律相談

11 月１日・８日・
15 日・22 日 ・

29 日㈫ 13:30 ～ 16:30

市役所  １階 市民相談室
開催日の前週の金曜日（金曜日が祝日の場合は木曜日）、
９:00 から専用電話にて先着順で予約を受付けます。
専用電話（☎ 957-4000） 
1 日あたり定員８人。相談時間は 20 分。
※初めての相談者を優先とさせていただきます。
※ 11 月３日㈭は祝日のため、10 日㈭に開催します。

11 月 10 日・17 日
12 月１日㈭ 陵南の森総合センター

行政相談 ９日㈬ 13:30 ～ 16:30
市役所  １階 市民相談室
陵南の森総合センター

国の仕事に関する要望・苦情・意見や相談について。
予約不要。直接お越しください。

人権相談 18 日㈮ 14:00 ～ 16:00 陵南の森総合センター 予約不要。直接お越しください。

女性相談
（第１・３水曜日）

２日・16 日㈬ 13:30 ～ 16:30 市役所 １階 市民相談室（電話・面接） 夫や恋人からの暴力、女性の体や性に関する悩みなど。
予約は随時受付けます。（☎ 958-1111　内線 1055）

消費生活相談
毎週㈪㈬㈮
［㈷は除く］

10:00 ～ 16:00
※㈬は 15:00 まで

市役所  ２階 消費生活相談室 まずは電話でご相談ください。（☎ 958-1111　内線 2780）

障害者生活相談

毎日

［㈯㈰㈷は除く］

９:00 ～ 17:30 障害者総合支援センターはる 身体または知的障がい者の方のご相談、障がい者の就業に関する
ご相談。（☎ 957-1607　 ＦＡＸ 957-1604）

８:45 ～ 17:00 地域支援センターばんびーの 18 歳未満の障がい児の方のご相談。（☎ 950-1530　ＦＡＸ 950-1531）

９:00 ～ 17:30 支援センターフレンドハウス 精神障がい者の方のご相談。（☎ 953-0519　ＦＡＸ 953-0567）

毎日
［㈯㈰㈷年末年始は除く］

９:00 ～ 16:00 相談支援センターホープ 精神障がい者の方のご相談。（☎ 957-2175　ＦＡＸ 957-2176）

障害者雇用相談 17 日㈭ 13:00 ～ 17:00 市役所別館  １階 相談室 福祉支援課に予約。( ☎ 958-1111　内線 1150　ＦＡＸ 957-1238）

育児相談
毎日

［㈯㈰㈷は除く］
９:00 ～ 17:00 保健センター まずは電話でご相談ください。（☎ 956-1000）

教育相談 ４日・18 日㈮ 10:00 ～ 16:00 青少年児童センター 電話でも相談可能。（☎ 952-0032）

教育相談
毎日

［㈯㈰㈷は除く］
10:00 ～ 16:00 教育研究所（LIC はびきの内） まずは電話でご相談ください。（☎ 958-7867）

家庭児童相談
毎日

［㈯㈰㈷は除く］
９:00 ～ 17:00 市役所別館  子育て支援課 子育て支援課に予約してください。（☎ 958-1111　内線 1250）

ひとり親家庭相談 毎週火・金曜日 ９:00 ～ 17:00 市役所別館  子育て支援課 子育て支援課に予約してください。（☎ 958-1111　内線 1224）

育児・子育て・
児童相談

毎日
［㈯㈰㈷は除く］

９:00 ～ 17:00
子育て支援センター
ふるいち ・ むかいの

予約不要。直接お越しください。
電話相談はふるいちのみです。 （☎ 958-3308）

総合相談
毎日

［㈯㈰㈷は除く］
９:00 ～ 17:00 人権文化センター

人権・進路・就労・生活に係る相談。予約不要。電話または直接
お越しください。（地域人権協議会　☎ 937-0860）

若者自立の
ための無料相談

18 日㈮ 14:00 ～ 17:00 市民会館  ３階 第５会議室
まずお電話でご相談ください。

（学校法人神須学園　☎ 0744-44-2055)

心配ごと相談

東部地域
17 日㈭

13:00 ～ 16:00
市役所別館  ２階 ボランティアセンター

予約不要。直接お越しください。民生委員の皆さんが、あらゆる
ご相談に応じます。（社会福祉協議会　☎ 958-2315）西部地域

10 日・24 日㈭
社会福祉協議会 西部事務所

ボランティア相談
毎日

［㈯㈰㈷は除く］
９:00 ～ 17:30 市役所別館  1 階 ⑦番窓口 

（社会福祉協議会事務所） 予約不要。直接お越しください。電話でも相談可能。 （☎ 958-2315）

総合福祉相談
毎日

［㈯㈰㈷は除く］
９:00 ～ 17:30

市役所別館  1 階 ⑦番窓口 
（社会福祉協議会事務所）

予約不要。直接お越しください。電話でも相談可能。 （☎ 958-2315）

社会福祉協議会 西部事務所 まずは電話でご相談ください。 （☎ 953-8067）

介護相談
毎日

［㈯㈰㈷は除く］
９:00 ～ 17:30 市役所別館  1 階 ⑦番窓口 

（社会福祉協議会事務所） 予約不要。直接お越しください。電話でも相談可能。 （☎ 958-2315）

学習相談
毎日

［㈷は除く］
９:00 ～ 17:00 LIC はびきの  １階 市民大学 （☎ 950-5503･ ＦＡＸ 950-5650) 市民大学ウェブサイトでも受付。

農業相談 15 日㈫ 13:00 ～ 16:00 市役所  ２階 農業委員会事務局 前日までに予約。先着３人。（☎ 958-1111　農業委員会事務局まで）

地域就労相談
毎日

［㈯㈰㈷は除く］
９:00 ～ 17:00 地域就労支援センター

（人権文化センター内）

( ☎ 937-0860) または直接お越しください。
※市役所地域就労支援センターでは、ハローワークインターネット
　サービスによる情報提供もしておりますので、ご利用ください。

（羽曳野市地域就労支援センターでは就職斡旋を行なっておりません。）

相　談 開　催　日 時　間 予　約  ・  そ　の　他

青少年相談コーナー
（16～おおむね25歳）

毎日
［㈯㈰㈷は除く］

９:00 ～ 17:45 大阪府富田林子ども家庭センターでは、中学卒業後の青少年が抱える悩み（対人問題、ひきこもりなど）を
専門の担当者がお受けします。（☎ 0721-25-1172）

青少年本人専用相談
毎日

［㈯㈰㈷は除く］
16:00 ～ 22:00 青少年本人からの相談を専門の担当者が☎（06-6946-0003）と E メール（ssl@yso.or.jp）でお受けします。

11月の相談の日程��お気軽にご相談ください（すべて無料です）
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市民のページ 市役所　☎ 958-1111
http://www.city.habikino.lg.jp

ソフトバレーボール大会の結果
　羽曳野市施設管理公社主催のソフトバレーボール大会が、９月23日に市民体育
館で開催されました。結果は以下の通りです。（参加チーム数：12チーム）

１位リーグ優勝 ＷＩＮＧ　ＶＡＢＯ
２位リーグ優勝 Ｃｕｔｉｅ
３位リーグ優勝 ＭＩＸＩＺ

めざせ 生活上手さん！
大阪友の会　家事会計講習会

日時　11月18日㈮　10:00～11:30
会場　LICはびきの�２階�大会議室
費用　350円（資料代）
　１歳以上の託児します。
　（150円・要予約・軽食付）
問合せ　小川　☎ 958-1084

第12 回ピンボケ写真クラブ
市役所ロビー展
日時　11月１日㈫～９日㈬
場所　市役所コミュニティスクエア（ロビー）
問合せ　郷地　☎ 957-1296

小児鍼体験会
日時　11月17日㈭　13:30～15:00
会場　保健センター�２階
申込　当日会場にて
問合せ　はびきの鍼灸マッサージ師協会
　☎ 958-5764

スクエアダンス初心者体験教室（無料）
　英語で踊るユニークダンス

［木曜コース］�12月１日・８日・15日・22日
［日曜コース］�11月13日・12月４日・18日
　各コース�14:30 ～15:00
定員　各コース�男女５人ずつ
会場　市民会館　
申込 ･ 問合せ　橋本　☎ 958-4840
　前日までにご連絡ください。

第２回　Happy Toy（入場無料）
～ハンドメイド＆アートイベント～
�てづくりいちを開催いたします。
�約20店舗出展。手作り体験できます。
日時　11月27日㈰　10:00 ～16:00
場所　LICはびきの�１階�アトリウム
問合せ　ふわふわ工房　
　☎ 090-1966-8215
　http://ameblo.jp/fuwafuwakoubou/

パッチワーク教室１日無料体験講座
　色調自由にデジカメケースをつくります。
日時　11月15日㈫　14:00 ～16:30
場所　LICはびきの
費用　材料費�1,000円
申込　クラフトさくら　松井
　☎ 952-1012　携帯 090-5058-9683 トリプル P：前向き子育てプログラム 

～子育ての悩みを解決して、楽しく前向きに子育てをしていきませんか～　
　参加者の方とプロバイダーが１対１で話し合いながら問題を解決し、子育てを楽
しくしていくための４回（１回30分程度）の短期間のプログラムです。
時期　実施時期は11月以降で、申し込み後、調整のための連絡をします。
場所　大阪府立大学�羽曳野キャンパス療養学習支援センター、もしくは、参加者
　　　の方のご都合に合わせて決定します。
対象　乳幼児をもつ保護者
定員　希望する相談の時期が重なった場合、同時期の相談は先着２人までとし、相
　　　談の時期を変更していただくことがあります。
申込・問合せ　ＦＡＸ�950-2131にて。氏名、連絡先、子どもの年齢を記入の上、申し込みください。
　　　　　　�大阪府立大学�看護学部　岡崎　☎ 950-2835　

市民の皆さんの趣味の欄です
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　俳句・川柳などジャンルは問いません。なお、初めての方やしばらく掲載していない方を優先
していますので、ご了承ください。また、投稿の際は、ふりがな、住所、電話番号も添えてください。  
※俳句・川柳などにもふりがなをお願いします。
                                    　（あて先）〒583-8585　羽曳野市役所　秘書課広報担当

新極真会南大阪支部
匿名
浅田　照次
西野　弘一
四ツ葉のクローバーの皆様
服部　品子
羽曳野市環境衛生事業協同組合
辻　武男

 ￥30,000
￥2,000
￥20,000
￥2,000
￥2,000
￥3,000
￥30,000
タオル多数

善意のご寄付ありがとうございます
（平成 23年 9月）（敬称略）

社会福祉協議会
社協の住民会費にご協力をお願いします

総合福祉センター　１階⑦番
☎958-2315　FAX958-3853
http：//www．hasyakyo．net/
Eメール hasyakyo@alpha.ocn.ne.jp

◆愛の献血にご協力ください

10：00～12：00・13：00～16：30
血液センターからの申し出により400ml献
血限定での受付になります。
献血カードをお持ちの方は、【献血方法別の
次回献血可能日】をご確認ください。
※本人確認のため、受付時に身分証明書  
　（免許証・保険証など）の提示をお願いす
　る場合があります。

11月11日（金）

12月 9日（金）
1月27日（金）

LICはびきの
（羽曳野ライオンズクラブ共催）
はびきのコロセアム
羽曳野市役所
（羽曳野ロータリークラブ共催）

◆ベビっこひろば
日 時
場 所

内 容

対 象
問 合 せ

11月9日（水）11：00～12：00
ベビーハウス社協園庭
(雨天の場合は室内で)
秋空の下、ダンスをおどったり、しっ
ぽとりでたくさん走って、体を動か
して遊びましょう☆
地域の親子　※予約不要
ベビーハウス社協☎930-0240

第16回手芸ボランティア
「手づくり」による手芸教室

来年の干支『辰』を作ります♪
11月29日（火）
13：00～１5：30（受付は12：30～）
総合福祉センター2階研修室
30人
往復はがきにて受付します
①住所　②氏名　③電話番号
④年齢　⑤これまでの参加回数
以上を明記の上、社会福祉協議会
までお申し込みください！
11月11日（金）消印有効
60歳以上の羽曳野市在住の方
裁縫道具、黒のカタン糸
300円（材料費）
羽曳野市社会福祉協議会

【内　容】
【日　時】

【場　所】
【人　数】
【応募方法】

【申込期間】
【対　象】
【準備物】
【参加費】
【申　込】

精神保健福祉ボランティア養成講座
精神障がい者が抱える心の病を正
しく理解し、みんなで一緒に考え、
学んでみませんか？
11月10日・17日・24日（木）
13：30～15：30
総合福祉センター2階研修室　
（17日のみ　3階会議室）
原則、羽曳野市内でボランティア
活動できる方
＊3回出席の方には修了証書をお
　渡しします
無料 　
30人程度
11月7日（月）まで。来所、電話受付可。
社会福祉協議会☎958-2315　

【目　的】

【日　時】

【場　所】

【対　象】

【受講料】
【定　員】
【申　込】

〒583-8585　
羽曳野市誉田4-1-1
☎958-2315

訂正とお詫び
　社協だより10月号に掲載しておりました、駒ヶ谷校区子育
てサロンの日程に誤りがありましたので、深くお詫び申し上げ
ます。
　平成23年11月25日（金）は、開催されませんので宜しくお
願い致します。

◆被害者の心情に配意した対応に努めています。
　性犯罪の被害状況などは、異性には話しにくい場合があります。被害者のそうした気持
ちに配意し、ご希望に応じた性別の警察官が、お話を伺います。
　また、女性警察官などが
○病院への同行　○実況見分の立会い　などを行うこともできます。

◆被害者に必要な情報を提供します。
　殺人、性犯罪、ひき逃げなど重大悪質な犯罪の被害者に対して、
○捜査状況　○被疑者の検挙　○被疑者の処分状況　などについて連絡します。また、捜査
の手続きの概要や利用できる支援制度などについて説明した小冊子をお渡しして、被害者
に役立つ情報を提供しています。

◆被害者の支援を行ないます。
　犯罪被害者など早期援助団体（大阪府公安委員会の指定を受けた被害者支援に取り組
む民間団体）の相談員と連携し、被害相談、裁判所などへの付添いなどを行なってい
ます。

◆被害者の心の痛みを癒します。
　精神的被害の大きい性犯罪などの被害者や事件事故により、ご家族を亡くされた遺族の
方々にカウンセリングの専門機関を紹介するなどの制度を設けています。

◆犯罪被害者など給付金
　通り魔殺人などの故意の犯罪行為により、不慮の死を遂げた方のご遺族や身体に重傷病
を負い若しくは傷害が残った被害者の方に対し、社会の連帯共助の精神に基づき、国が給
付金を支給し、その精神、経済的打撃の緩和を図ろうとするものです。
　詳しくは、大阪府警察本部 府民応接センター 被害者支援第2係

☎06-6943-1234（内線25231）までお問い合わせください。

ひとりで悩まないで！
■警察相談室
　☎06-6941-0030　
　プッシュ回線　＃9110
■チャイルド・レスキュー110番（児童虐待相談）
　☎06-6943-7076
■グリーンライン（少年相談）
　☎06-6772-7867
　（平日9：00～ 17：45 土日祝、年末年始を除く）
■悪質商法110番
　☎06-6941-4592
■ストーカー110番
　☎06-6937-2110
■ウーマンライン（性犯罪被害相談）
　☎06-6941-0110
　（平日9：00～ 17：00 ただし、年末年始を除く）
■暴力団110番
　☎06-6941-1166
■ちかん被害相談所（鉄道内の痴漢）
　☎06-6885-1234

■被害にあわれた方の相談は…　
　犯罪被害者など早期援助団体　
　大阪被害者支援アドボガシーセンター
　☎06-6774-6365
　（平日10：00～ 16：00 ただし、年末年始などを除く）
■暴力団に関する困りごとは…
　㈶大阪府暴力追放推進センター
　

　
　（平日9：30～ 17：00 ただし、年末年始を除く）
■交通事故に関する相談は…　
　㈶大阪府交通安全協会　
　交通事故相談室　☎06-6941-6983　
　（平日9：00～ 17：00 ただし、年末年始を除く）
■犯罪被害者のための弁護士相談は…
　犯罪被害者弁護ライン　☎06-6364-6251　
　（毎週火曜日15：00～ 18：00 ただし、祝日、年末年始を除く）

☎06-6946-8930
☎06-6303-8930
☎06-6646-0893

警察以外の相談窓口

警察の被害相談窓口
被害相談窓口のご案内

～ わたしたちが　サポートします ～

中央相談室
淀川相談室
天王寺相談室

こちら羽曳野けいさつ署 誉田4-2-1　☎952-1234



33−はびきの　2011.11.1−

新極真会南大阪支部
匿名
浅田　照次
西野　弘一
四ツ葉のクローバーの皆様
服部　品子
羽曳野市環境衛生事業協同組合
辻　武男

 ￥30,000
￥2,000
￥20,000
￥2,000
￥2,000
￥3,000
￥30,000
タオル多数

善意のご寄付ありがとうございます
（平成 23年 9月）（敬称略）

社会福祉協議会
社協の住民会費にご協力をお願いします

総合福祉センター　１階⑦番
☎958-2315　FAX958-3853
http：//www．hasyakyo．net/
Eメール hasyakyo@alpha.ocn.ne.jp

◆愛の献血にご協力ください

10：00～12：00・13：00～16：30
血液センターからの申し出により400ml献
血限定での受付になります。
献血カードをお持ちの方は、【献血方法別の
次回献血可能日】をご確認ください。
※本人確認のため、受付時に身分証明書  
　（免許証・保険証など）の提示をお願いす
　る場合があります。

11月11日（金）

12月 9日（金）
1月27日（金）

LICはびきの
（羽曳野ライオンズクラブ共催）
はびきのコロセアム
羽曳野市役所
（羽曳野ロータリークラブ共催）

◆ベビっこひろば
日 時
場 所

内 容

対 象
問 合 せ

11月9日（水）11：00～12：00
ベビーハウス社協園庭
(雨天の場合は室内で)
秋空の下、ダンスをおどったり、しっ
ぽとりでたくさん走って、体を動か
して遊びましょう☆
地域の親子　※予約不要
ベビーハウス社協☎930-0240

第16回手芸ボランティア
「手づくり」による手芸教室

来年の干支『辰』を作ります♪
11月29日（火）
13：00～１5：30（受付は12：30～）
総合福祉センター2階研修室
30人
往復はがきにて受付します
①住所　②氏名　③電話番号
④年齢　⑤これまでの参加回数
以上を明記の上、社会福祉協議会
までお申し込みください！
11月11日（金）消印有効
60歳以上の羽曳野市在住の方
裁縫道具、黒のカタン糸
300円（材料費）
羽曳野市社会福祉協議会

【内　容】
【日　時】

【場　所】
【人　数】
【応募方法】

【申込期間】
【対　象】
【準備物】
【参加費】
【申　込】

精神保健福祉ボランティア養成講座
精神障がい者が抱える心の病を正
しく理解し、みんなで一緒に考え、
学んでみませんか？
11月10日・17日・24日（木）
13：30～15：30
総合福祉センター2階研修室　
（17日のみ　3階会議室）
原則、羽曳野市内でボランティア
活動できる方
＊3回出席の方には修了証書をお
　渡しします
無料 　
30人程度
11月7日（月）まで。来所、電話受付可。
社会福祉協議会☎958-2315　

【目　的】

【日　時】

【場　所】

【対　象】

【受講料】
【定　員】
【申　込】

〒583-8585　
羽曳野市誉田4-1-1
☎958-2315

訂正とお詫び
　社協だより10月号に掲載しておりました、駒ヶ谷校区子育
てサロンの日程に誤りがありましたので、深くお詫び申し上げ
ます。
　平成23年11月25日（金）は、開催されませんので宜しくお
願い致します。

◆被害者の心情に配意した対応に努めています。
　性犯罪の被害状況などは、異性には話しにくい場合があります。被害者のそうした気持
ちに配意し、ご希望に応じた性別の警察官が、お話を伺います。
　また、女性警察官などが
○病院への同行　○実況見分の立会い　などを行うこともできます。

◆被害者に必要な情報を提供します。
　殺人、性犯罪、ひき逃げなど重大悪質な犯罪の被害者に対して、
○捜査状況　○被疑者の検挙　○被疑者の処分状況　などについて連絡します。また、捜査
の手続きの概要や利用できる支援制度などについて説明した小冊子をお渡しして、被害者
に役立つ情報を提供しています。

◆被害者の支援を行ないます。
　犯罪被害者など早期援助団体（大阪府公安委員会の指定を受けた被害者支援に取り組
む民間団体）の相談員と連携し、被害相談、裁判所などへの付添いなどを行なってい
ます。

◆被害者の心の痛みを癒します。
　精神的被害の大きい性犯罪などの被害者や事件事故により、ご家族を亡くされた遺族の
方々にカウンセリングの専門機関を紹介するなどの制度を設けています。

◆犯罪被害者など給付金
　通り魔殺人などの故意の犯罪行為により、不慮の死を遂げた方のご遺族や身体に重傷病
を負い若しくは傷害が残った被害者の方に対し、社会の連帯共助の精神に基づき、国が給
付金を支給し、その精神、経済的打撃の緩和を図ろうとするものです。
　詳しくは、大阪府警察本部 府民応接センター 被害者支援第2係

☎06-6943-1234（内線25231）までお問い合わせください。

ひとりで悩まないで！
■警察相談室
　☎06-6941-0030　
　プッシュ回線　＃9110
■チャイルド・レスキュー110番（児童虐待相談）
　☎06-6943-7076
■グリーンライン（少年相談）
　☎06-6772-7867
　（平日9：00～ 17：45 土日祝、年末年始を除く）
■悪質商法110番
　☎06-6941-4592
■ストーカー110番
　☎06-6937-2110
■ウーマンライン（性犯罪被害相談）
　☎06-6941-0110
　（平日9：00～ 17：00 ただし、年末年始を除く）
■暴力団110番
　☎06-6941-1166
■ちかん被害相談所（鉄道内の痴漢）
　☎06-6885-1234

■被害にあわれた方の相談は…　
　犯罪被害者など早期援助団体　
　大阪被害者支援アドボガシーセンター
　☎06-6774-6365
　（平日10：00～ 16：00 ただし、年末年始などを除く）
■暴力団に関する困りごとは…
　㈶大阪府暴力追放推進センター
　

　
　（平日9：30～ 17：00 ただし、年末年始を除く）
■交通事故に関する相談は…　
　㈶大阪府交通安全協会　
　交通事故相談室　☎06-6941-6983　
　（平日9：00～ 17：00 ただし、年末年始を除く）
■犯罪被害者のための弁護士相談は…
　犯罪被害者弁護ライン　☎06-6364-6251　
　（毎週火曜日15：00～ 18：00 ただし、祝日、年末年始を除く）

☎06-6946-8930
☎06-6303-8930
☎06-6646-0893

警察以外の相談窓口

警察の被害相談窓口
被害相談窓口のご案内

～ わたしたちが　サポートします ～

中央相談室
淀川相談室
天王寺相談室

こちら羽曳野けいさつ署 誉田4-2-1　☎952-1234



平
成
23
年
第
３
回
定
例
会
報
告

　

正
副
議
長
選
出
・
監
査
委
員
同
意

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
市
議
会

に
対
し
ま
し
て
温
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
、
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

  

さ
て
、
去
る
９
月
27
日
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
第
３
回
定
例
会
に
お
き
ま
し
て
議
員
各

位
の
ご
推
挙
を
い
た
だ
き
、
議
長
並
び
に

副
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　

誠
に
身
に
余
る
光
栄
で
あ
り
、
そ
の
任

務
の
重
大
さ
を
痛
感
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
上
は
公
正
で
円
滑
な
議
会
運
営
に
努

め
、
地
方
自
治
の
確
立
と
市
政
発
展
の
た

め
、
誠
心
誠
意
全
力
で
取
り
組
む
所
存
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
市
に
お
い
て
は
、「
第
5
次
羽
曳
野
市

総
合
基
本
計
画
」
に
基
づ
き
「
人
・
時
を

つ
な
ぐ　

安
心
・
健
康
・
躍
動
都
市
は
び

き
の
」
を
実
現
す
る
た
め
の
施
策
を
実
施

し
て
お
り
ま
す
が
、
財
政
状
況
厳
し
き
お
り
、
よ
り
一
層
の
無
駄
を
見
直
し
、
創
意

工
夫
す
る
こ
と
で
、
皆
様
の
ニ
ー
ズ
を
市
政
に
反
映
さ
せ
る
よ
う
努
力
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
私
た
ち
市
議
会
は
市
民
目
線
・
利
用
者
目
線
・
納
税
者
目
線
で
、

活
発
な
議
会
活
動
を
通
し
、
市
民
の
皆
様
の
声
に
耳
を
傾
け
、
ご
期
待
に
応
え
て
ま

い
り
た
く
決
意
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

ど
う
か
市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
今
後
と
も
よ
り
一
層
の
ご
支
援
、
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

正
副
議
長
就
任
ご
挨
拶

議　　長
笠原 由美子

副 議 長
田仲　基一

　

平
成
23
年
第
３
回
定
例
会
は
、
８
月
29
日

か
ら
９
月
28
日
ま
で
31
日
間
の
会
期
で
開
催

し
ま
し
た
。
今
定
例
会
で
は
、
平
成
22
年
度

の
一
般
会
計
と
各
特
別
会
計
決
算
認
定
、
ま

た
平
成
23
年
度
各
会
計
補
正
予
算
、
ま
た
南

部
大
阪
都
市
計
画
建
築
物
の
制
限
に
関
す
る

条
例
の
制
定
や
意
見
書
な
ど
、
13
件
の
議
案

18
件
の
報
告
が
上
程
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ

い
て
、
審
議
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
今
回

は
14
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
な
い
ま
し

た
。
今
定
例
会
に
お
い
て
、
正
副
議
長
、
監

査
委
員
、
各
常
任
委
員
会
、
各
特
別
委
員
会
、

議
会
運
営
委
員
会
の
正
副
委
員
長
、
委
員
及

び
各
種
の
役
員
を
選
出
し
ま
し
た
。
今
年
度

は
選
挙
で
、
議
長
に
笠
原
由
美
子
議
員
、
副

議
長
に
は
田
仲
基
一
議
員
を
選
出
し
、
議
会

選
出
の
監
査
委
員
に
乙
宗
孝
衞
議
員
を
選
任

す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

○
各
会
計
決
算
を
認
定

平
成
22
年
度
一
般
会
計
を
は
じ
め
、
各
特
別

会
計
の
決
算
を
認
定
し
ま
し
た
。

○
平
成
23
年
度
各
補
正
予
算
を
可
決

　

一
般
会
計
で
は
、
補
正
予
算
第
４
号
が
上

程
さ
れ
、
６
億
６
５
０
７
万
９
千
円
を
増
額

補
正
し
、
総
額
３
８
４
億
９
８
４
７
万
円
と

し
ま
し
た
。
他
に
、
国
民
健
康
保
険
、
介
護

保
険
、
後
期
高
齢
者
医
療
の
特
別
会
計
補
正

予
算
を
可
決
し
ま
し
た
。

○
条
例
案
・
意
見
書
案
等
可
決

　

条
例
７
件
、
意
見
書
２
件
を
可
決
し
ま
し

た
。

○
報
告
・
議
案
審
議
･
意
見
書
等
の
詳
細
は

次
頁
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

〒583-8585　羽曳野市誉田4-1-1
羽曳野市議会事務局　℡.072-958-1111
http://www.city.habikino.lg.jp/17gikai/index.html
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議
会
選
出
監
査
委
員

　
　
乙
宗
孝
衞

常
任
委
員
会
（
◎
委
員
長 

○
副
委
員
長
）

◇
総
務
文
教
常
任
委
員
会

　 

◎
小
田
敏
朗
　
○
乙
宗
孝
衞
　

      

笠
原
由
美
子
　
田
仲
基
一

  

　 

嶋
田
　
丘
　
　
岩
田
賢
二
郎
　

  

　 

松
井
康
夫

◇
民
生
産
業
常
任
委
員
会

　
◎
今
井
利
三
　
○
若
林
信
一
　

  

　 

金
銅
宏
親
　
　
林
　
義
和

　
　
秋
田
栄
一
　
　
松
村
尚
子

　
　
笹
井
喜
世
子

◇
建
設
企
業
常
任
委
員
会

　
◎
樽
井
佳
代
子
　
○
新
岡
健
志
　

　
　
花
川
雅
昭
　
　
　
黒
川
　
実

　
　
広
瀬
公
代
　
　
　
吉
田
恭
輔

議
会
運
営
委
員
会（
◎
委
員
長 

○
副
委
員
長
）

　
◎
松
村
尚
子
　
○
広
瀬
公
代
　

　
　
花
川
雅
昭
　
　
秋
田
栄
一
　

　
　
若
林
信
一
　
　
岩
田
賢
二
郎

　
　
松
井
康
夫

特
別
委
員
会
（
◎
委
員
長 

○
副
委
員
長
）

◇
広
域
行
政
調
査
特
別
委
員
会

　
◎
林
　
義
和
　
○
新
岡
健
志

　
　
花
川
雅
昭
　
　
小
田
敏
朗
　

　
　
笹
井
喜
世
子
　
今
井
利
三

　
　
樽
井
佳
代
子

◇
駅
前
整
備
開
発
特
別
委
員
会

　
◎
金
銅
宏
親
　
○
松
井
康
夫
　

　
　
秋
田
栄
一
　
　
広
瀬
公
代
　

　
　
若
林
信
一
　
　
岩
田
賢
二
郎

　
　
乙
宗
孝
衞
　
　
樽
井
佳
代
子

◇
公
共
施
設
建
設
整
備
特
別
委
員
会

　
◎
小
田
敏
朗
　
○
金
銅
宏
親
　

　
　
新
岡
健
志
　
　
松
村
尚
子
　

　
　
広
瀬
公
代
　
　
今
井
利
三
　

　
　
吉
田
恭
輔
　
　
樽
井
佳
代
子

◇
交
通
安
全
対
策
特
別
委
員
会

　
◎
松
井
康
夫
　
○
笹
井
喜
世
子
　

　
　
新
岡
健
志
　
　
松
村
尚
子
　

　
　
黒
川
　
実
　
　
嶋
田
　
丘

　
　
吉
田
恭
輔

◇
議
会
改
革
特
別
委
員
会

　
◎
岩
田
賢
二
郎
　
○
嶋
田
　
丘
　

　
　
金
銅
宏
親
　
　
秋
田
栄
一
　

　
　
松
村
尚
子
　
　
今
井
利
三
　

　
　
松
井
康
夫

議
会
選
出
各
組
合
議
会

◇
柏
羽
藤
環
境
事
業
組
合
議
会

　
　
金
銅
宏
親
　
　
秋
田
栄
一
　

　
　
広
瀬
公
代
　
　
今
井
利
三
　

　
　
樽
井
佳
代
子

◇
柏
原
羽
曳
野
藤
井
寺
消
防
組
合
議
会

　
　
新
岡
健
志
　
　
松
村
尚
子
　

　
　
若
林
信
一
　
　
吉
田
恭
輔

議
会
選
出
各
種
委
員
会

◇
羽
曳
野
市
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

　
　
小
田
敏
朗
　
　
松
村
尚
子
　

　
　
広
瀬
公
代
　
　
岩
田
賢
二
郎

◇
羽
曳
野
市
都
市
計
画
審
議
会

　
　
花
川
雅
昭
　
　
林
　
義
和
　

　
　
笹
井
喜
世
子
　
乙
宗
孝
衞

　
　
樽
井
佳
代
子

◇
市
立
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会

　
　
笹
井
喜
世
子
　
吉
田
恭
輔

◇
市
立
休
日
急
病
診
療
所
運
営
委
員
会

　
　
花
川
雅
昭
　
　
乙
宗
孝
衞
　

　
　
樽
井
佳
代
子

◇
羽
曳
野
市
健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会

　
　
小
田
敏
朗
　
　
松
井
康
夫

◇
羽
曳
野
市
立
図
書
館
協
議
会
　

　
　
嶋
田
　
丘

◇
羽
曳
野
市
立
公
民
館
運
営
審
議
会
　

　
　
黒
川
　
実

◇
羽
曳
野
市
個
人
情
報
保
護
審
議
会

　
　
新
岡
健
志
　
　
松
井
康
夫

◇
羽
曳
野
市
地
域
福
祉
推
進
委
員
会

　
　
金
銅
宏
親
　
　
小
田
敏
朗

◇
羽
曳
野
市
住
居
表
示
審
議
会

　
　
新
岡
健
志
　
　
嶋
田
　
丘
　

　
　
今
井
利
三
　
　
松
井
康
夫

◇
羽
曳
野
市
介
護
保
険
等
推
進
協
議
会

　
　
秋
田
栄
一
　
　
若
林
信
一

◇
羽
曳
野
市
人
権
審
議
会

　
　
松
村
尚
子
　
　
今
井
利
三

定
例
会
の
あ
ゆ
み

○
議
会
運
営
委
員
会

○
幹
事
長
会
議

○
本
会
議
第
1
日
目

　
・
議
案
審
議

○
本
会
議
第
2
日
目

　
・
一
般
質
問
（
5
議
員
質
問
）

○
幹
事
長
会
議

○
本
会
議
第
3
日
目

　
・
一
般
質
問
（
5
議
員
質
問
）

○
本
会
議
第
4
日
目

　
・
一
般
質
問
（
4
議
員
質
問
）

○
総
務
文
教
常
任
委
員
会

○
民
生
産
業
常
任
委
員
会

○
建
設
企
業
常
任
委
員
会

○
幹
事
長
会
議

○
議
会
運
営
委
員
会

○
本
会
議
第
5
日
目

　
・
委
員
長
報
告

　
・
追
加
議
案
審
議

　
・
役
員
選
挙

○
幹
事
長
会
議

○
本
会
議
第
6
日
目

　
・
役
員
選
挙

○
幹
事
長
会
議

○
本
会
議
第
7
日
目

　
・
役
員
選
挙

○
幹
事
長
会
議

8
月
23
日
㈫

　8
月
29
日
㈪
　

9
月
5
日
㈪
　

9
月
6
日
㈫
　

9
月
7
日
㈬
　

9
月
8
日
㈭

9
月
12
日
㈪
　

9
月
13
日
㈫
　

9
月
20
日
㈫
　

9
月
26
日
㈪
　

9
月
27
日
㈫
　

9
月
28
日
㈬
　



市議会だより

−市議会だより　2011.11.1−423

案　
　
　
　
　

件

結　

果

22

意見書
報告

議提

報
告

承
認（
全
会
一
致
）

承
認（
賛
成
多
数
）

承
認（
賛
成
多
数
）

認
定（
賛
成
多
数
）

認
定（
賛
成
多
数
）

認
定（
賛
成
多
数
）

認
定（
賛
成
多
数
）

認
定（
賛
成
多
数
）

認
定（
全
会
一
致
）

認
定（
賛
成
多
数
）

認
定（
賛
成
多
数
）

認
定（
全
会
一
致
）

認
定（
賛
成
多
数
）

認
定（
賛
成
多
数
）

報
告

報
告

報
告

報　　　告議　　　案意見書

○
地
方
自
治
法
第
1
8
0
条
の
規
定
に
よ
る
市
長
の
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

○
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て（
羽
曳
野
市
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
）

○
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て（
平
成
23
年
度
羽
曳
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
））

○
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て（
平
成
23
年
度
羽
曳
野
市
と
畜
場
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
））

○
平
成
22
年
度
羽
曳
野
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

○
平
成
22
年
度
羽
曳
野
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

○
平
成
22
年
度
羽
曳
野
市
と
畜
場
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

○
平
成
22
年
度
羽
曳
野
市
財
産
区
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

○
平
成
22
年
度
羽
曳
野
市
公
共
下
水
道
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

○
平
成
22
年
度
羽
曳
野
市
老
人
保
健
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

○
平
成
22
年
度
羽
曳
野
市
介
護
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

○
平
成
22
年
度
羽
曳
野
市
健
康
ふ
れ
あ
い
の
郷
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

○
平
成
22
年
度
羽
曳
野
市
土
地
取
得
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

○
平
成
22
年
度
羽
曳
野
市
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

○
平
成
22
年
度
羽
曳
野
市
水
道
事
業
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

○
平
成
22
年
度
決
算
に
基
づ
く
羽
曳
野
市
健
全
化
判
断
比
率
の
報
告
に
つ
い
て

○
平
成
22
年
度
決
算
に
基
づ
く
羽
曳
野
市
公
営
企
業
資
金
不
足
比
率
の
報
告
に
つ
い
て

○
地
方
自
治
法
第
1
8
0
条
の
規
定
に
よ
る
市
長
の
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

○
羽
曳
野
市
都
市
計
画
法
に
基
づ
く
市
街
化
調
整
区
域
内
に
係
る
開
発
行
為
等
の
許
可
に
関
す
る
条
例 

　

の
制
定
に
つ
い
て

○
南
部
大
阪
都
市
計
画
大
黒
・
南
古
市
地
区
地
区
計
画
の
区
域
内
に
お
け
る
建
築
物
の
制
限
に
関
す
る

　

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

○
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

の
制
定
に
つ
い
て

○
羽
曳
野
市
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

○
羽
曳
野
市
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

○
羽
曳
野
市
市
民
会
館
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

○
南
部
大
阪
都
市
計
画
樫
山
地
区
地
区
計
画
の
区
域
内
に
お
け
る
建
築
物
の
制
限
に
関
す
る
条
例
等
の

　

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

○
平
成
23
年
度
羽
曳
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）

○
平
成
23
年
度
羽
曳
野
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

○
平
成
23
年
度
羽
曳
野
市
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

○
平
成
23
年
度
羽
曳
野
市
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

○
訴
え
の
提
起
に
つ
い
て

○
監
査
委
員
の
選
任
に
係
る
同
意
に
つ
い
て

可
決（
全
会
一
致
）

可
決（
全
会
一
致
）

可
決（
全
会
一
致
）

可
決（
全
会
一
致
）

可
決（
全
会
一
致
）

可
決（
賛
成
多
数
）

可
決（
全
会
一
致
）

可
決（
賛
成
多
数
）

可
決（
全
会
一
致
）

可
決（
全
会
一
致
）

可
決（
全
会
一
致
）

可
決（
全
会
一
致
）

同
意（
全
会
一
致
）

可
決（
全
会
一
致
）

可
決（
全
会
一
致
）

○
学
校
施
設
の
防
災
機
能
向
上
の
た
め
の
新
た
な
制
度
創
設
を
求
め
る
意
見
書

○
地
方
消
費
者
行
政
に
対
す
る
国
の
実
効
的
支
援
を
求
め
る
意
見
書

一
般
質
問

笹
井
喜
世
子
（
日
本
共
産
党
）

〈
子
ど
も
の
育
ち
を
守
る
保
育
施
策
に
つ
い
て
〉

●
質
問
　
子
ど
も
・
子
育
て
新
シ
ス
テ
ム
案

は
中
間
と
り
ま
と
め
で
も
、
中
身
は
公
的
保

育
を
解
体
し
、
保
育
を
サ
ー
ビ
ス
業
化
す
る

も
の
で
あ
る
①
新
シ
ス
テ
ム
導
入
は
、
市
の

子
ど
も
達
の
保
育
さ
れ
る
権
利
を
奪
う
も
の

で
あ
り
、
市
と
し
て
反
対
を
表
明
す
べ
き
だ

が
考
え
は
②
市
で
も
規
制
緩
和
で
保
育
水
準

は
低
下
し
て
い
る
。
保
育
所
を
つ
く
る
こ
と
、

公
的
保
育
制
度
を
堅
持
し
た
保
育
行
政
を
進

め
る
施
策
づ
く
り
を
す
べ
き
だ
が
考
え
は
。

●
市
長
　
政
府
が
す
す
め
る
子
ど
も
・
子
育

て
新
シ
ス
テ
ム
は
公
的
保
育
の
解
体
に
つ
な

が
る
と
い
う
考
え
は
持
っ
て
い
な
い
。
逆
に

か
な
り
幅
広
く
子
育
て
支
援
策
の
充
実
を
図

る
も
の
と
受
け
止
め
て
い
る
。
大
阪
府
の
市

長
会
で
も
、
子
ど
も
・
子
育
て
新
シ
ス
テ
ム

に
つ
い
て
は
地
方
公
共
団
体
の
意
見
を
十
分

に
聴
取
し
、
実
行
可
能
な
も
の
に
し
、
地
方

に
対
し
義
務
や
負
担
を
課
さ
な
い
よ
う
国
に

対
し
て
す
で
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
保
育
施

設
に
つ
い
て
も
よ
り
一
層
当
市
に
あ
っ
た
保

育
を
実
施
し
て
い
き
た
い
。

●
意
見
・
要
望
　
規
制
緩
和
で
当
市
で
も
、

待
機
児
童
解
消
は
今
あ
る
保
育
園
に
子
ど
も

達
を
詰
め
込
み
、
正
規
職
員
を
非
正
規
に
置

き
換
え
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
新
シ
ス
テ
ム

案
は
、
こ
ろ
こ
ろ
と
内
容
が
変
わ
る
こ
と
か

ら
見
て
も
、
シ
ス
テ
ム
自
体
が
行
き
詰
ま
っ

て
い
る
。
市
長
は
公
的
保
育
を
解
体
す
る
も

の
で
は
な
い
と
言
わ
れ
る
が
、
保
育
を
サ
ー

ビ
ス
業
化
す
る
、
こ
の
狙
い
は
は
っ
き
り
し

て
い
る
。
市
長
に
は
も
う
一
度
新
シ
ス
テ
ム

の
中
身
を
検
討
し
、
反
対
す
る
こ
と
を
強
く

要
望
す
る
。

〈
給
食
の
充
実
、
特
に
中
学
校
給
食
に
つ
い
て
〉

●
質
問
　
近
隣
市
で
も
実
施
に
向
け
大
き
く

動
き
出
し
て
い
る
。
当
市
で
は
「
家
庭
の
手

作
り
弁
当
が
好
ま
し
い
が
、
持
参
で
き
な
い

生
徒
に
は
民
間
調
理
場
方
式
に
よ
る
選
択
制

の
ス
ク
ー
ル
ラ
ン
チ
を
導
入
し
、
来
年
4
月

か
ら
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
実
施
し
た
い
」
と

打
ち
出
し
た
。
①
実
施
に
向
け
、
具
体
的
に

ど
の
よ
う
に
検
討
さ
れ
て
い
る
の
か
②
子
ど

も
や
保
護
者
へ
の
実
態
調
査
や
ア
ン
ケ
ー
ト

を
取
り
組
む
考
え
は
③
中
学
校
給
食
も
就
学

援
助
の
対
象
に
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か

④
市
と
し
て
実
施
す
べ
き
中
学
校
給
食
の
考

え
は
⑤
教
育
委
員
会
の
中
に
学
校
給
食
を
担

当
す
る
部
署
を
つ
く
る
考
え
は
。

●
答
弁
　
①
学
校
給
食
法
に
基
づ
き
、
市
の

栄
養
士
が
作
成
し
た
献
立
で
、
民
間
調
理
場

活
用
方
式
で
実
施
す
る
。
教
育
委
員
会
が
責

任
を
持
っ
て
食
材
の
選
定
や
委
託
業
者
の
指

導
等
を
行
う
。
価
格
も
保
護
者
に
大
き
な
負

担
は
求
め
な
い
②
今
年
度
の
あ
る
1
日
に
昼

食
調
査
を
実
施
③
新
た
な
中
学
校
給
食
事
業

方
針
に
取
り
組
む
中
で
検
討
し
て
い
く
④
選

択
制
の
ス
ク
ー
ル
ラ
ン
チ
を
実
施
し
た
後
に

効
果
や
課
題
を
検
討
し
、
新
た
な
中
学
校
給

食
事
業
の
方
針
に
向
け
て
検
討
し
た
い
⑤
副

市
長
を
頂
点
と
し
た
組
織
作
り
を
し
、
こ
の

給
食
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。

●
要
望
　
中
学
生
を
持
つ
保
護
者
か
ら
「
中

学
校
給
食
を
実
施
す
る
な
ら
、
安
全
で
安
心

で
、
み
ん
な
で
同
じ
も
の
を
食
べ
て
共
有
で

き
る
も
の
に
し
て
ほ
し
い
」
と
言
う
意
見
が

あ
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
や
実
態
調
査
に
取
り
組

み
、
子
ど
も
達
の
命
と
健
康
、
学
ぶ
権
利
を

保
障
す
る
教
育
条
件
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、

基
本
は
完
全
給
食
、
自
校
調
理
場
方
式
で
今

後
取
り
組
ん
で
い
く
よ
う
強
く
要
望
す
る
。



市議会だより

−市議会だより　2011.11.1− 414

新
岡
健
志
（
公
明
党
）

〈
エ
ネ
ル
ギ
ー
改
革
に
つ
い
て
〉

●
質
問　

社
会
経
済
の
基
盤
で
あ
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
政
策
に
つ
い
て
、
現
状
を
ど
の
よ
う

に
把
握
し
、
今
後
ど
の
よ
う
な
展
望
を
考
え

て
い
る
の
か
。

●
答
弁　

日
本
の
現
状
は
、
国
内
資
源
に
乏

し
く
輸
入
に
依
存
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
石

油
代
替
促
進
策
に
よ
り
、
天
然
ガ
ス
、
原
子

力
等
へ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
を
分
散
し
て
い
る

現
状
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
東
日
本
復
興
等

を
踏
ま
え
、
国
家
戦
略
室
が
新
成
長
戦
略
実

現
会
議
を
設
置
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム

の
ひ
ず
み
、
脆
弱
性
を
是
正
し
、
安
全
・
安

定
供
給
、
効
率
、
環
境
の
要
請
に
こ
た
え
る

革
新
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
環
境
戦
略
を
今
年
に

検
討
し
、
来
年
を
め
ど
に
策
定
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
そ
の
成
り
行
き
を
見
守
っ
て
ま
い
り

た
い
。

●
質
問　

世
界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
一
変

さ
せ
得
る
で
あ
ろ
う
技
術
が
実
験
証
明
さ
れ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
取
り
上
げ
よ
う
と
さ

れ
て
い
な
い
。
そ
れ
が
常
温
核
融
合
技
術
、

正
確
に
は
固
体
核
融
合
と
言
わ
れ
て
い
る

が
、
こ
れ
に
つ
い
て
の
認
識
は
。

●
答
弁　

こ
の
技
術
は
パ
ラ
ジ
ウ
ム
を
触
媒

と
し
た
重
水
素
の
化
学
反
応
で
ヘ
リ
ウ
ム
と

熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
な
る
と
い
う
も
の
で
、
安

全
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
も
の
と
認
識
し
て

い
る
。
未
来
を
開
く
あ
ら
ゆ
る
科
学
の
発
展

を
大
い
に
期
待
し
て
ま
い
り
た
い
。

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

●
質
問　

本
市
は
世
界
文
化
遺
産
登
録
を
通

じ
て
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
効
果
、
ど
の

よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を
描
い
て
い
る
の
か
。

●
答
弁　

本
市
の
歴
史
的
資
源
が
本
市
の
ま

ち
づ
く
り
に
対
し
て
ま
だ
ま
だ
十
分
に
生
か

さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
の
が
現
状
で
あ
る
。

本
市
の
魅
力
で
あ
る
歴
史
的
資
源
の
保
全
活

用
や
周
辺
資
源
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
、

効
果
的
な
Ｐ
Ｒ
活
動
な
ど
を
検
討
し
、
歴
史

的
資
源
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
積
極
的

に
推
進
し
て
ま
い
り
た
い
。

●
質
問　

市
民
協
働
で
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
北
川
市
政
に
お
い
て
、
こ
の
安
心
・
安
全

な
ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み
の
大
き
な
要
素

と
し
て
考
え
ら
れ
る
自
主
防
災
組
織
に
つ
い

て
、
本
市
の
現
状
と
今
後
の
展
望
、
課
題
は
。

●
答
弁　

現
在
市
内
に
は
1
9
5
の
町
会
が

あ
り
、
28
の
自
主
防
災
組
織
が
結
成
さ
れ
て

い
る
。
自
主
防
災
組
織
は
、
地
域
に
根
づ
い

た
組
織
で
あ
る
こ
と
が
必
須
だ
。
地
域
の
連

携
を
重
点
的
に
結
成
さ
れ
た
自
主
防
災
組
織

数
を
ふ
や
す
こ
と
に
よ
り
、
発
災
時
の
地
域

の
情
報
が
得
や
す
く
、
ま
た
救
助
に
対
す
る

初
期
初
動
な
ど
が
迅
速
に
行
わ
れ
、
被
害
が

少
な
く
な
る
と
考
え
て
い
る
。
そ
う
い
っ
た

観
点
か
ら
、
防
災
訓
練
や
講
演
会
の
中
で
、

過
去
に
発
生
し
た
地
域
の
事
例
な
ど
を
説
明

し
て
、
地
域
の
連
携
を
含
め
た
自
主
防
災
組

織
の
結
成
の
重
要
性
に
つ
い
て
さ
ら
な
る
啓

発
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
。

●
要
望　

行
政
の
使
命
は
、
住
民
の
生
命
と

財
産
、
そ
し
て
生
活
を
守
る
こ
と
に
あ
る
こ

と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
３
月
11
日
の
大
地

震
、
大
津
波
災
害
で
多
く
の
住
民
の
生
命
と

財
産
と
生
活
が
奪
わ
れ
て
い
る
。
行
政
は
住

民
の
生
命
と
財
産
、
そ
し
て
生
活
を
守
る
、

ど
こ
ま
で
も
守
っ
て
い
く
と
い
う
原
点
に
立

ち
返
っ
て
、
一
つ
一
つ
の
課
題
と
真
正
面
か

ら
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

林
　
義
和

〈
自
転
車
マ
ナ
ー
啓
発
に
つ
い
て
〉

●
質
問　

自
転
車
マ
ナ
ー
の
悪
さ
か
ら
最
近

自
転
車
を
中
心
と
し
た
事
故
が
相
次
い
で
い

る
が
、
道
路
交
通
法
で
は
、
自
転
車
は
軽
車

両
で
、
当
然
信
号
無
視
や
歩
行
者
妨
害
は
罰

せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
自
転
車
マ
ナ

ー
の
改
善
の
た
め
、
啓
発
の
取
り
組
み
の
現

状
、
及
び
自
転
車
マ
ナ
ー
に
関
す
る
条
例
を

制
定
す
る
考
え
は
な
い
か
。
特
に
ブ
レ
ー
キ

の
な
い
、
無
灯
火
の
自
転
車
が
事
故
に
つ
な

が
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
自
転
車
販
売
業
者

に
対
し
注
意
喚
起
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
教

育
現
場
で
は
、
自
転
車
の
ル
ー
ル
や
ヘ
ル
メ

ッ
ト
着
用
の
指
導
と
と
も
に
、
音
楽
を
聞
き

な
が
ら
や
メ
ー
ル
を
打
ち
な
が
ら
の
乗
り
方

が
い
か
に
危
険
か
を
実
際
に
体
験
さ
せ
る
安

全
教
育
も
必
要
で
は
な
い
か
。

●
答
弁　

全
国
交
通
安
全
運
動
に
合
わ
せ
、

自
転
車
マ
ナ
ー
の
啓
発
も
行
っ
て
お
り
、
警

察
や
交
通
安
全
協
会
と
連
携
し
て
販
売
所
な

ど
に
対
し
、
ま
た
道
路
上
で
見
か
け
た
場
合

に
も
、
啓
発
活
動
の
強
化
を
し
て
ま
い
り
た

い
。
自
転
車
の
マ
ナ
ー
条
例
に
つ
い
て
は
、

道
路
交
通
法
や
本
市
の
自
転
車
等
の
放
置
防

止
に
関
す
る
条
例
等
の
内
容
と
整
合
を
と
り

な
が
ら
、
警
察
や
交
通
安
全
協
会
等
と
も
調

整
し
て
い
き
た
い
。
自
転
車
通
学
生
に
対
し

て
は
、
安
全
運
転
指
導
を
毎
年
度
始
め
に
行

い
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
等
の
義
務
付
け
を

し
て
い
る
。
交
通
安
全
運
転
に
係
る
体
験
的

な
指
導
は
非
常
に
大
切
な
も
の
で
あ
り
、
今

後
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
等
を
利
用
し
た

特
色
あ
る
、
ま
た
、
創
意
工
夫
の
あ
る
取
り

組
み
と
し
て
交
通
安
全
対
策
を
実
施
す
る
よ

う
指
示
し
て
ま
い
り
た
い
。

〈
歴
史
、
領
土
教
育
に
つ
い
て
〉

●
質
問　

歴
史
、領
土
教
育
、特
に
尖
閣
諸
島
、

北
方
領
土
、
竹
島
と
い
っ
た
我
が
国
固
有
の

領
土
に
つ
い
て
、
学
校
現
場
で
は
、
ど
の
よ

う
に
教
え
て
い
る
の
か
。
来
年
が
教
科
書
の

４
年
に
１
度
の
見
直
し
時
期
だ
が
、
本
市
で

は
教
科
書
を
ど
の
よ
う
に
選
定
さ
れ
た
の
か
。

本
市
が
採
択
し
た
教
科
書
に
は
、
北
方
領
土

と
竹
島
問
題
は
記
述
さ
れ
て
い
る
が
、
尖
閣

諸
島
の
問
題
は
記
述
さ
れ
て
い
な
い
。

●
答
弁　

次
年
度
本
市
で
使
用
を
予
定
し
て

い
る
教
科
書
に
は
、
北
方
領
土
は
我
が
国
固

有
の
領
土
で
あ
る
が
、
第
２
次
世
界
大
戦
終

結
後
に
ソ
連
に
占
領
さ
れ
、
ロ
シ
ア
に
よ
っ

て
不
法
に
占
拠
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
竹
島
は

日
本
の
領
土
と
し
て
き
た
島
で
あ
る
が
、
韓

国
が
不
法
に
占
拠
し
て
い
る
こ
と
な
ど
の
記

述
が
あ
り
、
尖
閣
諸
島
は
、
我
が
国
固
有
の

領
土
で
あ
る
こ
と
を
前
提
に
し
て
お
り
、
領

土
問
題
に
つ
い
て
特
段
の
記
述
は
さ
れ
て
い

な
い
。
学
校
現
場
に
お
い
て
は
、
韓
国
に
よ

る
竹
島
の
実
効
支
配
や
中
国
漁
船
に
よ
る
尖

閣
諸
島
の
領
海
侵
犯
事
件
な
ど
を
時
事
問
題

と
し
て
取
り
上
げ
、
そ
の
歴
史
的
な
背
景
や

日
本
の
立
場
、
韓
国
、
中
国
の
主
張
な
ど
を

紹
介
し
て
子
供
た
ち
に
正
し
い
地
理
的
な
理

解
を
育
む
指
導
を
行
っ
て
い
る
。
教
科
書
選

定
は
、
文
部
科
学
省
の
検
定
を
受
け
た
教
科

書
の
中
か
ら
、
各
市
町
村
が
主
体
的
に
採
択

を
行
っ
て
お
り
、
本
市
で
は
、
大
阪
府
独
自

の
調
査
資
料
を
参
考
に
、
教
科
ご
と
の
教
科

書
調
査
員
に
よ
る
調
査
委
員
会
の
調
査
結
果

等
を
も
と
に
、
保
護
者
代
表
を
含
む
教
科
書

選
定
委
員
会
か
ら
の
推
薦
等
を
受
け
、
公
開

の
教
科
書
採
択
委
員
会
に
お
い
て
合
議
に
よ

っ
て
採
択
す
べ
き
教
科
書
を
決
定
し
て
い
る
。
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嶋
田
　
丘
（
日
本
共
産
党
）

〈
自
然
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
転
換
を
〉

●
質
問　

福
島
原
発
の
危
機
は
、
い
ま
だ
に

収
束
の
見
通
し
さ
え
た
た
ず
、
放
射
性
物
質

の
大
量
拡
散
に
よ
る
被
害
は
、
数
か
月
を
経

て
県
境
を
越
え
て
東
北
を
中
心
に
全
国
各
地

に
広
が
っ
て
い
る
。
こ
の
現
実
を
み
れ
ば
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
は
、
原
発
か
ら
の
撤
退
、

そ
し
て
、
自
然
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換

と
エ
コ
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
べ
き
だ
が

ど
う
か
。

●
答
弁　

電
力
不
足
に
対
す
る
対
策
と
、
自

然
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
含
む
新
技
術
に
基
づ

く
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発
、
成
長
の
両
面
に
取

り
組
ん
で
い
か
ね
ば
と
理
解
し
て
い
る
。
国

に
お
い
て
、
有
識
者
を
ふ
く
め
た
国
民
的
議

論
を
十
分
尽
く
さ
れ
、
長
期
展
望
に
た
っ
た

政
策
の
策
定
に
期
待
し
て
い
る
。

●
質
問　

自
然
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換

と
し
て
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
設
置
に
つ
い
て
、

学
校
を
は
じ
め
、
公
共
施
設
に
設
置
す
る
考

え
は
。
ま
た
、
一
般
家
庭
へ
の
太
陽
光
パ
ネ

ル
の
設
置
促
進
の
た
め
、
補
助
制
度
を
創
設

す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

●
答
弁　

国
の
政
策
の
動
向
に
も
よ
る
が
、

今
後
耐
震
改
修
や
、
羽
曳
が
丘
幼
稚
園
を
は

じ
め
と
す
る
新
築
の
建
物
に
は
、
基
本
的
に

あ
ら
か
じ
め
太
陽
光
パ
ネ
ル
設
置
可
能
な
設

計
を
行
っ
て
い
く
。
主
な
公
共
施
設
は
、
パ

ネ
ル
設
置
の
改
修
工
事
が
必
要
と
な
る
た
め
、

今
後
実
施
さ
れ
る
国
の
買
い
取
り
価
格
が
決

定
し
た
後
に
検
討
し
て
い
く
。
一
般
家
庭
の

太
陽
光
パ
ネ
ル
設
置
の
補
助
は
、
既
に
あ
る

経
産
省
の
補
助
制
度
を
活
用
し
て
ほ
し
い
。

●
質
問　

放
射
能
汚
染
か
ら
健
康
を
守
る
た

め
汚
染
の
状
態
を
正
確
に
把
握
す
る
た
め
、

放
射
線
量
の
測
定
を
実
施
す
べ
き
だ
が
。

●
答
弁　

府
の
測
定
結
果
か
ら
基
準
を
超
え

る
数
値
は
検
出
さ
れ
て
い
な
い
。
過
去
の
平

均
値
を
こ
え
た
地
域
も
な
い
た
め
、
現
在
、

市
独
自
で
放
射
線
量
を
測
定
す
る
必
要
は
な

い
。
た
だ
、
府
内
に
お
い
て
著
し
い
変
化
が

あ
っ
た
場
合
、
関
係
課
と
調
整
を
図
っ
て
い

き
た
い
。

●
要
望　

原
発
事
故
は
た
だ
単
に
そ
の
影
響

の
あ
る
地
域
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、
日
本

の
社
会
の
あ
り
方
、
自
治
体
の
あ
り
方
を
問

う
も
の
。
自
治
体
の
責
務
で
あ
る
住
民
の
安

全
、
健
康
を
ま
も
る
と
い
う
基
本
に
た
っ
て

自
然
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
の
た
め
、

あ
ら
ゆ
る
手
立
て
を
講
じ
て
い
た
だ
き
た
い
。

〈
羽
曳
が
丘
幼
稚
園
新
築
は
、
住
民
合
意
が

基
本
。
教
育
委
員
会
の
責
任
は
重
要
〉

●
質
問　

羽
曳
が
丘
幼
稚
園
の
移
転
場
所
は

小
学
校
北
側
を
設
定
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、

教
育
委
員
会
が
教
育
的
観
点
か
ら
検
討
し
、

北
側
に
な
っ
た
の
か
。
幼
稚
園
と
小
学
校
の

教
育
活
動
が
支
障
な
く
効
果
的
に
行
わ
れ
る

の
か

●
答
弁　

都
市
開
発
部
に
学
校
施
設
推
進
室

が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
ハ
ー
ド
施
設
は
市
長

部
局
で
、
ソ
フ
ト
事
業
は
教
育
委
員
会
部
局

で
役
割
分
担
し
て
す
す
め
て
い
る
。

●
意
見　

教
育
委
員
会
の
最
も
大
切
な
仕
事

は
教
育
施
設
の
整
備
の
は
ず
。
羽
曳
が
丘
幼

稚
園
の
整
備
は
、
教
育
委
員
会
の
責
任
で
も

っ
て
行
う
べ
き
も
の
。
小
学
校
、
幼
稚
園
双

方
の
関
係
者
の
意
見
に
謙
虚
に
耳
を
傾
け
移

転
場
所
を
設
定
す
べ
き
だ
が
そ
の
手
続
き
が

な
さ
れ
て
い
な
い
。
ハ
ー
ド
は
市
長
部
局
と

い
う
の
は
教
育
委
員
会
の
責
任
を
投
げ
捨
て

る
も
の
。
教
育
委
員
会
は
も
っ
と
気
骨
を
も

っ
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
る
べ
き
。

金
銅
宏
親
（
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
み
ら
い
）

●
質
問　

市
民
プ
ー
ル
の
安
全
対
策
と
今
後

の
方
針

●
答
弁　

プ
ー
ル
の
安
全
を
確
保
し
、
事

故
を
防
止
す
る
た
め
危
険
な
箇
所
が
な
い

か
等
の
点
検
を
１
日
３
回
行
っ
て
い
る
。

事
故
防
止
対
策
と
し
て
、
監
視
員
１
名
を

増
員
し
、
プ
ー
ル
サ
イ
ド
の
巡
回
の
監
視

体
制
を
さ
ら
に
強
化
し
た
。　
　
　
　

●
要
望　

事
故
が
起
き
て
か
ら
で
は
手
お
く

れ
で
あ
る
。
安
全
管
理
項
目
を
守
り
、
決
し

て
事
故
が
発
生
し
な
い
よ
う
に
最
善
の
努
力

を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
利
用
者
の

皆
様
へ
の
利
便
性
に
つ
い
て
は
、
利
用
券
の

販
売
は
４
時
間
の
連
続
購
入
や
そ
の
際
の
料

金
割
引
の
実
施
な
ど
を
検
討
し
、
市
民
の
皆

様
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
な
努
力
を
要

望
す
る
。

●
質
問　

ダ
ル
ビ
ッ
シ
ュ
球
場
に
対
し
て
当

市
の
今
後
の
取
り
組
み

●
答
弁　

今
後
ご
本
人
の
意
向
を
踏
ま
え

な
が
ら
、
関
係
者
の
皆
様
と
球
場
建
設
に

向
け
た
話
し
合
い
を
行
っ
て
い
る
が
、
現

在
は
具
体
化
す
る
と
こ
ろ
ま
で
は
至
っ
て

い
な
い
。
ダ
ル
ビ
ッ
シ
ュ
球
場
や
記
念
館

の
設
立
は
、
構
想
段
階
の
も
の
で
あ
り
、

具
体
的
な
建
設
場
所
や
施
設
の
内
容
、
時

期
等
に
つ
い
て
も
未
確
定
の
状
況
。

●
要
望　

ダ
ル
ビ
ッ
シ
ュ
球
場
や
記
念
館
が

羽
曳
野
市
に
で
き
る
こ
と
に
よ
り
波
及
効
果
を

考
え
る
と
、
行
政
と
し
て
も
も
っ
と
積
極
的
に

ア
プ
ロ
ー
チ
を
し
、
最
善
の
努
力
を
し
、
こ
の

計
画
に
力
を
注
ぐ
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。

う
わ
さ
に
聞
く
と
、
他
市
が
ダ
ル
ビ
ッ
シ
ュ
球

場
や
記
念
館
の
設
立
に
積
極
的
に
働
き
か
け
て

い
る
と
の
話
も
聞
く
。
ダ
ル
ビ
ッ
シ
ュ
選
手
が

羽
曳
野
市
に
恩
返
し
を
し
た
い
と
の
こ
と
で
始

ま
っ
た
計
画
、
こ
の
計
画
を
他
市
に
持
っ
て
い

か
れ
て
は
い
け
な
い
。
こ
の
計
画
が
実
現
す
る

よ
う
、
行
政
と
し
て
も
っ
と
積
極
的
に
取
り
組

む
よ
う
に
強
く
要
望
す
る
。

●
質
問　

当
市
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
維
持
管
理

状
況
と
各
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
位
置
づ
け

●
答
弁　

市
の
行
事
開
催
時
な
ど
に
必
要

に
応
じ
て
整
備
を
行
っ
て
い
る
、
定
期
的

に
草
刈
り
や
整
地
な
ど
の
整
備
が
十
分
に

で
き
て
い
な
い
状
況
。

●
質
問　

将
来
的
に
石
川
ス
ポ
ー
ツ
公
園
グ

ラ
ウ
ン
ド
に
か
わ
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
つ
く
る

考
え
は
あ
る
の
か

●
市
長　

石
川
の
河
川
敷
ス
ポ
ー
ツ
公
園
に

つ
い
て
は
、
年
間
５
万
7
千
人
を
超
え
る
、

非
常
に
多
く
の
市
民
の
皆
様
が
利
用
さ
れ
て

い
る
。
施
設
整
備
は
思
う
に
任
せ
な
い
と
こ

ろ
も
あ
る
が
、
市
民
の
皆
様
の
運
動
広
場
の

必
要
性
に
つ
い
て
は
、
私
自
身
十
分
感
じ
て

い
る
。
現
在
考
え
ら
れ
る
市
有
財
産
を
生
か

し
た
形
で
、
市
民
の
運
動
広
場
を
将
来
的
に

は
ぜ
ひ
考
え
て
い
き
た
い
。

●
要
望　

石
川
ス
ポ
ー
ツ
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
つ

い
て
は
、
将
来
的
に
は
市
民
の
運
動
広
場
を

考
え
て
い
る
、
ま
た
市
民
の
運
動
広
場
は
大

変
重
要
だ
と
の
言
葉
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、

将
来
的
に
羽
曳
野
市
が
市
民
の
運
動
広
場
を

つ
く
る
ま
で
は
、
維
持
管
理
は
行
政
の
責
任

だ
。
利
用
者
の
皆
様
が
楽
し
く
ス
ポ
ー
ツ
が

で
き
る
よ
う
、
今
後
維
持
管
理
費
を
予
算
化

し
、
本
当
に
皆
様
が
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
よ

う
な
ス
ポ
ー
ツ
施
設
に
な
る
よ
う
、
強
く
要

望
す
る
。
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岩
田
賢
二
郎
（
新
生
は
び
き
の
）

〈
羽
曳
野
市
の
環
境
計
画
（
施
策
）
に
つ
い
て
〉

●
質
問　

現
状
の
環
境
計
画
（
施
策
）
は

●
答
弁　

水
質
保
全
に
つ
い
て
は
、
平
成
11

年
３
月
に
生
活
排
水
対
策
推
進
計
画
を
策
定

し
、
平
成
29
年
度
を
目
途
に
下
水
道
の
整
備
、

河
川
水
質
の
改
善
、
生
活
空
間
で
望
ま
し
い
水

辺
空
間
の
創
造
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
温
暖
化

対
策
で
は
、
平
成
15
年
３
月
に
地
球
温
暖
化
対

策
推
進
実
行
計
画
を
策
定
し
、
2
0
1
0
年
を

目
標
に
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
に
取
り
組
ん

で
き
た
。
循
環
型
社
会
の
形
成
に
向
け
て
は
、

一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
を
平
成
22
年
１

月
に
改
定
し
、
30
年
度
を
目
標
に
一
層
の
ゴ
ミ

減
量
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
個
別
の
取
り
組

み
例
と
し
て
は
、
パ
ー
ク
は
び
き
や
ま
公
園
に

小
型
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
発
電
を
使
っ
た
照
明
の

設
置
や
ソ
ー
ラ
ー
発
電
を
活
用
し
た
樫
山
池

の
水
質
改
善
事
業
の
ほ
か
、
今
年
度
建
設
予
定

の
市
民
協
働
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
に
お
い
て
建

物
緑
化
に
加
え
て
太
陽
光
発
電
に
よ
る
自
己

エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
確
保
に
も
取
り
組
ん
で
い

る
。
ま
た
、
商
工
会
が
中
心
と
な
り
、
市
内
の

事
業
所
が
環
境
に
対
す
る
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト

に
取
り
組
む
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
の
認
証
取

得
の
制
度
も
設
け
て
い
る
。

●
質
問　

環
境
条
例
や
そ
れ
に
基
づ
く
環
境

総
合
計
画
を
策
定
す
る
考
え
は
あ
る
の
か
。

●
答
弁　

本
市
の
第
６
次
総
合
基
本
計
画
の

策
定
時
期
を
見
据
え
な
が
ら
今
後
研
究
を
深

め
、
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

●
要
望　

こ
れ
か
ら
環
境
条
例
や
環
境
基
本

計
画
、
総
合
計
画
を
策
定
し
、
羽
曳
野
市
が

目
指
す
環
境
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
今
こ

そ
市
民
に
示
す
時
期
だ
と
考
え
る
。

〈
児
童
虐
待
に
つ
い
て
〉

●
質
問　

羽
曳
野
市
お
よ
び
近
隣
の
実
態
は

●
答
弁　

平
成
22
年
度
に
全
国
の
児
童
相
談

所
で
対
応
し
た
件
数
は
、
5
万
5
，
1
5
2

件
で
、
前
年
よ
り
１
万
件
あ
ま
り
増
加
し
、

過
去
最
高
を
記
録
。
大
阪
府
は
、
平
成
22
年

度
4
，
8
2
0
件
で
前
年
よ
り
1
，
5
5
0

件
の
増
加
。
羽
曳
野
市
の
状
況
は
、
子
育
て

支
援
課
家
庭
児
童
相
談
担
当
に
お
け
る
全
相

談
件
数
は
4
0
0
件
で
、
う
ち
児
童
虐
待
相

談
は
1
3
2
件
、障
害
発
覚
相
談
1
1
6
件
、

育
成
相
談
21
件
、
そ
の
他
1
3
1
件
と
な
っ

て
い
る
。
ま
た
近
隣
市
で
は
、
松
原
市
で
は

相
談
対
応
件
数
6
6
5
件
、
う
ち
虐
待
対
応

件
数
2
3
2
件
、
藤
井
寺
市
で
は
相
談
対
応

件
数
2
0
9
件
、う
ち
虐
待
対
応
件
数
83
件
、

富
田
林
市
で
は
相
談
対
応
件
数
3
0
2
件
、

う
ち
虐
待
対
応
件
数
1
7
5
件
、
河
内
長
野

市
で
は
相
談
対
応
件
数
3
3
2
件
、
う
ち
虐

待
対
応
件
数
2
0
5
件
、
大
阪
狭
山
市
で
は

相
談
対
応
件
数
4
5
1
件
、
う
ち
虐
待
対
応

件
数
1
1
3
件
と
な
っ
て
い
る
。

●
質
問　

藤
井
寺
市
は
昨
年
１２
月
に
児
童
、

高
齢
者
お
よ
び
障
害
者
に
対
す
る
虐
待
防
止

条
例
を
施
行
し
た
が
、
羽
曳
野
市
で
も
児
童

虐
待
防
止
条
例
を
策
定
す
る
考
え
は
。

●
答
弁　

先
進
都
市
の
取
り
組
み
を
調
査

研
究
し
な
が
ら
、
本
市
と
し
て
ど
の
よ
う

な
取
り
組
み
が
可
能
か
、
引
き
続
き
関
係

課
や
関
係
機
関
と
検
討
し
て
い
き
た
い
。

●
要
望　

時
間
を
か
け
て
検
討
し
な
く
て

も
、
虐
待
防
止
条
例
を
早
く
つ
く
れ
ば
い
い
。

羽
曳
野
市
の
虐
待
防
止
に
対
す
る
強
い
考
え

方
を
明
確
に
す
る
べ
き
だ
。
一
日
も
早
く
児

童
、
高
齢
者
、
障
害
者
等
の
虐
待
防
止
条
例

を
制
定
す
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

●
他
の
質
問　

古
市
古
墳
群
世
界
文
化
遺
産

登
録
に
向
け
た
動
き
に
つ
い
て

笠
原
由
美
子
（
公
明
党
）

●
質
問　

市
内
小
中
学
校
に
お
け
る
熱
中
症

予
防
対
策
に
つ
い
て

①
熱
中
症
の
実
態
と
対
策
に
つ
い
て
ど
う

か
？
②
近
年
ミ
ス
ト
シ
ャ
ワ
ー
が
注
目
を
さ

れ
て
い
る
。
水
の
温
度
調
整
が
い
ら
ず
霧
は

蒸
発
し
、
手
足
は
濡
れ
な
く
て
体
感
温
度
を

３
度
下
げ
、
電
気
代
も
安
い
効
果
の
あ
る
ミ

ス
ト
シ
ャ
ワ
ー
の
設
置
が
出
来
な
い
か
？
ま

た
学
習
環
境
を
整
備
す
る
観
点
か
ら
設
置
に

対
す
る
市
長
の
考
え
を
質
問
す
る
。

●
答
弁　

①
扇
風
機
や
屋
上
に
熱
交
換
塗
料

の
塗
布
。
緑
の
カ
ー
テ
ン
・
園
児
に
は
冷
や

す
ス
カ
ー
フ
な
ど
で
対
策
し
て
い
る
。
７
・

８
月
小
中
学
校
で
約
60
名
が
熱
中
症
の
疑
い

が
あ
っ
た
。
②
ミ
ス
ト
シ
ャ
ワ
ー
は
本
年
猛

暑
対
策
と
し
て
幼
稚
園
一
園
に
モ
デ
ル
的
に

実
施
し
た
。
コ
ス
ト
も
安
価
で
効
果
も
期
待

で
き
今
後
、
各
学
校
・
園
で
実
施
し
て
い
き

た
い
。

●
市
長　

市
内
小
中
学
校
・
幼
稚
園
に
も
積

極
的
に
取
り
組
む
よ
う
に
指
示
し
、
子
供
・

高
齢
者
に
対
し
て
の
暑
さ
対
策
を
施
し
て
い

き
た
い
。

●
要
望　

安
価
で
効
果
の
あ
る
ミ
ス
ト
シ
ャ

ワ
ー
の
設
置
の
早
期
実
施
を
お
願
い
す
る
。

●
質
問　

特
定
健
診
に
つ
い
て
（
主
に
歯
科

検
診
）

上
下
の
歯
牙
が
か
み
合
う
事
で
脳
の
老
化
予

防
や
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
ち
食
物
の
消
化
吸

収
を
助
け
る
。
特
定
健
診
に
歯
科
検
診
を
導

入
で
き
な
い
か
。

●
答
弁　

歯
科
検
診
の
あ
り
方
や
特
定
健
診

の
受
診
票
へ
の
問
診
項
目
な
ど
歯
科
検
診
へ

の
意
識
向
上
に
つ
い
て
研
究
を
重
ね
た
い
。

●
要
望　

歯
科
検
診
の
空
白
期
間
を
埋
め
健

康
な
歯
科
口
腔
領
域
を
確
保
す
る
為
に
特
定

健
診
に
歯
科
検
診
を
動
機
付
け
る
項
目
を
追

加
。
ま
た
20
歳
か
ら
40
歳
の
歯
科
検
診
の
実

施
等
し
っ
か
り
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
事

を
要
望
。

●
質
問　

羽
曳
野
市
環
境
美
化
条
例
に
つ
い

て●
要
望　

羽
曳
野
市
美
化
条
例
は
施
行
か
ら

18
年
が
経
過
。
現
在
の
街
の
ル
ー
ル
に
沿
っ

た
見
直
し
を
行
い
美
化
条
例
が
元
気
に
活
用

で
き
る
よ
う
に
要
望
す
る
。

●
質
問　

市
職
員
の
健
康
管
理
及
び
採
用
に

つ
い
て

●
要
望　

職
員
の
健
康
管
理
・
採
用
に
つ
い

て
は
、
職
員
は
市
民
目
線
で
し
っ
か
り
と
仕

事
を
し
て
頂
く
、
市
民
の
公
僕
と
な
り
仕
事

す
る
職
員
の
養
成
を
要
望
す
る
。

●
質
問　

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い

て●
要
望　

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い

て
は
、
交
付
の
鍵
と
な
る
住
基
カ
ー
ド
の
普

及
率
が
人
口
と
比
べ
低
い
中
、
た
だ
市
民
の

利
便
性
を
目
指
し
て
と
い
わ
れ
て
も
絵
に
描

い
た
餅
で
あ
る
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
と
命
名
さ

れ
た
国
民
I
D
カ
ー
ド
の
導
入
が
４
年
先
に

さ
れ
る
が
そ
の
状
況
を
見
据
え
た
取
り
組
み

が
必
要
、
賢
明
な
運
用
を
要
望
す
る
。
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広
瀬
公
代
（
日
本
共
産
党
）

〈
国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て
〉

●
質
問　

22
年
度
決
算
で
は
国
保
財
政
が

１
年
間
で
５
億
円
の
黒
字
と
な
っ
た
。
実

質
収
支
が
11
億
3
千
万
円
の
黒
字
、
別
に

７
億
7
千
万
円
の
基
金
積
み
立
て
が
あ
り
、

合
わ
せ
て
19
億
円
の
お
金
が
た
ま
っ
て
い
る
。

一
方
で
、
高
い
国
保
料
払
え
な
い
人
が
ふ
え

短
期
証
、
資
格
証
の
発
行
、
保
険
料
徴
収
の

た
め
に
差
し
押
さ
え
ま
で
し
て
い
る
。
19
億

円
の
剰
余
金
を
、
①
国
保
料
の
負
担
軽
減
②

医
療
費
の
負
担
軽
減
③
健
診
な
ど
予
防
施
策

の
充
実
に
活
用
す
る
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

●
答
弁　

約
19
億
円
の
資
産
は
、
今
後
保
険

給
付
費
等
の
増
嵩
、
そ
の
他
緊
急
や
む
を
得

な
い
財
政
需
要
に
充
当
す
る
た
め
の
財
源
で

あ
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
い
る
が
、
今
年
度

か
ら
は
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
の
方
法

を
調
整
す
る
こ
と
で
市
民
の
健
康
づ
く
り
施

策
を
充
実
し
て
い
く
方
針
と
し
て
い
る
。
よ

っ
て
保
険
料
の
引
き
下
げ
や
医
療
費
の
一
部

負
担
金
軽
減
の
た
め
に
使
う
こ
と
は
考
え
て

い
な
い
。
今
後
の
健
診
の
あ
り
方
は
関
係
機

関
と
協
議
を
進
め
て
い
き
た
い
。

●
要
望　

黒
字
の
主
な
要
因
は
、
市
民
が
保

険
料
を
支
払
っ
て
き
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で

そ
の
一
部
を
使
っ
て
国
保
料
や
医
療
費
の
負

担
を
軽
く
し
、
が
ん
検
診
や
口
腔
健
診
を
含

め
、
市
民
全
般
を
対
象
と
し
た
病
気
予
防
に

効
果
的
で
利
用
し
や
す
い
市
民
健
診
の
充
実

を
す
る
べ
き
。
市
民
が
安
心
し
て
必
要
な
医

療
に
か
か
れ
る
よ
う
に
、
市
民
の
い
の
ち
と

健
康
、
暮
ら
し
を
守
る
と
い
う
地
方
自
治
体

第
一
の
役
割
を
真
剣
に
果
た
し
て
ほ
し
い
。

〈
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
の
実
現
に
つ
い
て

●
質
問　

市
の
独
自
財
政
で
、
簡
単
で
使
い

勝
手
の
よ
い
、
業
者
に
も
市
民
に
も
喜
ば
れ
る

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
実
現
に
向
け
て
早

く
具
体
化
し
て
ほ
し
い
。
い
つ
ご
ろ
、
ど
の
よ

う
な
規
模
で
、
ど
の
く
ら
い
の
財
政
で
考
え
て

い
る
の
か
。

●
答
弁　

助
成
の
対
象
と
な
る
リ
フ
ォ
ー
ム

の
内
容
、
条
件
、
金
額
、
工
事
の
確
認
方
法
、

件
数
、
補
助
金
、
交
付
金
な
ど
を
含
む
さ
ま

ざ
ま
な
事
項
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
調
査
研

究
、
検
討
を
重
ね
て
ま
い
り
た
い
。

●
要
望　

市
内
業
者
の
仕
事
や
雇
用
を
ふ
や
し

て
、
経
済
効
果
抜
群
で
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
に
も
な
る
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
を
急

い
で
実
施
し
て
ほ
し
い
。

〈
人
権
に
関
す
る
市
民
意
識
調
査
に
つ
い
て
〉

●
質
問　

人
権
に
関
す
る
市
民
意
識
調
査
票
が

７
月
末
に
無
作
為
に
選
ん
だ
1
，
5
0
0
人
の

市
民
に
送
付
さ
れ
た
。
差
別
意
識
を
引
き
出
す

こ
と
に
つ
な
が
る
同
和
問
題
に
的
を
絞
っ
た
よ

う
な
質
問
を
な
ぜ
す
る
の
か
。

●
答
弁　

人
権
問
題
全
般
に
つ
い
て
の
質
問

の
ほ
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
課
題
と
と
も
に
、

同
和
問
題
に
関
す
る
質
問
を
設
け
て
い
る
。

的
を
絞
っ
た
質
問
で
は
な
い
。

●
要
望　

22
年
間
の
特
別
措
置
法
の
も
と
で
大

幅
な
地
域
改
善
が
進
み
、
部
落
差
別
は
基
本
的

に
解
消
し
た
。
措
置
法
が
失
効
し
、
同
和
地
区

の
根
拠
も
な
く
な
っ
た
。
同
和
問
題
は
障
害
者

や
子
供
、
女
性
な
ど
の
人
権
問
題
と
は
根
本
的

に
異
な
っ
て
い
る
。
差
別
が
あ
る
か
ら
と
同
和

行
政
を
続
け
る
こ
と
は
い
つ
ま
で
も
差
別
を
残

す
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
に
つ
な
が
る
よ
う
な
人

権
意
識
調
査
は
今
後
二
度
と
行
わ
な
い
こ
と
を

強
く
要
望
。

市
道
河
原
城
68
号
線
の
拡
幅
に
つ
い
て

脱
輪
も
多
く
歩
行
者
や
自
転
車
の
通
行
も
大
変

危
険
。
道
路
拡
幅
し
歩
道
の
確
保
を
強
く
要
望
。

乙
宗
孝
衞
（
新
生
は
び
き
の
）

〈
愛
玩
動
物
総
合
管
理
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
〉

●
質
問　

平
成
17
年
よ
り
、
ア
ラ
イ
グ
マ
の

殺
処
分
が
食
と
み
ど
り
の
中
で
緊
急
避
難
と

い
う
こ
と
で
始
ま
り
、
羽
曳
野
市
で
は
生
息

し
な
い
ア
ラ
イ
グ
マ
に
つ
い
て
は
、
今
回
の

愛
玩
動
物
殺
処
分
と
は
別
組
織
で
運
営
継
続

さ
れ
て
お
り
、
説
明
は
な
か
っ
た
が
今
後
に

つ
い
て
伺
う
。

●
答
弁　

大
阪
府
ア
ラ
イ
グ
マ
対
策
協
議
会

に
お
い
て
南
部
支
援
施
設
に
お
け
る
安
楽
死

措
置
に
つ
い
て
地
元
の
意
見
を
踏
ま
え
て
協

議
す
る
。

●
質
問　

食
と
み
ど
り
の
広
大
な
敷
地
に
俗

に
言
う
、
迷
惑
施
設
設
置
に
対
し
て
羽
曳
野

市
の
考
え
は
ど
う
か
。　

●
答
弁　

本
年
１
月
府
よ
り
話
が
あ
っ
た
。

大
阪
府
と
し
て
周
辺
の
皆
様
に
説
明
を
し
て

納
得
を
得
て
ほ
し
い
旨
、
要
請
を
し
た
。　

　

周
辺
の
住
民
は
環
境
対
策
か
ら
、
殺
処
分
、

焼
却
処
分
は
大
き
く
イ
メ
ー
ジ
ダ
ウ
ン
に
つ

な
が
る
。
絶
対
反
対
で
あ
る
と
い
う
意
見
ま

で
さ
ま
ざ
ま
で
、
羽
曳
野
市
と
し
て
は
、
大

阪
府
に
対
し
て
、
も
う
一
度
検
討
し
な
お
し

て
ほ
し
い
、
と
い
う
要
請
を
し
て
い
る
。
当

市
と
し
て
は
府
並
び
に
府
内
の
市
町
村
合
意

の
元
に
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て

い
る
。
住
民
の
皆
様
の
意
思
が
反
映
さ
れ
る

施
設
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
る
。
候

補
地
に
上
が
っ
た
羽
曳
野
市
の
意
見
を
府
に

申
し
上
げ
て
い
る
段
階
と
理
解
し
て
ほ
し

い
。

●
意
見
要
望　

人
間
の
都
合
で
殺
さ
れ
る
生

き
物
は
た
く
さ
ん
あ
る
。
昨
日
ま
で
か
わ
い

い
、
か
わ
い
い
と
い
っ
て
い
た
、
今
日
は
も

う
捨
て
て
し
ま
う
。
人
間
の
得
手
勝
手
さ
、

せ
め
て
殺
処
分
、
焼
却
処
分
に
つ
い
て
は
比

較
的
に
目
立
た
な
い
と
こ
ろ
を
選
ん
で
ほ
し

い
。
こ
こ
は
や
め
て
ほ
し
い
の
が
私
の
本
音

で
あ
る
。

〈
健
康
ふ
れ
あ
い
の
郷
ス
ポ
ー
ツ
ゾ
ー
ン
北

地
区
に
つ
い
て
〉

●
質
問　

街
開
き
ま
で
に
お
願
い
を
し
て
お

り
ま
し
た
７
件
の
進
捗
状
況
は
。

●
答
弁　

①
バ
ス
停
の
工
事
が
完
了
し
、
新

し
い
バ
ス
停
と
と
も
に
、
９
月
１
日
よ
り

供
用
開
始
し
て
い
る
。
②
③
市
道
羽
曳
が

丘
99
号
線
と
羽
曳
が
丘
１
０
０
号
線
、
羽

曳
が
丘
99
号
線
と
市
道
は
び
き
の
１
２
８

号
線
の
２
つ
の
交
差
点
に
横
断
歩
道
、
信

号
機
の
設
置
を
交
通
管
理
セ
ン
タ
ー
大
阪

府
本
部
に
要
望
を
行
っ
て
い
る
。
設
置
基

準
に
満
た
な
い
が
要
望
し
て
い
く
。
④
歩

行
者
専
用
道
路
は
バ
イ
ク
の
通
行
を
禁
止

し
て
い
る
が
、
車
イ
ス
が
通
行
で
き
る
幅

を
確
保
し
て
い
る
。
⑤
道
路
や
公
園
の
樹

木
は
土
木
部
に
お
い
て
適
切
に
管
理
で
き

る
よ
う
検
討
す
る
。
⑥
８
ホ
ー
ル
増
設
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
工
事
は
９
月
末
に

完
了
、
芝
生
の
養
生
を
行
い
、
来
年
４
月

オ
ー
プ
ン
予
定
を
目
指
す
。
⑦
隣
接
す
る

親
水
公
園
は
ビ
オ
ト
ー
プ
公
園
と
し
て
羽

曳
が
丘
町
会
の
皆
様
に
運
営
を
お
願
い
し

て
い
る
。

●
要
望　

当
市
と
し
て
も
、
責
任
を
持
っ
て

見
守
り
、
実
施
し
て
ゆ
き
た
い
と
の
北
川
市

長
の
強
い
お
言
葉
の
と
お
り
、
街
開
き
ま
で

に
北
川
市
長
の
２
期
目
と
し
て
ピ
リ
オ
ド
を

打
っ
て
ほ
し
い
。
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樽
井
佳
代
子
（
自
由
民
主
党
議
員
団
）

●
質
問　

７
年
前
、
北
川
市
長
と
し
て
初
め

て
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を
述
べ
ら
れ
た
が
、
最
初

の
く
だ
り
が
「
つ
な
み
」
と
い
う
言
葉
で
始

ま
っ
て
い
る
。
今
改
め
て
市
長
の
「
つ
な
み
」

に
対
す
る
認
識
の
深
さ
に
感
心
し
て
い
る
。

こ
の
７
年
間
、
取
り
組
ん
で
き
た
と
い
う
実

績
の
伴
っ
た
事
業
、
取
り
組
ん
で
い
る
と
い

う
進
行
形
、
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
い
う

こ
れ
か
ら
の
事
業
が
あ
る
が
、
市
長
の
任
期

は
来
年
の
７
月
で
あ
る
。
今
後
の
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
の
計
画
、
考
え
方
と
こ
の
７
年

間
の
市
長
自
身
の
自
己
評
価
に
つ
い
て
。

●
市
長　

私
自
身
こ
の
７
年
間
は
市
民
の
皆

さ
ん
に
と
っ
て
期
待
外
れ
で
は
な
か
っ
た
。

裏
切
り
で
は
な
か
っ
た
。
市
民
が
望
む
方
向

性
、
あ
る
い
は
事
業
に
つ
い
て
一
定
達
成
で

き
た
と
思
っ
て
い
る
。
一
例
を
挙
げ
る
と
、

当
時
7
3
8
名
の
職
員
が
現
在
は
6
4
5
名

で
、
無
理
・
ム
ラ
・
無
駄
を
省
い
て
効
率
的

な
仕
事
を
し
て
い
る
、
学
校
施
設
の
耐
震
化

率
も
71
％
ま
で
引
き
上
げ
た
。
学
校
給
食
、

ス
ク
ー
ル
ラ
ン
チ
は
24
年
か
ら
実
施
し
た
い
。

羽
曳
野
中
学
校
の
幼
小
中
の
一
貫
教
育
を
進

め
て
い
く
。
百
舌
鳥
・
古
市
古
墳
群
の
世
界

文
化
遺
産
登
録
に
向
け
て
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
く
。
健
康
に
つ
い
て
は
特
定
健
診
は

実
施
し
て
い
る
が
、
男
性
の
が
ん
対
策
と
し

て
前
立
腺
が
ん
の
検
診
を
無
料
で
取
り
組
ん

で
い
く
。
２
期
目
、
あ
と
10
カ
月
余
り
だ
が
、

こ
の
７
年
間
の
市
政
運
営
に
つ
い
て
樽
井
議

員
よ
り
、
ま
ず
ま
ず
の
及
第
点
を
い
た
だ
い

た
と
思
っ
て
お
り
、
３
期
目
を
目
指
し
て
頑

張
る
決
意
を
新
た
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

●
質
問　

市
の
借
金
で
あ
る
地
方
債
残
高
と

現
在
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
。

●
答
弁　

22
年
度
決
算
で
は
義
務
教
育
施
設

の
耐
震
化
等
大
規
模
な
事
業
を
行
っ
た
に
も

拘
わ
ら
ず
、
約
６
億
５
千
万
円
の
黒
字
と
な

り
５
年
連
続
の
黒
字
決
算
と
な
っ
て
い
る
。

地
方
債
残
高
に
つ
い
て
は
16
年
当
時
よ
り

66
億
円
減
少
し
、
約
4
2
1
億
円
と
な
り
今

後
も
縮
減
に
努
め
て
い
く
。

●
質
問　

府
か
ら
派
遣
さ
れ
て
い
る
副
市
長

は
泉
南
方
面
に
お
住
ま
い
だ
が
、
文
化
や
風

土
・
風
習
も
違
う
当
市
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
感
じ
て
い
る
か
、
ま
た
府
と
の
パ
イ
プ
役

と
し
て
こ
れ
だ
け
は
や
っ
て
お
き
た
い
と
い

う
こ
と
が
あ
れ
ば
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

●
副
市
長　

当
市
は
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ

日
本
有
数
の
歴
史
的
、
文
化
的
な
資
産
が
あ

り
、「
ま
ち
」
と
し
て
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が

非
常
に
高
く
、
さ
ら
に
発
展
し
得
る
余
地
は

十
分
に
あ
る
。
市
民
の
方
々
は
非
常
に
人
情

味
が
あ
り
、
大
変
感
謝
し
て
い
る
。
市
長
か

ら
も
府
の
関
連
事
業
の
促
進
に
力
を
尽
く
す

よ
う
命
を
受
け
て
い
る
。
と
く
に
府
道
郡
戸

大
堀
線
を
初
め
と
す
る
道
路
整
備
事
業
、
府

営
古
市
住
宅
の
建
て
か
え
、
福
祉
、
医
療
を

初
め
と
す
る
ソ
フ
ト
関
連
に
つ
い
て
も
円
滑

な
事
業
推
進
が
図
れ
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

●
要
望　

世
界
遺
産
登
録
に
向
け
た
府
の
取

り
組
み
は
、
知
事
部
局
都
市
魅
力
創
造
局
に

か
わ
り
、
職
員
も
増
員
さ
れ
知
事
の
陣
頭
指

揮
の
も
と
強
力
に
推
進
す
る
と
お
聞
き
し
た
。

当
市
も
市
長
を
先
頭
に
１
日
も
早
い
登
録
に

向
け
努
力
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
強
く
要
望

す
る
。
北
川
市
政
に
つ
い
て
も
、
私
の
想
い

で
あ
る
「
ま
か
せ
て
安
心
。
託
し
て
納
得
」

の
い
く
住
ん
で
よ
か
っ
た
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
、
今
後
も
市
長
を

支
え
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い

る
。

秋
田
栄
一
（
公
明
党
）

《
図
書
館
行
政
の
充
実
に
つ
い
て
》

●
質
問　

[1]
学
校
図
書
館
に
つ
い
て
①
文
部

科
学
省
基
準
で
あ
る
学
校
図
書
館
図
書
標
準

の
充
足
状
況
に
つ
い
て
②
図
書
購
入
予
算
の

推
移
に
つ
い
て
③
学
校
図
書
館
の
活
用
に
つ

い
て
。
[2]
市
立
図
書
館
に
つ
い
て
①
蔵
書
数

②
利
用
状
況
③
職
員
体
制
に
つ
い
て
④
学
習

室
、
自
習
室
の
設
置
に
つ
い
て
。

●
答
弁　

[1]
①
学
級
数
に
応
じ
た
学
校
図
書

標
準
の
充
足
状
況
に
つ
い
て
は
、
平
成
15
年

度
は
小
学
校
で
72
％
、
中
学
校
で
53
％
で
あ

っ
た
も
の
が
、
平
成
21
年
度
で
は
小
学
校

79
％
、
中
学
校
52
％
。
中
学
校
は
若
干
数
値

が
下
が
っ
て
い
る
が
市
内
全
体
を
見
た
と
き

に
は
内
容
と
し
て
は
充
実
し
て
い
る
。
②
学

校
図
書
購
入
の
予
算
は
、
平
成
18
年
度
か
ら

平
成
22
年
度
ま
で
小
・
中
学
校
の
合
計
で
毎

年
約
6
百
万
円
強
を
維
持
。
昨
年
度
末
に
国

か
ら
の「
住
民
生
活
に
光
を
そ
そ
ぐ
交
付
金
」

に
よ
っ
て
、
学
校
図
書
購
入
費
と
し
て
新
た

に
一
千
万
円
弱
の
予
算
が
計
上
さ
れ
、
現
在

学
校
現
場
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
図
書
の
購
入

を
行
っ
て
い
る
。
③
学
校
図
書
館
の
活
用
に

つ
い
て
は
、
本
市
で
は
、
平
成
8
年
度
よ
り

順
次
、
学
校
図
書
館
司
書
の
配
置
を
始
め
、

現
在
、
小
学
校
13
校
、
中
学
校
2
校
に
配

置
。
司
書
の
配
置
に
よ
り
始
業
前
の
読
書
活

動
（
朝
読
）
や
各
教
科
で
の
調
べ
学
習
に
お

け
る
学
校
図
書
館
の
活
用
が
ま
す
ま
す
進
ん

で
き
た
。
こ
れ
ら
学
校
図
書
館
活
用
推
進
の

成
果
と
し
て
、
文
部
科
学
省
の
子
ど
も
の
読

書
活
動
優
秀
実
践
校
に
対
す
る
文
部
科
学
大

臣
表
彰
を
平
成
22
年
度
は
白
鳥
小
学
校
、
平

成
23
年
度
は
恵
我
之
荘
小
学
校
が
2
年
連
続

で
受
賞
す
る
な
ど
目
覚
ま
し
い
成
果
を
上
げ

て
い
る
。
ま
た
、
今
年
度
よ
り
学
校
の
年
間

教
育
計
画
に
学
校
図
書
館
活
用
計
画
の
策
定

を
位
置
づ
け
、
市
内
全
校
に
お
い
て
学
校
図

書
館
活
動
推
進
を
図
っ
て
い
る
。

[2]
①
市
立
図
書
館
の
蔵
書
数
は
、
52
万
2
，

5
8
4
冊
②
年
間
貸
出
人
数
は
26
万
7
，

1
2
1
人
、
貸
出
点
数
は
87
万
1
，
6
9
8

点
で
あ
る
。
③
職
員
数
は
正
規
職
員
6
人
、

嘱
託
職
員
20
人
、
臨
時
職
員
4
人
、
パ
ー
ト

職
員
5
人
、
委
託
職
員
7
人
の
計
42
人
で
、

う
ち
図
書
館
司
書
有
資
格
者
は
37
人
で
あ

る
。
④
学
習
室
や
自
習
室
の
設
置
に
つ
い
て

は
、
各
図
書
館
と
も
ス
ペ
ー
ス
の
関
係
上
、

設
置
し
て
い
な
い
が
、
図
書
館
と
い
う
環
境

が
学
習
に
適
応
し
て
お
り
、
検
討
課
題
で
あ

る
こ
と
を
認
識
。

●
再
質
問　

教
育
長
か
ら
学
校
図
書
館
に
つ

い
て
の
所
見
を
伺
う
。

●
教
育
長　

私
が
推
し
進
め
て
き
た
教
育
の

一
番
の
基
本
は
、
子
ど
も
た
ち
に
ど
の
よ
う

な
情
操
を
育
て
て
い
く
か
、
心
豊
か
な
子
ど

も
を
ど
う
育
て
て
い
く
の
か
と
い
う
こ
と
を

課
題
に
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
。
子
ど
も
た

ち
が
本
と
親
し
む
こ
と
が
情
操
教
育
の
大
き

な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
考
え
て
、「
朝

読
」、「
う
ち
読
」（
家
庭
で
の
読
書
）
に
取
り

組
ん
で
き
た
。
本
の
持
っ
て
い
る
重
さ
、
本

の
持
っ
て
い
る
に
お
い
を
感
じ
な
が
ら
子
ど

も
た
ち
が
成
長
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

そ
の
た
め
に
も
図
書
館
の
充
実
、
整
備
を
図

り
、
夏
休
み
や
冬
休
み
等
い
つ
子
ど
も
が
や

っ
て
来
て
も
、
落
ち
着
い
て
、
そ
の
中
で
取

り
組
め
る
よ
う
な
開
放
し
た
図
書
館
と
な
る

よ
う
努
め
た
い
。

●
要
望　

専
任
の
学
校
司
書
の
配
置
に
よ
る

絶
大
な
成
果
を
踏
ま
え
、
残
り
4
校
の
中
学

校
に
配
置
を
要
望
。
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田
仲
基
一
（
自
由
民
主
党
議
員
団
）

〈
地
域
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
つ
い
て
〉

●
質
問　

藤
井
寺
市
民
病
院
へ
の
入
院
費
が
、

藤
井
寺
、
柏
原
、
八
尾
３
市
の
市
民
は
一
日

4
2
5
0
円
に
対
し
羽
曳
野
市
民
は
7
2
5
0

円
。
そ
の
理
由
を
病
院
に
問
い
合
わ
せ
た
と
こ

ろ
、
市
民
病
院
間
の
住
民
サ
ー
ビ
ス
で
、
羽
曳

野
は
市
民
病
院
を
も
っ
て
い
な
い
の
で
サ
ー
ビ

ス
外
と
答
え
ら
れ
た
。
地
域
医
療
の
城
と
も
言

え
る
市
民
病
院
も
整
備
さ
れ
ず
、
隣
の
市
民
病

院
を
利
用
す
れ
ば
格
差
を
つ
け
ら
れ
る
、
そ
ん

な
現
状
は
納
得
で
き
な
い
。

●
答
弁　

隣
接
す
る
市
と
同
じ
サ
ー
ビ
ス

が
で
き
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
る
が
、
総
合
的

に
市
民
の
健
康
維
持
向
上
に
努
め
て
い
る
。

（
府
下
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
健
診
制
度
や
胃
、

肺
、
大
腸
が
ん
検
診
の
無
料
実
施
な
ど
）

●
質
問　

財
政
的
余
裕
の
な
い
今
、
市
民
病

院
が
不
可
能
な
ら
、
市
内
民
間
病
院
の
中
か

ら
准
市
民
病
院
的
な
役
割
を
担
っ
て
も
ら
え

る
病
院
を
公
募
し
、
そ
こ
で
の
小
児
科
、
救

急
救
命
対
応
強
化
な
ど
を
検
討
で
き
な
い
か
。

●
答
弁　

現
状
が
十
分
で
あ
る
と
は
言
え
な

い
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。
貴
重
な
意
見
と

し
て
今
後
の
研
究
課
題
と
し
て
い
き
た
い
。

●
質
問　

地
域
医
療
崩
壊
が
叫
ば
れ
る
中
、

代
表
的
な
原
因
は
医
師
不
足
。
そ
の
内
、
地

域
偏
在
と
診
療
科
医
師
の
需
給
不
均
衡
の
問

題
は
厚
労
省
に
よ
る
ミ
ス
リ
ー
ド
が
原
因
。

改
善
の
た
め
適
切
な
医
師
の
育
成
、
配
置
の

た
め
に
制
度
を
改
正
す
る
こ
と
を
地
域
の
現

場
か
ら
強
く
要
望
し
て
欲
し
い
が
ど
う
か
。

●
答
弁　

国
、
府
に
対
し
救
急
医
療
体
制
の

確
立
、
地
域
医
療
の
充
実
に
つ
い
て
要
望
し

て
い
る
。
特
に
小
児
科
医
師
、
産
婦
人
科
医

師
の
確
保
に
つ
い
て
強
く
要
望
し
て
い
る
。

●
要
望　

病
院
は
あ
る
が
医
師
が
い
な
い
不

合
理
を
国
に
対
し
正
し
て
欲
し
い
。
ま
た
、

大
災
害
時
で
も
市
民
の
拠
り
所
と
な
る
よ
う

な
准
市
民
病
院
の
枠
組
み
づ
く
り
を
時
代
に

合
っ
た
形
で
推
し
進
め
る
事
を
強
く
要
望
。

〈
南
河
内
の
活
性
化
策
に
つ
い
て
〉

●
質
問　

労
働
人
口
減
少
社
会
へ
の
対
策
、

将
来
の
市
発
展
の
た
め
、
居
住
人
口
の
維
持

に
頼
っ
て
い
て
は
自
然
減
で
追
い
つ
か
ず
、

市
内
商
業
、
市
政
運
営
は
も
た
な
い
。
持
続

的
発
展
に
は
、
観
光
客
等
の
移
動
人
口
流
入

が
必
要
。
そ
の
た
め
南
河
内
の
自
治
体
が
問

題
意
識
を
共
有
し
観
光
化
を
目
指
し
て
取
り

組
む
べ
き
。
そ
の
た
め
に
府
が
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
ト
し
て
い
く
こ
と
が
適
当
と
考
え
る
が
。

●
副
市
長　

大
阪
府
の
職
員
で
あ
っ
た
私

に
と
っ
て
、
府
と
市
を
つ
な
ぐ
パ
イ
プ
役

を
担
う
事
が
役
割
で
あ
る
と
認
識
を
し
て

い
る
。
精
一
杯
そ
の
役
割
を
果
た
し
た
い
。

●
市
長　

私
も
そ
の
通
り
と
考
え
る
。
南

河
内
市
町
村
の
皆
さ
ん
と
共
に
話
し
合
っ

て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
。

●
要
望　

観
光
客
と
し
て
の
訪
れ
が
き
っ
か

け
で
、
美
し
い
自
然
と
悠
久
の
歴
史
を
愛
し

た
人
々
が
「
終
の
住
み
か
」
に
し
よ
う
と
移

り
住
む
、
そ
れ
が
羽
曳
野
市
、
南
河
内
の
観

光
政
策
の
最
終
目
標
。
人
口
減
少
社
会
に
対

抗
す
る
手
段
と
し
て
、
観
光
を
テ
ー
マ
に
近

隣
市
町
村
合
同
組
織
の
創
設
を
要
望
す
る
。

●
提
言　

南
河
内
は
国
の
形
を
整
え
る
以

前
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
通
じ
て
様
々
な
国
、

地
域
の
人
々
が
来
ら
れ
、
太
古
か
ら
の
列
島

人
と
共
に
力
を
合
わ
せ
て
日
本
の
原
型
を
つ

く
り
出
し
た
土
地
。
そ
の
歴
史
を
国
内
外
に

伝
え
る
事
は
世
界
平
和
の
意
味
で
も
大
き
な

意
義
が
あ
る
。
国
に
対
し
当
地
に
国
立
東
ア

ジ
ア
歴
史
博
物
館
設
立
を
要
望
し
て
も
ら
い

た
い
。

若
林
信
一
（
日
本
共
産
党
）

〈
高
齢
者
実
態
調
査
の
結
果
に
つ
い
て
〉

●
質
問　

平
成
22
年
度
羽
曳
野
市
高
齢
者
実

態
調
査
が
行
わ
れ
た
が
、
調
査
の
目
的
と
概

要
、
明
ら
か
に
な
っ
た
点
は
何
か
。
独
居
高

齢
者
の
対
策
、
市
の
独
自
の
対
策
に
つ
い
て
、

緊
急
の
対
策
と
し
て
市
営
住
宅
の
一
時
入
居

に
万
全
を
期
す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

●
答
弁　

高
齢
者
実
態
調
査
は
、
ひ
と
り
暮

ら
し
で
も
安
心
し
て
地
域
で
生
活
が
で
き
る

よ
う
情
報
収
集
を
目
的
に
実
施
し
た
。
対
象

者
は
在
宅
の
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
と

75
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の
世
帯
で
、
ひ
と

り
暮
ら
し
高
齢
者
等
の
大
幅
な
増
加
、
在
宅

の
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
世
帯
は
約

３
千
８
百
人
で
、
75
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み

の
世
帯
は
約
２
千
３
百
人
。
地
域
か
ら
孤
立

す
る
リ
ス
ク
あ
る
高
齢
者
が
１
割
前
後
、
災

害
時
の
避
難
行
動
に
支
援
が
必
要
な
方
が
２

割
。
高
齢
者
の
孤
立
を
防
ぐ
た
め
に
は
日
常

的
な
見
守
り
や
安
否
確
認
が
必
要
で
、
市
で

は
ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト
雅
び
の
取
り
組
み
を
小

学
校
区
レ
ベ
ル
で
進
め
て
い
る
。
市
営
住
宅

の
一
時
入
居
は
罹
災
者
に
限
り
即
日
住
宅
の

か
ぎ
を
渡
せ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

●
市
長　

被
災
者
の
一
時
入
居
に
、
照
明
器

具
や
ガ
ス
コ
ン
ロ
、
毛
布
な
ど
最
低
限
備
え

は
当
然
で
危
機
管
理
室
で
備
え
て
い
る
。

●
要
望　

市
営
住
宅
の
一
時
入
居
に
は
、
少

な
く
と
も
照
明
器
具
、
ガ
ス
コ
ン
ロ
、
毛
布

な
ど
常
時
備
え
万
全
の
対
策
を
強
く
要
望
。

〈
府
営
住
宅
半
減
問
題
と
古
市
府
営
住
宅
の
問

題
に
つ
い
て
〉

●
質
問　

昨
年
８
月
に
橋
下
知
事
が
府
営
住

宅
の
半
減
を
明
ら
か
に
し
て
以
来
、
丸
１
年

経
過
、
具
体
的
な
内
容
、
羽
曳
野
市
の
現
状

は
ど
う
か
。
古
市
府
営
住
宅
は
昭
和
40
年
に

建
設
さ
れ
、
今
年
に
は
大
半
が
耐
用
年
数
が

切
れ
る
住
宅
で
、
新
築
建
て
か
え
以
前
に
、

住
宅
の
改
修
が
急
が
れ
る
。
府
は
住
民
へ
の

説
明
会
を
早
急
に
開
く
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

●
答
弁　

府
で
は
新
た
な
住
宅
の
あ
り
方
に

つ
い
て
、
本
年
12
月
に
公
表
予
定
。
古
市
住

宅
は
管
理
戸
数
６
９
６
戸
、
う
ち
空
き
家
は

１
９
０
戸
、
羽
曳
野
市
内
の
府
営
住
宅
１
，

６
８
１
戸
の
う
ち
、
空
き
家
が
２
２
３
戸
。

古
市
住
宅
の
改
修
や
対
応
は
管
理
者
で
あ
る

府
の
責
任
で
行
わ
れ
、
府
に
対
し
安
全
に
生

活
で
き
る
よ
う
伝
え
た
い
。
府
は
、入
居
者
、

自
治
会
、
地
域
住
民
な
ど
か
ら
の
要
望
に
応

じ
て
随
時
現
状
の
説
明
を
実
施
し
て
い
る
。

●
要
望　

１
，
６
８
１
戸
全
体
の
確
保
と
壊

れ
た
住
居
の
緊
急
の
対
策
に
、
市
と
し
て
府

に
強
く
働
き
か
け
る
こ
と
を
要
望
。

〈
動
物
愛
護
管
理
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
〉

●
質
問　

府
の
こ
の
施
設
の
概
要
、
目
的
、

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
市
の
考
え
方
、
住

民
合
意
に
つ
い
て
質
問
。
府
は
説
明
会
を
行

っ
て
き
た
が
、
府
の
回
答
は
ど
う
な
の
か
。

焼
却
施
設
の
廃
止
は
で
き
な
い
の
か
。

●
答
弁　

整
備
目
的
は
動
物
衛
生
行
政
か
ら

動
物
愛
護
管
理
行
政
に
転
換
す
る
た
め
で
、

今
年
度
に
基
本
構
想
に
着
手
、
25
年
度
ま
で

に
基
本
計
画
及
び
設
計
等
を
行
い
、
26
年
度

に
本
体
工
事
、
27
年
度
に
開
設
の
予
定
。
地

元
説
明
会
の
府
の
回
答
は
近
日
中
。
焼
却
施

設
廃
止
も
含
め
て
地
元
に
誠
意
あ
る
対
応
を

府
に
強
く
求
め
て
い
る
。

●
市
長　

住
民
の
意
思
が
反
映
で
き
る
施
設

と
し
て
府
に
物
申
し
て
い
き
た
い
。

●
要
望　

住
民
の
合
意
が
得
ら
れ
な
い
場
合

に
は
施
設
強
行
は
よ
く
な
い
と
い
う
立
場

で
、
府
に
働
き
か
け
を
す
る
こ
と
を
要
望
。
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委
員
長　

新
岡
健
志
（
公
明
党
）

　

総
務
文
教
常
任
委
員
会
で
は
、
付
託
を
受

け
た
４
件
の
案
件
に
つ
い
て
審
査
し
ま
し

た
。

◎
平
成
23
年
度
羽
曳
野
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
４
号
）
に
つ
い
て

質
疑
さ
れ
た
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で

す
。

①
恵
我
之
荘
地
域
の
緊
急
用
通
路
の
整
備

②
古
市
複
合
館
の
進
捗
と
市
債
に
つ
い
て

　

審
査
の
結
果
、
緊
急
用
通
路
の
整
備
の
趣

旨
は
否
定
し
な
い
が
、
費
用
対
効
果
を
含

め
、
地
域
の
理
解
が
得
ら
れ
て
い
な
い
と
し

て
反
対
す
る
者
１
名
、
一
方
特
に
問
題
は
な

い
と
し
て
賛
成
す
る
者
５
名
の
賛
成
多
数
に

よ
り
、
本
件
は
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
し
ま
し
た
。

◎
平
成
22
年
度
羽
曳
野
市
一
般
会
計
歳
入
歳

出
決
算
認
定
に
つ
い
て

　

審
査
の
結
果
、
学
校
の
耐
震
化
推
進
は
評

価
す
る
が
、
市
民
の
願
い
が
届
か
な
い
と
こ

ろ
が
あ
り
、
同
和
、
雇
用
、
景
気
回
復
に
有

効
な
手
だ
て
が
打
て
な
か
っ
た
と
し
て
不
認

定
と
す
る
者
１
名
、
一
方
市
税
収
入
の
減
少

や
扶
助
費
等
の
民
生
費
の
増
加
、
東
日
本
大

震
災
の
影
響
も
あ
る
中
で
、
実
質
収
支
、
単

年
度
収
支
と
も
に
黒
字
決
算
と
な
っ
て
お
り

認
定
と
す
る
者
５
名
の
認
定
多
数
に
よ
り
、

本
件
は
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

◎
平
成
22
年
度
羽
曳
野
市
財
産
区
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

　

審
査
の
結
果
、
向
野
財
産
区
に
係
る
損
害

賠
償
金
の
取
り
扱
い
が
未
解
決
と
し
て
不
認

定
と
す
る
者
１
名
、
一
方
特
に
問
題
と
な
る

点
は
な
く
認
定
と
す
る
者
５
名
の
認
定
多
数

に
よ
り
、
本
決
算
は
認
定
す
べ
き
も
の
と
決

し
ま
し
た
。

◎
平
成
22
年
度
羽
曳
野
市
土
地
取
得
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

　

審
査
の
結
果
、
全
員
一
致
で
本
決
算
は
認

定
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

委
員
長　

岩
田
賢
二
郎
（
新
生
は
び
き
の
）

　

民
生
産
業
常
任
委
員
会
で
は
、
付
託
を
受

け
た
７
件
の
案
件
に
つ
い
て
審
査
し
ま
し

た
。

◎
羽
曳
野
市
市
民
会
館
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

審
査
の
結
果
、
審
議
会
は
継
続
す
べ
き
と

し
て
反
対
す
る
者
２
名
、
大
き
な
反
対
の
理

由
も
な
く
賛
成
す
る
者
４
名
の
賛
成
多
数
に

よ
り
、
本
件
は
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
し
ま
し
た
。

◎
平
成
22
年
度
羽
曳
野
市
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

　

審
査
の
結
果
、
実
質
収
支
黒
字
と
財
政
調

整
基
金
で
余
裕
が
あ
る
中
で
、
保
険
料
の
引

き
下
げ
に
充
て
て
な
い
と
し
て
不
認
定
と
す

る
者
２
名
、
一
方
引
き
下
げ
で
は
な
く
市
民

の
健
康
増
進
施
策
や
予
防
施
策
に
充
て
る
べ

き
で
あ
り
、
健
全
な
運
営
を
し
て
い
る
と
し

て
認
定
と
す
る
者
４
名
の
認
定
多
数
に
よ

り
、
本
決
算
は
認
定
す
べ
き
と
決
し
ま
し
た
。

小
田
敏
朗
（
公
明
党
）

〈
学
校
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
〉

●
質
問　

集
中
下
足
室
が
西
浦
小
学
校
に
完

備
さ
れ
て
い
な
い
が
。

●
答
弁　

誉
田
中
学
校
は
現
在
進
行
中
。
西

浦
小
学
校
は
設
置
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
が
課
題
。

●
質
問　

教
育
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
障
害

児
童
・
生
徒
の
サ
ー
ビ
ス
の
公
平
性
は
。

●
答
弁　

支
援
学
級
に
は
専
任
教
員
を
配

置
、
各
校
に
支
援
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

を
複
数
指
名
、
支
援
教
育
、
校
内
委
員
会
を

組
織
、
学
校
全
体
の
課
題
と
し
て
取
り
組
ん

で
い
る
。

●
再
質　

児
童
・
生
徒
の
受
け
入
れ
定
員
数
、

介
助
員
の
人
的
配
置
は
。

●
答
弁　

肢
体
不
自
由
児
に
対
す
る
支
援
介

助
員
を
配
置
。
府
に
対
し
て
子
供
一
人
一
人

の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
支
援
教
育
を
行
う
べ
く

学
級
設
置
の
要
望
を
初
め
、
体
制
整
備
に
取

り
組
む
。

●
要
望　

学
校
施
設
の
公
平
を
保
て
る
よ
う

配
慮
を
。

〈
環
境
美
化
の
取
り
組
み
と
ア
ド
プ
ト
制
度

に
つ
い
て
〉

●
質
問　

市
役
所
前
の
植
樹
帯
が
み
す
ぼ
ら

し
い
。
ま
ち
か
ど
清
掃
が
年
２
回
と
間
隔
が

長
く
、
そ
の
間
に
草
が
伸
び
放
題
、
空
き
缶

や
ご
み
の
投
棄
も
多
い
が
本
市
の
考
え
は
。

●
答
弁　

ア
ド
プ
ト
制
度
は
、
ア
メ
リ
カ
の

ア
ド
プ
ト
・
ア
・
ハ
イ
ウ
ェ
イ
・
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
始
ま
り
。
本
市
は
、
市
役
所
周
辺
及
び

支
所
周
辺
道
路
の
清
掃
活
動
を
ま
ち
か
ど
清

掃
と
し
て
全
庁
的
に
取
り
組
み
、
就
業
前
30

分
程
度
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
春
と
秋
の

年
２
回
実
施
。
富
田
林
土
木
事
務
所
、
羽
曳

野
警
察
署
、
羽
曳
野
・
藤
井
寺
交
通
安
全
協

会
及
び
羽
曳
野
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
皆
様

と
一
緒
に
歩
道
の
清
掃
と
植
樹
帯
を
除
草
。

今
後
も
年
２
回
の
ま
ち
か
ど
清
掃
を
継
続
、

市
役
所
の
玄
関
と
な
る
道
路
を
美
し
く
保
っ

て
ま
い
り
た
い
。

●
質
問　

清
掃
の
頻
度
と
植
樹
帯
除
草
の
あ

り
方
に
つ
い
て
考
え
は
。

●
答
弁　

植
樹
帯
の
雑
草
や
歩
道
の
不
備
も

多
く
見
ら
れ
、
土
木
部
対
応
で
２
カ
月
に
１

回
程
度
に
回
数
を
ふ
や
し
、
市
役
所
玄
関
前

に
ふ
さ
わ
し
い
道
路
を
維
持
し
て
く
。

●
質
問　

補
助
金
交
付
団
体
の
見
直
し
、
既

得
権
益
者
が
生
じ
な
い
よ
う
、
期
限
の
到
来

し
た
事
業
に
一
定
期
間
を
も
っ
て
自
動
的
に

廃
止
さ
れ
る
サ
ン
セ
ッ
ト
方
式
を
取
り
入
れ

る
市
の
考
え
は
。

●
答
弁　

年
限
を
定
め
て
見
直
す
と
い
う
点

に
お
い
て
は
そ
の
効
果
も
あ
る
と
思
わ
れ
、

今
後
研
究
し
て
い
く
。

●
質
問　

国
保
会
計
な
ど
特
別
会
計
に
お
い

て
も
、
余
剰
金
が
見
ら
れ
る
会
計
は
、
繰
り

入
れ
ル
ー
ル
を
見
直
し
柔
軟
性
を
持
っ
た
財

政
運
営
を
検
討
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

●
答
弁　

一
般
会
計
繰
出
金
は
、
基
準
内
繰

出
し
と
基
準
外
繰
出
し
の
２
つ
。
基
準
外
繰

出
し
は
、
各
特
別
会
計
が
収
支
不
足
の
場
合

等
に
繰
出
し
て
い
る
。
繰
出
金
に
つ
い
て
効

果
を
検
証
研
究
し
て
い
く
。

●
再
質　

国
保
会
計
の
過
去
10
年
間
の
一
般

会
計
か
ら
の
繰
入
額
、
繰
入
が
な
か
っ
た
場

合
の
赤
字
額
は
い
く
ら
か
。

●
答
弁　

国
保
特
別
会
計
の
過
去
10
年
間
、

法
定
外
繰
入
金
、
市
独
自
事
業
一
般
会
計
繰

入
金
合
計
額
は
約
34
億
円
。
平
成
22
年
度
決

算
の
歳
入
歳
出
差
引
額
約
11
億
3
千
万
円
と

財
政
調
整
基
金
保
有
額
7
億
7
千
万
円
の
合

計
が
約
19
億
円
で
あ
り
、
繰
入
総
額
を
控
除

す
る
と
、
約
15
億
円
の
赤
字
に
な
る
。

総
務
文
教
常
任
委
員
会

民
生
産
業
常
任
委
員
会
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◎
平
成
22
年
度
羽
曳
野
市
と
畜
場
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

　

審
査
の
結
果
、
特
定
団
体
の
使
用
で
占
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
、
独
立
採
算
の
方
向
性
を

打
ち
出
し
て
い
な
い
と
し
て
不
認
定
と
す
る

者
２
名
、
一
方
処
理
頭
数
が
前
年
よ
り
増
加

し
た
こ
と
、
ま
た
今
後
も
府
民
の
重
要
な
タ

ン
パ
ク
源
と
し
て
地
場
産
業
が
活
性
化
す
る

よ
う
取
り
組
む
こ
と
を
要
望
し
認
定
と
す
る

者
５
名
の
認
定
多
数
に
よ
り
、
本
決
算
は
認

定
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

◎
平
成
22
年
度
羽
曳
野
市
老
人
保
健
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

　

審
査
の
結
果
、
本
決
算
に
つ
い
て
は
特
に

問
題
と
な
る
点
は
な
く
、
全
員
一
致
で
認
定

す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

◎
平
成
22
年
度
羽
曳
野
市
介
護
保
険
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

　

審
査
の
結
果
、
高
い
保
険
料
と
な
っ
て
お

り
、
基
金
を
保
険
料
の
軽
減
に
使
う
べ
き
と

し
て
不
認
定
と
す
る
者
２
名
、
一
方
予
防
の

面
に
も
留
意
し
、
安
心
し
て
介
護
サ
ー
ビ
ス

が
受
け
ら
れ
る
よ
う
円
滑
な
運
営
を
要
望

し
、
認
定
と
す
る
者
４
名
の
認
定
多
数
に
よ

り
、
本
決
算
は
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま

し
た

◎
平
成
22
年
度
羽
曳
野
市
健
康
ふ
れ
あ
い
の

郷
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ

い
て

　

審
査
の
結
果
、
利
益
を
上
げ
て
い
る
団
体

か
ら
駐
車
場
使
用
料
の
応
分
の
負
担
を
お
願

い
す
べ
き
と
し
て
不
認
定
と
す
る
者
２
名
、

一
方
開
設
当
初
か
ら
盛
大
に
賑
わ
い
を
見
せ

て
お
り
、
今
後
の
市
独
自
の
ア
イ
デ
ア
等
で

魅
力
あ
る
憩
い
の
場
を
要
望
し
認
定
と
す
る

者
４
名
の
認
定
多
数
に
よ
り
、
本
決
算
は
認

定
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

◎
平
成
22
年
度
羽
曳
野
市
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

　

審
査
の
結
果
、
年
齢
で
医
療
を
差
別
す
る

制
度
で
、
高
齢
者
に
負
担
を
押
し
つ
け
、
広

域
化
に
よ
り
切
実
な
声
を
届
け
ら
れ
な
い
と

し
て
不
認
定
と
す
る
者
２
名
、
一
方
こ
の
制

度
が
定
着
し
て
き
た
こ
と
、
今
後
の
制
度
改

革
の
動
向
を
踏
ま
え
、
事
業
の
推
進
を
要

望
し
認
定
と
す
る
者
４
名
の
認
定
多
数
に
よ

り
、
本
決
算
は
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま

し
た
。

委
員
長　

樽
井
佳
代
子（
自
由
民
主
党
議
員
団
）

　

建
設
企
業
常
任
委
員
会
で
は
、
付
託
を
受

け
た
４
件
の
案
件
に
つ
い
て
審
査
し
ま
し

た
。

◎
羽
曳
野
市
都
市
計
画
法
に
基
づ
く
市
街
化

調
整
区
域
内
に
係
る
開
発
行
為
等
の
許
可
に

関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

審
査
の
結
果
、
全
員
一
致
で
本
件
は
原
案

ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

◎
南
部
大
阪
都
市
計
画
大
黒
・
南
古
市
地
区

地
区
計
画
の
区
域
内
に
お
け
る
建
築
物
の
制

限
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

審
査
の
結
果
、
全
員
一
致
で
本
件
は
原
案

ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

◎
平
成
22
年
度
羽
曳
野
市
公
共
下
水
道
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

　

審
査
の
結
果
、
使
用
料
改
定
等
を
理
由
に

不
認
定
と
す
る
者
１
名
、
一
方
今
後
応
分
の

サ
ー
ビ
ス
向
上
を
求
め
認
定
と
す
る
者
４
名

の
認
定
多
数
に
よ
り
、
本
決
算
は
認
定
す
べ

き
と
決
し
ま
し
た
。

◎
平
成
22
年
度
羽
曳
野
市
水
道
事
業
会
計
決

算
認
定
に
つ
い
て

　

審
査
の
結
果
、
黒
字
決
算
が
市
民
に
還
元

さ
れ
て
い
な
い
と
し
て
不
認
定
と
す
る
者
１

名
、
一
方
引
き
続
き
健
全
経
営
を
要
望
し
認

定
と
す
る
者
４
名
の
認
定
多
数
に
よ
り
、
本

決
算
は
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

総
務
文
教
常
任
委
員
会

（
日
程　

７
月
27
日
～
28
日
）

○
視
察
先
及
び
視
察
内
容

【
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
】

①
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
に
お
け
る
緊
急

安
全
対
策
の
概
要
に
つ
い
て

【
新
潟
県
佐
渡
市
】

①
佐
渡
市
の
世
界
遺
産
施
策
に
つ
い
て

建
設
企
業
常
任
委
員
会

（
日
程　

８
月
３
日
～
４
日
）

○
視
察
先
及
び
視
察
内
容

【
鹿
児
島
県
鹿
児
島
市
】

①
景
観
計
画
に
つ
い
て

②
市
電
軌
道
敷
緑
化
整
備
事
業
に
つ
い
て

【
熊
本
県
八
代
市
】

①
緑
の
回
廊
線
（
歩
行
者
自
転
車
専
用
道
路
）

に
つ
い
て

視
察
報
告

建
設
企
業
常
任
委
員
会

編
集
後
記

　

９
月
定
例
会
に
お
い
て
、
新
正
副
議
長
、

ま
た
各
常
任
委
員
会
、
議
会
運
営
委
員
な
ど

の
新
委
員
が
選
出
さ
れ
、
新
監
査
委
員
の
選

任
も
同
意
さ
れ
ま
し
た
。
本
号
よ
り
、
新
た

な
メ
ン
バ
ー
で
市
議
会
だ
よ
り
の
編
集
を
行

い
ま
す
。

　

委
員
（
議
員
）
一
同
、新
た
な
気
持
ち
で
、

よ
り
開
か
れ
た
市
議
会
を
目
指
し
て
頑
張
っ

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
支
援
ご

指
導
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。　

　

引
き
続
き
市
民
の
皆
様
か
ら
の
ご
意
見
・

ご
要
望
な
ど
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

《
市
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
》

　
　

花
川　

雅
昭　
　

松
村　

尚
子

　
　

秋
田　

栄
一　
　

笹
井
喜
世
子

　
　

今
井　

利
三　
　

岩
田
賢
二
郎　
　

　
　

松
井　

康
夫　
　

　
　 平

成
23
年
第
４
回
定
例
会
日
程

　

第
４
回
の
定
例
会
は
、
次
の
日
程
で
開

催
す
る
予
定
で
す
。
開
議
時
間
は
、
10
時

か
ら
で
す
。

11
月
30
日
㈬　

本
会
議
（
議
案
審
議
）

12
月
7
日
㈬　

本
会
議
（
一
般
質
問
）

12
月
8
日
㈭　

本
会
議
（
一
般
質
問
）

12
月
9
日
㈮　

予
備
日

12
月
13
日
㈫　

総
務
文
教
常
任
委
員
会

12
月
14
日
㈬　

民
生
産
業
常
任
委
員
会

12
月
15
日
㈭　

建
設
企
業
常
任
委
員
会

12
月
22
日
㈭　

本
会
議
（
委
員
長
報
告
等
）

（
た
だ
し
、
こ
の
日
程
は
、
議
事
の
都
合
に

よ
り
、
一
部
変
更
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合

が
あ
り
ま
す
。）




